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NPOなどの民間福祉活動を助成金で応援します！

数字でみるＷＡＭ助成

ＷＡＭ助成へのご寄付のお願い WAM助成へのご寄付には、税制上の優遇措置があります

令和3年度までの助成総額

1990年創設以来
30年以上にわたり、民間福祉
活動を後押しすることで福祉
課題の解決の仕組みづくりを
目指しています。

これまでの助成実績

SINCE 令和３年度実績

助成規模（一件あたり採択額）

50～2,000万円

採択件数132件／要望件数605件1990

約780億円

約14,600件以上

皆さまの社会貢献が社会課題を解決します。
独立行政法人福祉医療機構では、国の施策と連携し、地域共生社会の実現を目指した福祉
医療の基盤整備をすすめるため、多岐にわたる事業を展開しています。そのうちWAM助成
では、事業の一層の推進を図る観点から、個人や法人、企業の皆さまより広く寄付金を受け付け
ています。
多くの皆さまのご支援・ご協力をいただきますようお願い申し上げます。

団体規模に関わらず、事業の目的に応じた金額の
申請が可能です。
「団体立上げ期」「新事業展開期」「全国広域展開期」
等、様々な段階にある団体の事業について、助成を
行っています。

近年の年間予算額は
6億円強です。

独立行政法人福祉医療機構
〒105-8486 東京都港区虎ノ門4-3-13 ヒューリック神谷町ビル９階
TEL：03-3438-4756 FAX:03-3438-0218

https://www.wam.go.jp/hp/お問い合わせ
詳細はホームページから

ご支援をいただける個人、法人、
企業の皆さまを募集しています。
寄付金は、助成金の財源として
活用いたします。

このうち9,411件の助成実績データ・報告書は、WAMホームページで
閲覧することができます。

ご寄付のお願い

50万～
300万円
未満
31.8％

300～
500万円
未満
22.7％

500～
700万円
未満
25.0％

700～
2,000万円
20.5％

アンケートに
ご協力ください

ＷＡＭ助成レポートでは、今後の作成の参考にさせていただくため
アンケートを実施しております。ご協力の程お願いいたします。



分野横断

福祉施設

【安心につながる社会保障】
⑴ 　安心して暮らせるための地域共生社会の実現に向けた包括

的な支援に資する事業【事例１、３、６、９、10、11】
⑵ 　求められる介護サービスを提供するための多様な人材の

確保、 生産性の向上に資する事業【事例５、７】
⑶ 　介護する家族の不安や悩みに答える相談機能の強化・支援

体制の充実に資する事業
⑷ 　介護に取り組む家族が介護休業・介護休暇を取得しやすい

職場環境の整備に資する事業
⑸ 　介護と仕事を両立させるための働き方改革の推進に資する

事業
⑹ 　元気で豊かな老後を送れる健康寿命の延伸に向けた取り

組み強化及び高齢者への多様な就労の機会の確保に資する事業
⑺ 　障害者、難病患者、がん患者等の活躍を支援する事業【事例２】

【夢をつむぐ子育て支援】
⑻ 　結婚、子育ての希望実現の基盤となる若者の雇用安定・

待遇改善に資する事業
⑼ 　妊娠・出産・育児に関する各段階の負担・悩み・不安を切れ

目なく解消するための支援事業【事例 4】
⑽ 　子育てを家族で支える三世代同居・近居しやすい環境づくり

に資する事業
⑾ 　出産後・子育て中も就業が可能な多様な保育サービスの充実・

多様な人材の確保・生産性の向上に資する事業
⑿ 　出産・子育ての現場である地域の実情に即した働き方改革

の推進に資する事業
⒀ 　希望する教育を受けることを阻む経済事情など様々な

制約の克服に資する事業【事例 12】
⒁ 　子育てが困難な状況にある家族・子供等への配慮・対策

等の強化に資する事業【事例８】

【制度化】
●新潟市産後ケア事業（新潟県新潟市）
　認定NPO法人 はっぴぃmama応援団
●作業療法士訪問コンサル事業（岡山県笠岡市）
　岡山県学童保育連絡協議会
●長野県医療的ケア児等支援体制整備事業（長野県）
　長野こども療育推進サークルゆうテラス
●奈良市若者サポートセンターRestartなら（奈良県奈良市）
　ボランティア団体 ハートハース

【モデル事業化】
●放課後児童クラブ作業療法士連携事業（宮城県石巻市）
　岡山県学童保育連絡協議会
●親向け学習プログラム（大阪府高槻市）
　NPO法人 高槻子育て支援ネットワークティピー
●練馬区外遊びの場の提供事業（東京都練馬区）
　NPO法人 PLAYTANK

国の政策に連動

幅広い助成テーマを
設定しています。

分野横断的活動を
後押し

制度の狭間の課題に
対応する分野横断的
活動を後押しします。

助成テーマ

制度化・モデル事業化した事例
（H 30事業より抜粋）

制度の狭間に対する
民間福祉活動を応援し、
社会課題の解決の仕組みをつくる

福祉医療機構がＷＡＭ助成でめざすもの

国庫補助金や寄付金を財源としたＷＡＭ助成（社会福祉振興助成事業）は、政策動向や国民ニーズを踏まえ、
民間の創意工夫ある活動や地域に密着したきめ細やかな活動等に対し、助成を行うことで、高齢者・障害者等
が地域のつながりの中で自立した生活を送れるよう、また、子どもたちが健やかに安心して成長できるよう
必要な支援を行うことを目的としています。

連携
ネットワーク分野横断

中間
支援組織

社協

企業

助成機関

医療機関NPO

行政

福祉施設

地域住民

制度の狭間
への対応

地域連携・広域連携
を応援

複数の団体と強みを
活かした連携により
実施する事業を応援
します。

制度化を促進

行政との協働や政策
提言を促進すること
で、制度の更なる
拡充を図ります。
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フードバンクシステムによる、ひとり親家庭生活困窮世帯への
「宅（食）所」「健康」「相談」総合支援事業
～一般社団法人 ひとり親家庭福祉会ながさき～（長崎県長崎市）
｢フードバンクシステムによる、ひとり親家庭への総合的な支援」 ……………… ７

重度障害者のための創作活動と地域支援者育成事業
～認定NPO法人 アール・ド・ヴィーヴル～（神奈川県小田原市）
｢重度障害者のための創作活動と地域支援者育成事業」 ……………………………11

ひきこもり者に対する訪問支援活動事業
～ボランティア団体 ハートハース～（奈良県奈良市）
｢制度の狭間にある長期ひきこもりの当事者と家族を支援」 ………………………15

マンションと地域をつなぐ居場所づくり事業
～特定非営利活動法人 ZEROキッズ～（東京都中野区）
｢マンションのキッズルームに居場所をつくり、地域をつなぐ」 …………………19

行政・医療機関との連携

企業との連携

❶

❸

❷

❹

生活困窮者

ひきこもり

子ども 子育て

ひとり親家庭 子ども

障害者

先駆的な事例から紐解く『社会課題』『事業』『成果』

今、私たちの目の前に現れる社会課題は一層、複雑化しています。
一つの問題が解決しても別の問題が生じるなど、“社会課題の解決”は簡単ではあり

ません。
本誌では、Ｗ A Ｍ助成の中から、複雑な社会課題に立ち向かうために、分野を横断し

たり、他機関とのネットワークを活かしたりしながら、事業に取り組まれた全国各地の
先駆的な事例とその成果等を掲載しています。
・どのような社会課題が存在するのか？
・誰と連携・協力し、どのような事業に取り組んでいるのか？
・事業はどのような成果につながっているのか？
といった視点から、事例をご覧いただくことで、本誌が皆様の活動のヒントや事業立

案の一助となること、そして、民間福祉活動にかかわりを持つ個人や企業・行政など
さまざまな主体の連携の輪がひろがるきっかけとなれば幸いです。

令和３年 12 月
独立行政法人福祉医療機構 ＮＰＯリソースセンター

　本誌は月刊誌「WAM」2020年４月号～
2021年３月号に掲載された「いきいきチャレ
ンジ」の記事がもとになっています。掲載内
容は、2019年度時点のものです。

月刊誌「WAM」
［編集・発行］独立行政法人福祉医療機構
［編集協力］株式会社法研

連携先を

イメージ

社会課題を

知る

事業の組み方に

学ぶ

成果を

捉える

はじめに
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社会的困難な若者へのスポーツ応援展開事業
～認定NPO法人 ビッグイシュー基金～（大阪府大阪市）
｢スポーツを入り口にした社会的困難を抱える若者の支援
～ダイバーシティサッカーで人とつながる～」………………………………………39

避難所生活改善のためのツール開発事業
～認定NPO法人 レスキューストックヤード～（愛知県名古屋市）
｢避難所生活改善のためのツール作成で被災者を守る」 ……………………………43

不安定居住女性の伴走型地域定着支援事業
～特定非営利活動法人 仙台夜まわりグループ～（宮城県仙台市）
｢女性のための居所確保・生活再建支援」 ……………………………………………47

生きづらさを抱えた子どもたちへの多機関団体連携型寄り添い支援事業
～特定非営利活動法人 ハーフタイム～（東京都葛飾区）
｢多機関が連携し、生きづらさを抱えた子どもたちに寄り添う」 …………………51

地域・地縁組織との連携

❾







若　者

被災者

子ども 若　者

女性支援

生活困窮者

生活困窮者

障がい者就労・雇用を導くリーダー研修事業
～特定非営利活動法人 ディーセントワーク・ラボ～（東京都大田区）
｢障害者の就労・雇用を導くリーダーの研修」 ………………………………………23

物質依存症患者居住定着促進モデル開発事業
～特定非営利活動法人 東京ソテリア～（東京都江戸川区）
｢物質依存症患者の支援モデル構築を目指して」 ……………………………………27

障がいのある子ども・若者の思春期支援事業
～特定非営利活動法人 子ども＆まちネット～（愛知県名古屋市）
｢障害のある子ども・若者の思春期を支援」 …………………………………………31

困窮世帯の子どもの居場所と体験活動事業
～特定非営利活動法人 ビーンズふくしま～（福島県福島市）
｢困窮世帯の子どもの居場所と体験活動」 ……………………………………………35

NPO・専門職者との連携

❺

❼

❽

❻

障害者

依存症患者

子ども

若　者障害者 子ども
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政
に
加
え
、
歯
科
医

師
会
、
弁
護
士
事
務
所
、
学
校
関
係
者
、
生
活
協
同

組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
で
構
成
す
る
運
営
委
員
会
を
毎

月
開
催
し
、
課
題
の
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
よ

い
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
多
様
な
主
体
と
協
働
し

て
事
業
を
実
施
で
き
た
要
因
と
し
て
、

事
業
を
計
画
し
た
2
年
ほ
ど
前
か
ら
行

政
や
関
係
機
関
、
支
援
団
体
な
ど
に
対

し
、
構
想
す
る
シ
ス
テ
ム
の
説
明
と
協

力
を
依
頼
し
、
連
携
体
制
を
構
築
し
て

か
ら
助
成
事
業
に
申
請
し
た
経
緯
が
あ
る
と
い
う
。

「
つ
な
ぐ
B
A
N
K
」シ
ス
テ
ム
を
構
築

　フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
組
織
化
で
は
、
県
内
外
の
企
業

を
訪
問
し
、
目
指
す
フ
ー
ド
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
の
姿

に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
、
約
30
社
の
企
業
や
個
人

な
ど
か
ら
定
期
的
な
食
品
提
供
の
合
意
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

　集
め
ら
れ
た
食
品
は
、
賃
貸
契
約
し
た
食
料
倉
庫

で
保
管
し
、
寄
贈
さ

れ
た
食
品
に
通
し
番

号
を
振
り
、
そ
の
番

号
で
一
括
管
理
す
る

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
厳
重
な
品
質
チ
ェ
ッ
ク
と
、
確
実
に
賞

味
期
限
内
に
食
品
提
供
が
で
き
る
「
つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ

Ｋ
」を
構
築
し
た
。

　さ
ら
に
、「
つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
」で
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
に
対
す
る
宅
所
で
の
食
料
提
供
の
ほ
か
、
地
域

の
子
ど
も
食
堂
や
児
童
養
護
施
設
な
ど
に
も
提
供
し

て
お
り
、
宅
所
で
配
布
す
る
も
の
以
外
の
食
料
提
供

の
情
報
を
い
ち
早
く
伝
え
る
「
買
い
物
機
能
」
を
備

え
た
。

事業の円滑な実施に向け、行政や関係機関、支援
団体などで構成する運営委員会を毎月開催した

食料を保管する
フードバンク倉
庫。 食 品 の 在
庫・品質を管理
するトレーサビ
リティシステム
や買い物機能を
備えた「つなぐ
BANK」システ
ムを構築

一般社団法人ひとり親家庭福祉会ながさき
フードバンクシステムによる、ひとり親家庭生活困窮世帯への
「宅（食）所」「健康」「相談」総合支援事業

令和元年度事業

助成額
700万円

【事業概要】
　生活に支援を要するひとり親世帯への総合的な支援を目的に、構築したフードバ
ンクシステムを活用し、相談機能を備えた宅所で食料や日用品の提供を行うととも
に、来所した利用者の健康確認や生活相談、子どもの学習支援などを実施する事業

【実施内容】
◆�フードバンクの組織化
食品ロスが食料を必要とする
人たちに適切に提供されるよ
う、利用者と食品を寄贈する
企業の双方が安心できるフー
ドバンクシステムを構築
◆�宅所「居場所」への食材提供
長崎市の児童扶養手当を受給
するひとり親世帯を対象に、相
談対応や居場
所としての機
能をもつ宅所
で食料や日用
品などを提供

◆�宅所での「健康」「相談」「学習」
ソーシャルワーク支援
宅所に来所した利用者に対し、
食料支援とともに多職種連携
によるワンストップの相談対
応など総合的な支援を実施

事業概要

【成果】
◆「フードバンクシステムの組織化」では、長崎県内外の企業を訪
問し、約30社から定期的な食品提供の合意を得た。寄贈された
食料の在庫・品質を管理するトレーサビリティシステムや買い物
機能を備えたシステムを構築した
◆2カ月に1回実施した「宅所『居場所』への食材提供」は、ひとり
親世帯312人（106世帯）に対して実施。
　　また、新型コロナの緊急支援として宅所での食材提供の対象か
ら外れたひとり親世帯をはじめ、地域の子ども食堂や学童保育、
児童養護施設にも追加の食料支援を随時行い、延べ1430人へ食
料を提供した
◆宅所に来所した利用者に対しては、メンタルや健康、法律、就労、
進学資金の貸付に関する相談対応のほか、子どもの学習支援を実
施した。多職種で連携することにより、各種相談にワンストップ
で対応することができた
　　対面による食料提供を行うことで、顔見知りになり、利用者が
気軽に相談ができたり、親子で来所した子どもの様子をみること
で課題の早期発見につながるケースもあった

▼
　事業の波及効果として、「つなぐBANK」のシステムが、長崎県
の「子どもの貧困対策総合事業」（令和2年度～4年度）の施策と
なり、山本事務局長が総合事業のアドバイザーに就任し、「つなぐ
BANK」を県内へ広げていくことを構想している
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フ
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ド
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ク
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
、ひ
と
り
親

家
庭
へ
の
総
合
的
な
支
援

ひ
と
り
親
家
庭
の

生
活
支
援
に
取
り
組
む

　長
崎
市
に
あ
る
一
般
社
団
法
人
ひ
と
り
親
家
庭
福

祉
会
な
が
さ
き（
理
事
長
：
福
地
照
子
氏
）は
、
昭
和

25
年
に
戦
後
に
未
亡
人
と
な
っ
た
人
た
ち
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
発
足
し
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に

母
子
・
父
子
家
庭
の
支
援
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
平

成
28
年
4
月
に
法
人
格
お
よ
び
名
称
を
変
更
し
て
い

る
。　主

な
事
業
と
し
て
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
相
談
支
援

事
業
や
自
立
支
援
事
業
、
日
常
生
活
支
援
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
県
と
市
の
委
託
を
受
け
、
長
崎
県
ひ

と
り
親
家
庭
等
自
立
促
進
セ
ン
タ
ー
「
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
な

が
さ
き
」
を
は
じ
め
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ぴ

っ
ぴ
」、
生
活
上
の
問
題
を
抱
え
た
母
子
の
自
立
支

援
や
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
一
時
保
護
を
行
う
「
母
子
生
活

支
援
施
設
」
を
運
営
す
る
ほ
か
、
平
成
28
年
度
か
ら

は
自
主
事
業
と
し
て
「
子
ど
も
食
堂
な
が
さ
き
」
の

運
営
を
開
始
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
相
談
支
援
事
業
で
は
、
来
所
や
電
話
に

加
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
の
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
」
を
活
用
し
た
相
談
事
業
を
夜
間
対
応
も
含
め
て

実
施
し
て
い
る
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
活
用
し
た

ひ
と
り
親
家
庭
の
総
合
的
な
支
援

　同
法
人
は
、
令
和
元
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
、
ひ
と
り

親
家
庭
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
『
宅
（
食
）
所
』『
健
康
』

『
相
談
』
総
合
支
援
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、
生
活
に
支
援
を
要
す
る
ひ
と
り
親
家

庭
を
対
象
に
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

宅
所
で
の
食
料
提
供
と
と
も
に
、
総
合
的
な
支
援
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
、①
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
組
織
化
、

②
宅
所
「
居
場
所
」
へ
の
食
材
提
供
、
③
宅
所
で
の

「
健
康
」「
相
談
」「
学
習
」
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
支

援
を
実
施
し
た
。

　事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
事
務
局
長
の

山
本
倫
子
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「長
崎
市
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
機
能
が
き
ち
ん

と
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
食
料
を
必
要
と
す
る
人
た

ち
に
適
切
に
提
供
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
品
質
管

理
も
十
分
で
は
な
く
、
支
援
者
と
利
用
者
の
双
方
が

安
心
し
て
活
用
で
き
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
も
う
一

つ
は
、
子
ど
も
食
堂
を
運
営
す
る
な
か
で
、
食
の
支

援
以
外
に
も
学
ぶ
機
会
が
な
け
れ
ば
、
生
活
に
支
援

を
要
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
質
は
向
上
し
な

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を

活
用
し
た
食
料
支
援
で
は
宅
配
す
る
方
法
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
で
は
家
庭
環
境
や
子
ど
も
の
状
況
な
ど

が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
助
成
事
業
で
は
相
談

 WAMから ひと言

　フードバンクシステムの組織化によ
り「つなぐBANK」を構築されました。
また、食料支援においては、既存の宅
配による形態から特定の場所（宅所）
に足を運んで受け取りに来てもらう形
態へ発展させました。これにより、顔
なじみとなることで相談を受けやすい
環境を作ることに成功し、必要な利用
者には弁護士などの専門家へつなぐ総
合的な支援を行いました。
　地域の生活課題に対するソーシャル
アクションを周到な準備のうえ実行
し、地域共生社会の実現に向けて取り
組まれたことは、高く評価します。
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親
世
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総
合

的
な
支
援
を
目
的
に
、
構
築
し
た
フ
ー
ド
バ
ン
ク
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
、
相
談
機
能
を
備
え
た
宅
所
で
食

料
や
日
用
品
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
来
所
し
た

利
用
者
の
健
康
確
認
や
生
活
相
談
、
子
ど
も
の
学
習

支
援
な
ど
を
実
施
し
た
、
長
崎
県
長
崎
市
の
一
般
社

団
法
人
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
会
な
が
さ
き
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

1

7



対
応
や
居
場
所
と
し
て
の
機
能
を
も
つ
宅
所
を
つ
く

り
、
利
用
者
に
食
料
を
受
け
取
り
に
来
て
も
ら
う
仕

組
み
と
す
る
こ
と
で
、
来
所
し
た
利
用
者
が
気
軽
に

相
談
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
専
門
職
と
連
携
し
て
総
合
的
な
支
援
を
行
う
こ
と

に
取
り
組
み
ま
し
た
」（
以
下
、「  

」
内
は
山
本
事

務
局
長
の
説
明
）。
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　　また、新型コロナの緊急支援として宅所での食材提供の対象か
ら外れたひとり親世帯をはじめ、地域の子ども食堂や学童保育、
児童養護施設にも追加の食料支援を随時行い、延べ1430人へ食
料を提供した

◆宅所に来所した利用者に対しては、メンタルや健康、法律、就労、
進学資金の貸付に関する相談対応のほか、子どもの学習支援を実
施した。多職種で連携することにより、各種相談にワンストップ
で対応することができた

　　対面による食料提供を行うことで、顔見知りになり、利用者が
気軽に相談ができたり、親子で来所した子どもの様子をみること
で課題の早期発見につながるケースもあった

▼
　事業の波及効果として、「つなぐBANK」のシステムが、長崎県
の「子どもの貧困対策総合事業」（令和2年度～4年度）の施策と
なり、山本事務局長が総合事業のアドバイザーに就任し、「つなぐ
BANK」を県内へ広げていくことを構想している
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
来
所
す
る
際
に
は
必
ず
親

子
で
来
る
た
め
、
子
ど
も
の
様
子
を
確
認
で
き
る
こ

と
に
よ
り
、
課
題
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
実
際
に
、
あ
ざ
の
あ
る
子
ど
も
が
い
て

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
母
親
の
仕
事
が
忙
し
く
、
子
ど

も
の
学
校
の
迎
え
を
前
夫
に
頼
ん
だ
と
き
に
虐
待
を

受
け
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
弁
護
士
や
児
童
相
談

所
に
つ
な
い
だ
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
」。

　な
お
、
2
回
目
以
降
の
宅
所
で
の
食
料
提
供
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
相
談
ブ
ー

ス
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
相
談
希

望
者
に
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
相
談
を
受
け
付
け
、
内
容
に

応
じ
て
専
門
職
に
つ
な
ぐ
対
応
を
し
て
い
る
。

「
つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
」を

県
内
に
広
げ
て
い
く
こ
と
を
構
想

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
山
本
事
務
局
長
は
フ

ー
ド
バ
ン
ク
を
活
用
し
た
宅
所
で
の
食
料
提
供
と
と

も
に
、
行
政
や
関
係
機
関
、
支
援
団
体
と
連
携
し
て

総
合
的
な
支
援
を
行
う「
つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
」の
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
あ
げ
る
。

　「こ
の
よ
う
な
支
援
活
動
は
継
続
し
て
い
く
こ
と

が
何
よ
り
も
重
要
と
な
り
ま
す
が
、
利
用
者
に
宅
所

へ
来
所
し
て
も
ら
う
仕
組
み
と
す
る
こ
と
で
、
宅
配

な
ど
の
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
利
用
者
の

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、効
率
的
か
つ
効
果
的
な
支
援
に
つ
な
が
っ
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。ま
た
、助
成
期
間
中
は
、食
料
倉
庫

を
賃
貸
契
約
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
長
崎
県
が

所
有
す
る
建
物
の
部
屋
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
連
携

体
制
を
強
化
し
な
が
ら
事
業
を
安
定
的
に
運
営
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
長
崎
市
以
外
の
地
域
か
ら

も
食
料
支
援
の
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
」。

　助
成
事
業
終
了
後
の
波
及
効
果
と
し
て
は
、「
つ

な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
」の
シ
ス
テ
ム
が
、長
崎
県
の「
子
ど

も
の
貧
困
対
策
総
合
事
業
」の
３
年
間（
令
和
２
～

４
年
度
）の
施
策
と
な
っ
た
こ
と
や
、こ
れ
ま
で
県
内

に
な
か
っ
た
「
長
崎
県
子
ど
も
の
貧
困
総
合
相
談
窓

口
」と「
長
崎
県
に
ん
し
ん
Ｓ
Ｏ
Ｓ
相
談
窓
口
」
の
運

営
を
同
法
人
が
委
託
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　さ
ら
に
、山
本
事
務
局
長
が
、長
崎
県
か
ら「
子
ど

も
の
貧
困
統
括
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
に
任
命
さ
れ
、
県

内
の
各
地
域
を
回
り
、
行
政
と
協
働
し
な
が
ら
、
子

ど
も
の
貧
困
対
策
の
検
討
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　「今
後
は
県
内
20
市
町
に
対
し
『
つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ

Ｋ
』の
拠
点
を
つ
く
り
、支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

当
法
人
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
の
で
、そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
支
援
団
体
な
ど
に
運
営
を

担
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ノ
ウ

ハ
ウ
の
提
供
や
シ
ス
テ
ム
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

県
内
に
広
が
る
こ
と
で
、
ひ

と
り
親
家
庭
を
は
じ
め
と
す

る
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
総
合

的
な
支
援
だ
け
で
な
く
、
災

害
時
の
支
援
対
策
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　宅
所
で
の
食
料
支
援
と
と

も
に
、
行
政
や
関
係
機
関
、

支
援
団
体
と
連
携
し
て
総
合

的
な
支
援
を
行
う
同
法
人
の

取
り
組
み
が
全
国
に
広
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　平成 30 年に長崎県が独自に実施し
た調査では、県内の 10 人に 1 人の子
どもが貧困という結果があり、最近で
は新型コロナウイルスの感染拡大の影
響により、母親が仕事を失ったり、仕
事はあるものの、子どもが家にいる時
間が長くなり、家計の支出が増えてい
るという相談が多くなっている現実が
あります。
　そのようななか、ひとり親家庭をはじめとする生活困窮者
世帯を支える「つなぐ BANK」のような仕組みが、行政でな
くてもつくれることや、貧困は身近な問題であるということ
が地域に理解されたことは大きな成果だと感じています。
　今後は、生活に困窮する子どもたちが一人でも支援から取
りこぼれないように取り組んでいきたいと考えています。

一般社団法人ひとり親家庭福祉会ながさき

事務局長　山本  倫子氏

貧困に対する地域の理解が深まる

〒850－0054  長崎市上町 1 番 33 号 社会福祉会館 3 階
T E L： 095－828－1470
FA X： 095－828－1476
U R L： https://www.nagasakishi-boshikai.jp/
設　立：昭和 44 年 1 月
理事長：福地　照子

◆団体概要

　「『
買
い
物
機
能
』は
、合
意
書
を
交
わ
し
た
団
体
等

に
Ｉ
Ｄ
番
号
を
渡
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ロ
グ
イ
ン
し

て
も
ら
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
す
ぐ
に
提

供
が
可
能
な
食
料
や
日
用
品
な
ど
の
商
品
リ
ス
ト
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
利
用
団
体
が
希
望
す
る
商

品
を
選
択
す
る
と
、
事
務
局
に
自
動
で
メ
ー
ル
が
届

き
、
用
意
し
た
商
品
を
利
用
団
体
に
受
け
取
り
に
来

て
も
ら
う
か
た
ち
で
提
供
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。『
つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
』
で
提
供
す
る
商
品
は
食

料
だ
け
で
な

く
、
日
用
品

や
ラ
ン
ド
セ

ル
、
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
の
学
用
品
な
ど
の
提
供

も
行
っ
て
お
り
、
高
い
需
要
が
あ
り
ま
す
」。

ひ
と
り
親
家
庭
１
０
６
世
帯
を
含
め

延
べ
１
４
３
０
人
に
食
料
を
提
供

　「宅
所
へ
の
食
材
提
供
」
は
、
生
活
保
護
世
帯
を

除
く
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
ひ
と
り
親
世
帯

を
対
象
と
し
た
。

　支
援
の
周
知
方
法
と
し
て
は
、
長
崎
市
の
協
力
に

よ
り
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
に
訪
れ
た
ひ
と
り
親
家

庭
の
保
護
者
に
事
業
の
説
明
や
案
内
チ
ラ
シ
を
配
布

し
て
も
ら
い
、「
つ

な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
」

を
活
用
し
た
宅
所

で
の
食
料
提
供
と

総
合
支
援
の
希
望

者
を
募
っ
た
と
こ

ろ
、
２
０
０
世
帯

の
応
募
が
あ
っ

た
。
そ
の
な
か
か

ら
地
域
や
家
族
構

成
、
生
活
レ
ベ
ル

な
ど
を
勘
案
し
、

１
０
６
世
帯
を
選

定
し
た
。

　宅
所
で
の
食
料

支
援
は
２
カ
月
に

１
回
の
頻
度
で
実

施
し
、
米
や
レ
ト

ル
ト
食
品
、
冷
凍

食
品
、
缶
詰
、
菓

子
な
ど
を
詰
め
合

わ
せ
た
食
品
セ
ッ
ト
を
１
０
６
世
帯
３
１
２
人
に
対

し
て
提
供
し
た
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
緊
急
支
援
と
し
て
、
宅
所
で
の
食
材
提
供

の
対
象
か
ら
外
れ
た
ひ
と
り
親
家
庭
を
は
じ
め
、
地

域
の
子
ど
も
食
堂
や
学
童
保
育
、
児
童
養
護
施
設
に

も
追
加
の
食
料
支
援
を
随
時
行
い
、
延
べ
１
４
３
０

人
へ
食
料
を
提
供
し
た
。

来
所
し
た
利
用
者
に

総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
実
施

　宅
所
に
来
所
し
た
利
用
者
へ
の
総
合
的
な
支
援
で

は
、
運
営
委
員
会
の
弁
護
士
や
歯
科
医
師
、
社
会
福

祉
士
、
臨
床
心
理
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
行
政
職

員
な
ど
と
相
談
で
き
る
ブ
ー
ス
を
設
け
、
メ
ン
タ
ル

や
健
康
、
法
律
、
就
労
、
進
学
資
金
の
貸
付
な
ど
の

各
種
相
談
に
対
応
し
た
。

　相
談
支
援
の
際
に
は
、
託
児
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と

で
、
利
用
者
は
子
ど
も
や
時
間
を
気
に
せ
ず
相
談
が

で
き
る
体
制
を
つ
く
っ
た
。

　相
談
支
援
の
内
容
と
し
て
は
、メ
ン
タ
ル
関
係（
9

件
）や
、子
ど
も
の
進
学
な
ど
の
貸
付
相
談（
9
件
）、

歯
科
相
談（
7
件
）、弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談（
3
件
）

の
ほ
か
、
就
労
や
住
宅
に
関
す
る
相
談
な
ど
が
あ
っ

た
が
、
多
様
な
専
門
職
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、

各
種
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　「相
談
対
応
や
居
場
所
と
し
て
の
機
能
を
も
ち
あ

わ
せ
た
宅
所
で
食
料
提
供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
生

活
に
困
窮
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
相
談
に
躊
躇

し
て
い
た
保
護
者
が
支
援
者
と
顔
見
知
り
に
な
り
、

気
軽
に
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ

17 ●WAMー2021.3

宅所では行政や関係機関と連携し、来所
した利用者の健康確認やメンタル、法律、
貸付に関する相談対応のほか、子どもの
学習支援など総合的な支援を実施した

相談機能をもちあわせた宅所で、利
用者に対面で食料提供を行う様子

新型コロナウイルス感染症の緊急支援として、宅所での食材提供の対象以外のひ
とり親世帯をはじめ、地域の子ども食堂や学童保育、児童養護施設に追加の食料
支援を行った
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印象に残ったポイントを書いてみましょう

いきいき

ャレンジチ
いきいき

ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
来
所
す
る
際
に
は
必
ず
親

子
で
来
る
た
め
、
子
ど
も
の
様
子
を
確
認
で
き
る
こ

と
に
よ
り
、
課
題
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
実
際
に
、
あ
ざ
の
あ
る
子
ど
も
が
い
て

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
母
親
の
仕
事
が
忙
し
く
、
子
ど

も
の
学
校
の
迎
え
を
前
夫
に
頼
ん
だ
と
き
に
虐
待
を

受
け
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
弁
護
士
や
児
童
相
談

所
に
つ
な
い
だ
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
」。

　な
お
、
2
回
目
以
降
の
宅
所
で
の
食
料
提
供
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
相
談
ブ
ー

ス
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
相
談
希

望
者
に
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
相
談
を
受
け
付
け
、
内
容
に

応
じ
て
専
門
職
に
つ
な
ぐ
対
応
を
し
て
い
る
。

「
つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
」を

県
内
に
広
げ
て
い
く
こ
と
を
構
想

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
山
本
事
務
局
長
は
フ

ー
ド
バ
ン
ク
を
活
用
し
た
宅
所
で
の
食
料
提
供
と
と

も
に
、
行
政
や
関
係
機
関
、
支
援
団
体
と
連
携
し
て

総
合
的
な
支
援
を
行
う「
つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
」の
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
あ
げ
る
。

　「こ
の
よ
う
な
支
援
活
動
は
継
続
し
て
い
く
こ
と

が
何
よ
り
も
重
要
と
な
り
ま
す
が
、
利
用
者
に
宅
所

へ
来
所
し
て
も
ら
う
仕
組
み
と
す
る
こ
と
で
、
宅
配

な
ど
の
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
利
用
者
の

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、効
率
的
か
つ
効
果
的
な
支
援
に
つ
な
が
っ
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。ま
た
、助
成
期
間
中
は
、食
料
倉
庫

を
賃
貸
契
約
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
長
崎
県
が

所
有
す
る
建
物
の
部
屋
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
連
携

体
制
を
強
化
し
な
が
ら
事
業
を
安
定
的
に
運
営
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
長
崎
市
以
外
の
地
域
か
ら

も
食
料
支
援
の
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
」。

　助
成
事
業
終
了
後
の
波
及
効
果
と
し
て
は
、「
つ

な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
」の
シ
ス
テ
ム
が
、長
崎
県
の「
子
ど

も
の
貧
困
対
策
総
合
事
業
」の
３
年
間（
令
和
２
～

４
年
度
）の
施
策
と
な
っ
た
こ
と
や
、こ
れ
ま
で
県
内

に
な
か
っ
た
「
長
崎
県
子
ど
も
の
貧
困
総
合
相
談
窓

口
」と「
長
崎
県
に
ん
し
ん
Ｓ
Ｏ
Ｓ
相
談
窓
口
」
の
運

営
を
同
法
人
が
委
託
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　さ
ら
に
、山
本
事
務
局
長
が
、長
崎
県
か
ら「
子
ど

も
の
貧
困
統
括
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
に
任
命
さ
れ
、
県

内
の
各
地
域
を
回
り
、
行
政
と
協
働
し
な
が
ら
、
子

ど
も
の
貧
困
対
策
の
検
討
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　「今
後
は
県
内
20
市
町
に
対
し
『
つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ

Ｋ
』の
拠
点
を
つ
く
り
、支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

当
法
人
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
の
で
、そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
支
援
団
体
な
ど
に
運
営
を

担
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ノ
ウ

ハ
ウ
の
提
供
や
シ
ス
テ
ム
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

県
内
に
広
が
る
こ
と
で
、
ひ

と
り
親
家
庭
を
は
じ
め
と
す

る
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
総
合

的
な
支
援
だ
け
で
な
く
、
災

害
時
の
支
援
対
策
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　宅
所
で
の
食
料
支
援
と
と

も
に
、
行
政
や
関
係
機
関
、

支
援
団
体
と
連
携
し
て
総
合

的
な
支
援
を
行
う
同
法
人
の

取
り
組
み
が
全
国
に
広
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　平成 30 年に長崎県が独自に実施し
た調査では、県内の 10 人に 1 人の子
どもが貧困という結果があり、最近で
は新型コロナウイルスの感染拡大の影
響により、母親が仕事を失ったり、仕
事はあるものの、子どもが家にいる時
間が長くなり、家計の支出が増えてい
るという相談が多くなっている現実が
あります。
　そのようななか、ひとり親家庭をはじめとする生活困窮者
世帯を支える「つなぐ BANK」のような仕組みが、行政でな
くてもつくれることや、貧困は身近な問題であるということ
が地域に理解されたことは大きな成果だと感じています。
　今後は、生活に困窮する子どもたちが一人でも支援から取
りこぼれないように取り組んでいきたいと考えています。

一般社団法人ひとり親家庭福祉会ながさき

事務局長　山本  倫子氏

貧困に対する地域の理解が深まる

〒850－0054  長崎市上町 1 番 33 号 社会福祉会館 3 階
T E L： 095－828－1470
FA X： 095－828－1476
U R L： https://www.nagasakishi-boshikai.jp/
設　立：昭和 44 年 1 月
理事長：福地　照子

◆団体概要
〒850－0054 長崎県長崎市上町 1 番33 号 社会福祉会館3 階
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重
度
障
害
者
に

自
分
を
表
現
す
る
場
を
提
供

　
同
法
人
は
、
令
和
元
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
重
度
障
害
者
の
た
め
の
創
作
活
動
と
地
域
支

援
者
育
成
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
重
度
障
害
者
に
自
分
を
表
現
す
る
機

会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
支
援
者
の
ス
キ
ル
向
上

を
目
的
に
、
①
重
度
障
害
者
の
た
め
の
ア
ー
ト
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
②
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
、
③
生
活
介

護
施
設
へ
の
視
察
研
修
、
④
コ
ン
セ
プ
ト
ブ
ッ
ク
の

作
成
を
実
施
し
た
。

　「
重
度
の
知
的
障
害
や
肢
体
不
自
由
の
人
た
ち
は
、

自
分
で
何
か
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
当
法
人
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
通
っ
て

い
る
重
度
障
害
の
利
用
者
の
な
か
に
は
、
絵
を
描
く

こ
と
で
、
動
か
な
か
っ
た
腕
の
可
動
域
が
広
が
る
と

い
っ
た
例
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。
重
度

の
障
害
に
よ
り
言
葉
を
う
ま
く
発
す
る
こ
と
が
困
難

な
人
た
ち
に
と
っ
て
、
ア
ー
ト
は
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
生
き
が
い
に
も
つ
な

が
る
た
め
、
創
作
活
動
で
自
分
を
表
現
す
る
機
会
を

提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
」。

重
度
障
害
者
を
対
象
と
し
た

「
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
開
催

　
肢
体
不
自
由
や
知
的
障
害
な
ど
、
重
度
障
害
者
を

対
象
に
し
た「
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」は
、令
和

元
年
6
～
12
月
の

期
間
に
16
回
開
催

（
う
ち
2
回
は
ダ

ウ
ン
症
児
が
対

象
）
し
、
延
べ
80

人
が
参
加
し
た
。

　
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
ア
ー
ト
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
の
中

津
川
氏
の
指
導
の

も
と
、
参
加
者
1

人
に
対
し
2
～
3

人
の
ス
タ
ッ
フ
が

サ
ポ
ー
ト
し
な
が

ら
絵
画
を
中
心
と

し
た
表
現
活
動
を

行
っ
た
。

　
ま
た
、
参
加
し

た
利
用
者
は
ほ
ぼ

車
い
す
を
使
用
し

て
い
る
た
め
、
柄

の
先
に
ロ
ー
ラ
ー

や
刷
毛
を
つ
け
た

道
具
を
用
い
て
、
車
い
す
に
座
っ
た
ま
ま
絵
を
描
け

る
環
境
を
つ
く
り
、
な
か
に
は
床
に
直
接
座
っ
て
絵

を
描
く
な
ど
、
参
加
者
の
希
望
が
あ
る
場
合
は
、
そ

の
希
望
に
応
じ
た
方
法
で
支
援
を
行
っ
た
。

　
最
初
は
恐
る
恐
る
筆
を
動
か
し
て
い
た
参
加
者

も
、
次
第
に
自
分
の
力
で
描
く
楽
し
さ
に
気
づ
き
、

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
、
全
身
を
使
っ
て
力

強
く
表
現
す
る
こ
と
を
体
験
し
た
と
い
う
。

　「
サ
ポ
ー
ト
で
は
絵
の
内
容
や
色
の
塗
り
方
な
ど

を
こ
ち
ら
か
ら
勧
め
る
の
で
は
な
く
、
参
加
者
自
身

同法人は、障害者を対象にアートを中心とし
た創作活動の場を提供し、社会的自立の促進
と生活の質の向上に取り組んでいる

認定NPO法人アール・ド・ヴィーヴル
重度障害者のための創作活動と地域支援者育成事業

令和元年度事業

助成額
402万4千円

【事業概要】
　重度障害のある人たちに表現活動の場を提供することを目的に、アートに関するワー
クショップや、特別支援学校や障害者支援施設に講師を派遣して創作活動を体験しても
らうアウトリーチ支援を行うほか、重度障害者に対する創作活動の支援スキルを向上さ
せるための視察研修を実施する事業

【実施内容】
◆�重度障害者のための
　アートワークショップ
肢体不自由者、知
的障害など重度障
害者を対象に、表
現活動の場として
アートワークショ
ップを開催
◆�アウトリーチ支援
特別支援学校や障害者支援施設の利
用者・生徒に創作活動を体験しても
らうため、講師を派遣したアウトリ
ーチ支援を実施
◆�生活介護施設への視察研修
重度障害者に対する創作活動の支援
スキルを向上させるため、先駆的な
取り組みをしている団体への視察研
修を実施
◆�コンセプトブックの作成
法人の活動理念や創作活動の意義な
どをまとめたコンセプトブックを作
成し、行政や関係機関等に配布

事業概要

【成果】
◆全16回開催した「重度障害者の
ためのアートワークショップ」に
は、肢体不自由者や知的障害者な
ど延べ80人が参加した
　　成果発表の展覧会では700人
を超える来場者があり、障害者の
創作活動を周知することができた
◆「アウトリーチ支援」は、小田原養護学校（小・中・高等部）、
足柄療護園で計4回実施し、重度障害者73人をはじめ、
教員や施設職員、保護者など62人が参加した
　　利用者に自分を表現する楽しさを体験してもらうとと
もに、教員や施設職員にも重度障害者の創作活動の意義や
価値を実感してもらう機会となった
◆「生活介護施設への視察研修」では、国内で先駆的に障害
者のアート活動に取り組んでいる2施設（大阪府のアトリ
エコーナス、滋賀県のやまなみ工房）を視察し、現地で研
修を受けた

▼
　助成事業を通して重度障害者の利用希望者が増加したこ
とを受け、その要望に応えるために、令和 3年 4月に重度
障害者が表現活動を行える生活介護と就労継続支援Ｂ型事
業所を併設した多機能型施設を開設する予定となっている

いきいき

ャレンジチ
いきいき

重
度
障
害
者
の
た
め
の
創
作
活
動
と

地
域
支
援
者
育
成
事
業

神
奈
川
県
小
田
原
市
・
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー
ル
・
ド
・
ヴ
ィ
ー
ヴ
ル

障
害
者
が

「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」こ
と
を
支
援

　
神
奈
川
県
小
田
原
市
に
あ
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア

ー
ル
・
ド
・
ヴ
ィ
ー
ヴ
ル
は
、「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」

と
い
う
法
人
理
念
の
も
と
、
障
害
の
あ
る
人
た
ち
に

ア
ー
ト
を
中
心
と
す
る
創
作
活
動
の
場
を
提
供
し
、

社
会
的
自
立
の
促
進
と
生
活
の
質
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
同
法
人
の
設
立
経
緯
は
、
ダ
ウ
ン
症
の
子
ど
も
を

抱
え
る
理
事
長
の
萩
原
美
由
紀
氏
が
、
平
成
8
年
に

県
西
地
域
に
住
む
ダ
ウ
ン
症
児
者
の
親
子
の
た
め
の

任
意
団
体
「
ひ
よ
こ
の
会
」
に
参
画
し
、
障
害
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、「
障
害
が
あ
っ
て
も
自
分

で
選
択
し
て
い
く
人
生
を
送
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

願
い
の
も
と
、
平
成
25
年
８
月
に
ダ
ウ
ン
症
児
者
に

限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
障
害
の
あ
る
人
た
ち
に
創
作
活

動
の
場
を
提
供
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
、
ア
ー

ト
活
動
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。
平
成
28
年
に
は
創
作

活
動
を
仕
事
と
す
る
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
を

開
所
し
、
令
和
2
年
4
月
に
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認

可
を
受
け
て
い
る
。

　
現
在
は
、
小
田
原
市
を
活
動
拠
点
と
し
た
ア
ー
ト

活
動
を
は
じ
め
、
ヨ
ガ
や
英
会
話
、
陶
芸
、
料
理
、

農
作
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
定

期
的
に
開
催
し
て
い
る
。
定
員
20
人
の
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
所
で
は
、
18
歳
以
上
の
知
的
障
害
・
精

神
障
害
・
身
体
障
害
、
難
病
な
ど
、
す
べ
て
の
障
害

を
対
象
と
し
て
お
り
、
利
用
登
録
者
数
は
40
人
を
超

え
る
。

　
実
践
す
る
創
作
活
動
に
つ
い
て
、
萩
原
理
事
長
は

次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
事
業
所
で
は
、
絵
画
や
ク
ラ
フ
ト
、
織
り
、
農

作
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
創
作
活
動
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
障
害

者
の
ア
ー
ト
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
ア
ー
ト
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
の
中
津
川
浩
章
氏
が
指
導
を
担
っ
て
い
ま
す

が
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
技
法
な
ど
は
あ
ま
り

教
え
ず
、
利
用
者
が
作
り
上
げ
た
作
品
に
共
感
し
、

感
じ
た
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
関
わ
り
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
、

利
用
者
は
自
分
を
表
現
す
る
意
欲
が
湧
く
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、利
用
者
は
作
品
の
制
作
を
は
じ
め
、

作
品
を
商
品
化
す
る
作
業
や
販
売
、
リ
ー
ス
事
業
の

配
達
に
も
関
わ
り
、
工
賃
と
は
別
に
作
品
の
売
り
上

げ
の
半
分
を
仕
事
の
対
価
と
し
て
受
け
取
れ
る
仕
組

み
を
つ
く
り
、
利
用
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
社

会
的
な
自
立
を
目
指
す
場
と
な
っ
て
い
ま
す
」（
以

下
「  

」
内
は
萩
原
理
事
長
の
説
明
）。

 WAMから ひと言

　肢体不自由や知的障害など、重度
障害者を対象にした「アートワーク
ショップ」を開催しました。アートワー
クショップでは、車いすに座ったまま
絵を描ける環境をつくるなど、参加者
の希望に応じた方法で支援をすること
によって、自由に表現し創作活動を行
うことができ、参加者の意欲の向上に
もつながりました。また、特別支援学
校や障害者支援施設に講師を派遣し、
体験の幅を広げることが難しい組織で
創作活動を体験してもらえた点は評価
できます。

15 ●WAMー2021.2

重
度
障
害
の
あ
る
人
た
ち
に
表
現
活
動
の
場
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ア
ー
ト
に
関
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
、
特
別
支
援
学
校
や
障
害
者
支
援
施
設

に
講
師
を
派
遣
し
て
創
作
活
動
を
体
験
し
て
も
ら
う

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
を
行
う
ほ
か
、
重
度
障
害
者
に

対
す
る
創
作
生
活
の
支
援
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
視
察
研
修
を
実
施
し
た
、
神
奈
川
県
小
田
原
市

の
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー
ル
・
ド
・
ヴ
ィ
ー
ヴ
ル
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

2
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重
度
障
害
者
に

自
分
を
表
現
す
る
場
を
提
供

　
同
法
人
は
、
令
和
元
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
重
度
障
害
者
の
た
め
の
創
作
活
動
と
地
域
支

援
者
育
成
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
重
度
障
害
者
に
自
分
を
表
現
す
る
機

会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
支
援
者
の
ス
キ
ル
向
上

を
目
的
に
、
①
重
度
障
害
者
の
た
め
の
ア
ー
ト
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
②
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
、
③
生
活
介

護
施
設
へ
の
視
察
研
修
、
④
コ
ン
セ
プ
ト
ブ
ッ
ク
の

作
成
を
実
施
し
た
。

　「
重
度
の
知
的
障
害
や
肢
体
不
自
由
の
人
た
ち
は
、

自
分
で
何
か
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
当
法
人
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
通
っ
て

い
る
重
度
障
害
の
利
用
者
の
な
か
に
は
、
絵
を
描
く

こ
と
で
、
動
か
な
か
っ
た
腕
の
可
動
域
が
広
が
る
と

い
っ
た
例
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。
重
度

の
障
害
に
よ
り
言
葉
を
う
ま
く
発
す
る
こ
と
が
困
難

な
人
た
ち
に
と
っ
て
、
ア
ー
ト
は
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
生
き
が
い
に
も
つ
な

が
る
た
め
、
創
作
活
動
で
自
分
を
表
現
す
る
機
会
を

提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
」。

重
度
障
害
者
を
対
象
と
し
た

「
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
開
催

　
肢
体
不
自
由
や
知
的
障
害
な
ど
、
重
度
障
害
者
を

対
象
に
し
た「
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」は
、令
和

元
年
6
～
12
月
の

期
間
に
16
回
開
催

（
う
ち
2
回
は
ダ

ウ
ン
症
児
が
対

象
）
し
、
延
べ
80

人
が
参
加
し
た
。

　
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
ア
ー
ト
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
の
中

津
川
氏
の
指
導
の

も
と
、
参
加
者
1

人
に
対
し
2
～
3

人
の
ス
タ
ッ
フ
が

サ
ポ
ー
ト
し
な
が

ら
絵
画
を
中
心
と

し
た
表
現
活
動
を

行
っ
た
。

　
ま
た
、
参
加
し

た
利
用
者
は
ほ
ぼ

車
い
す
を
使
用
し

て
い
る
た
め
、
柄

の
先
に
ロ
ー
ラ
ー

や
刷
毛
を
つ
け
た

道
具
を
用
い
て
、
車
い
す
に
座
っ
た
ま
ま
絵
を
描
け

る
環
境
を
つ
く
り
、
な
か
に
は
床
に
直
接
座
っ
て
絵

を
描
く
な
ど
、
参
加
者
の
希
望
が
あ
る
場
合
は
、
そ

の
希
望
に
応
じ
た
方
法
で
支
援
を
行
っ
た
。

　
最
初
は
恐
る
恐
る
筆
を
動
か
し
て
い
た
参
加
者

も
、
次
第
に
自
分
の
力
で
描
く
楽
し
さ
に
気
づ
き
、

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
、
全
身
を
使
っ
て
力

強
く
表
現
す
る
こ
と
を
体
験
し
た
と
い
う
。

　「
サ
ポ
ー
ト
で
は
絵
の
内
容
や
色
の
塗
り
方
な
ど

を
こ
ち
ら
か
ら
勧
め
る
の
で
は
な
く
、
参
加
者
自
身

同法人は、障害者を対象にアートを中心とし
た創作活動の場を提供し、社会的自立の促進
と生活の質の向上に取り組んでいる

認定NPO法人アール・ド・ヴィーヴル
重度障害者のための創作活動と地域支援者育成事業

令和元年度事業

助成額
402万4千円

【事業概要】
　重度障害のある人たちに表現活動の場を提供することを目的に、アートに関するワー
クショップや、特別支援学校や障害者支援施設に講師を派遣して創作活動を体験しても
らうアウトリーチ支援を行うほか、重度障害者に対する創作活動の支援スキルを向上さ
せるための視察研修を実施する事業

【実施内容】
◆�重度障害者のための
　アートワークショップ
肢体不自由者、知
的障害など重度障
害者を対象に、表
現活動の場として
アートワークショ
ップを開催
◆�アウトリーチ支援
特別支援学校や障害者支援施設の利
用者・生徒に創作活動を体験しても
らうため、講師を派遣したアウトリ
ーチ支援を実施
◆�生活介護施設への視察研修
重度障害者に対する創作活動の支援
スキルを向上させるため、先駆的な
取り組みをしている団体への視察研
修を実施
◆�コンセプトブックの作成
法人の活動理念や創作活動の意義な
どをまとめたコンセプトブックを作
成し、行政や関係機関等に配布

事業概要

【成果】
◆全16回開催した「重度障害者の
ためのアートワークショップ」に
は、肢体不自由者や知的障害者な
ど延べ80人が参加した

　　成果発表の展覧会では700人
を超える来場者があり、障害者の
創作活動を周知することができた

◆「アウトリーチ支援」は、小田原養護学校（小・中・高等部）、
足柄療護園で計4回実施し、重度障害者73人をはじめ、
教員や施設職員、保護者など62人が参加した

　　利用者に自分を表現する楽しさを体験してもらうとと
もに、教員や施設職員にも重度障害者の創作活動の意義や
価値を実感してもらう機会となった

◆「生活介護施設への視察研修」では、国内で先駆的に障害
者のアート活動に取り組んでいる2施設（大阪府のアトリ
エコーナス、滋賀県のやまなみ工房）を視察し、現地で研
修を受けた

▼
　助成事業を通して重度障害者の利用希望者が増加したこ
とを受け、その要望に応えるために、令和 3年 4月に重度
障害者が表現活動を行える生活介護と就労継続支援Ｂ型事
業所を併設した多機能型施設を開設する予定となっている
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

印
象
的
で
し
た
。両
施
設
と
も
共
通
し
て
い
た
の
は
、

よ
い
作
品
を
生
む
た
め
で
は
な
く
、
利
用
者
一
人
ひ

と
り
が
そ
の
人
ら
し
く
自
由
に
制
作
で
き
る
環
境
を

整
え
、
利
用
者
が
落
ち
着
い
て
い
ら
れ
る
場
を
提
供

す
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
た
点
で
す
。
あ
ら
ゆ
る

障
害
を
抱
え
る
人
た
ち
の
自
己
実
現
を
応
援
し
、
そ

れ
を
ど
の
よ
う
に
社
会
的
な
自
立
に
つ
な
げ
て
い
く

の
か
を
考
え
る
こ
と
が
、
支
援
者
の
役
割
で
あ
る
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
」。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
同
法
人
の
活
動
理
念
や
障
害
者

の
表
現
活
動
の
意
義
、
活
動
の
軌
跡
な
ど
を
伝
え
る

コ
ン
セ
プ
ト
ブ
ッ
ク
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」
を
作

成
し
、
行
政
や
関
係
機
関
な
ど
に
配
布
し
た
。

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
と

生
活
介
護
の
多
機
能
型
施
設
を
開
設
予
定

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
多
く
の
重
度
障
害
者

に
創
作
活
動
の
機
会
を
提
供
し
、
自
分
を
表
現
す
る

こ
と
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
ア

ー
ト
活
動
を
行
う
支
援
者
の
ス
キ
ル
向
上
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
。

　「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
は
、
特
別
支
援
学
校
の
教

員
や
施
設
の
職
員
に
、
重
度
障
害
者
の
表
現
活
動
の

意
義
や
可
能
性
を
実
感
し
て
も
ら
う
ね
ら
い
が
あ
り

ま
し
た
。
表
現
活
動
に
取
り
組
む
当
事
者
の
い
き
い

き
と
し
た
表
情
を
み
て
、
実
際
に
特
別
支
援
学
校
や

施
設
の
活
動
に
反
映
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
」。

　
一
方
、
助
成
事
業
で
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
重

度
障
害
の
あ
る
人
か
ら
の
利
用
希
望
が
増
加
し
、
そ

の
対
応
が
新
た
な
課
題
と
な
っ
た
。

　
こ
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
同
法
人
は
令
和
3
年

4
月
に
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
と
生
活
介
護
を
併
設
し

た
多
機
能
型
施
設
の
開
設
を
予
定
し
て
い
る
。

　
多
機
能
型
施
設
で
は
、
地

域
に
開
か
れ
た
施
設
と
し
て

ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
を
設

け
、
地
域
住
民
が
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
、
利
用
者
が
制
作

し
た
作
品
を
鑑
賞
で
き
る
ほ

か
、
接
客
や
作
品
の
販
売
な

ど
、
利
用
者
一
人
ひ
と
り
に

あ
っ
た
働
き
方
を
選
択
で
き

る
環
境
を
つ
く
り
た
い
と
し

て
い
る
。

　
重
度
障
害
者
の
生
き
が
い

に
つ
な
が
る
表
現
活
動
を
実

践
す
る
同
法
人
の
取
り
組
み

が
全
国
に
広
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　助成事業では重度の障害のある人た
ちに創作活動の機会を提供するととも
に、活動を広く周知できたことは大
きな成果となりました。アートワーク
ショップやアウトリーチ支援の参加者
は、重い身体障害や知的障害があり、
普段は自己表現する機会がない人たち
がほとんどでしたが、画材や絵筆に工夫を施し、スタッフや
特別支援学校、施設の支援者のサポートにより、重度の障害
があっても自由に創作活動を行いながら、自己表現ができる
ことを実証できたと思います。
　令和 3 年 4 月に開設を予定している多機能型施設では、さ
らに多くの重度障害者に自己表現できる場を提供するととも
に、地域共生社会の実現に向けた活動にも取り組んでいきた
いと考えています。

認定NPO法人アール・ド・ヴィーヴル

理事長　萩原  美由紀氏

地域共生社会の実現に向けて

〒250－0055　神奈川県小田原市久野 906
アネシスヒルズ 102

TEL／ FAX： 0465－25－4534
U R L： http://artdevivre-odawara.jp/
設　立：平成 25 年 8 月
理事長：萩原　美由紀

◆団体概要

アートワークショップの成果発表の場として小田原
駅地下街で展覧会を開催し、延べ 700人が来場した

に
自
己
選
択
し
て
も
ら
う
こ
と
を
い
ち
ば
ん
大
切
に

し
ま
し
た
。
参
加
者
の
大
半
は
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
難
し
い
人
た
ち
で
し

た
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
意
欲
を
も
ち
、
使
用
し

た
い
色
を
表
情
で
示
す
な
ど
、
自
分
の
意
思
を
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
は
『
こ

ん
な
に
楽
し
そ
う
な
表
情
を
初
め
て
み
た
』、『
言
葉

を
交
わ
さ
な
く
て
も
自
分
の
意
思
を
伝
え
ら
れ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
』
な
ど
、
表
現
活
動
の
も
つ
力
に
と

て
も
驚
い
て
い
ま
し
た
」。

　
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
発
表
の
場
と
し

て
、
小
田
原
市
の
文
化
部
文
化
政
策
課
と
の
共
催
で

展
覧
会
を
開
催
し
た
。

　
展
覧
会
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
い
う
閉
じ
た
空
間
で
は

な
く
、
小
田
原
駅
地
下
街
と
い
う
人
通
り
の
多
い
公

共
ス
ペ
ー
ス
で
展
示
し
た
こ
と
に
よ
り
、
8
日
間
で

延
べ
７
０
０
人
が
鑑
賞
し
た
ほ
か
、
複
数
の
メ
デ
ィ

ア
の
取
材
を
受
け
る
な
ど
、
障
害
者
の
創
作
活
動
を

広
く
周
知
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

特
別
支
援
学
校
・
障
害
者
支
援
施
設
へ
の

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援

　
ま
た
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
と
し
て
特
別
支
援
学

校
や
障
害
者
支
援
施
設
に
講
師
を
派
遣
し
、
重
度
障

害
の
あ
る
生
徒
・
入
居
者
に
創
作
活
動
を
体
験
し
て

も
ら
う
機
会
を
提
供
し
た
。

　
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
は
、
小
田
原
養
護
学
校
（
全

3
回
）
と
足
柄
療
護
園
で
計
4
回
実
施
し
、
重
度
障

害
者
73
人
を
は
じ
め
、
教
員
や
施
設
職
員
、
保
護
者

な
ど
62
人
が
参
加
し
た
。
小
田
原
養
護
学
校
で
は
肢

体
不
自
由
の
生
徒
が
全
員
参
加
し
、
小
・
中
・
高
等

部
ご
と
に
実
施
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
縦
横
4
ｍ
×
5
ｍ
の
大
き
な
画
用

紙
を
用
意
し
、
参
加
者
全
員
で
共
同
作
品
の
制
作
に

取
り
組
ん
だ
。

　「
個
人
で
描
く
作
品
と
共
同
作
品
に
は
、そ
れ
ぞ
れ

に
異
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
個
人

の
場
合
は
作
品
が
完
成
す
る
ま
で
一
人
で
取
り
組
む

の
で
達
成
感
が
あ
り
、
そ
れ
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
は

大
き
な
自
信
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
共
同
作
品
は
周

り
に
触
発
さ
れ
、
制
作
の
意
欲
が
湧
い
た
り
、
互
い

に
共
感
し
て
認
め
あ
う
こ
と
に
よ
り
、
相
手
の
こ
と

を
許
せ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
効
果
が
あ
り
ま
す
。

小
田
原
養
護
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
大
き
な
画
用

紙
の
上
に
乗
っ
て
絵
を
描
い
た
り
、
筆
で
は
な
く
手

や
足
に
絵
の
具
を
つ
け
て
描
く
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が

想
い
を
ぶ
つ
け
る
よ
う
に
自
由
に
描
き
ま
し
た
。
ま

た
、
身
体
障
害
者
の
入
所
施
設
で
あ
る
足
柄
療
護
園

で
は
、
参
加
者
全
員
が
車
い
す
に
乗
っ
た
ま
ま
で
の

活
動
と
な
り
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
」。

視
察
研
修
を
実
施
し

支
援
ス
キ
ル
の
向
上
を
図
る

　
さ
ら
に
、
助
成
事
業
で
は
重
度
障
害
者
の
創
作
活

動
を
担
う
支
援
者
の
ス
キ
ル
向
上
を
目
的
に
、
国
内

で
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
大
阪
府
の
「
ア

ト
リ
エ
コ
ー
ナ
ス
」
と
、
滋
賀
県
の
「
や
ま
な
み
工

房
」
を
視
察
し
、
現
地
で
研
修
を
受
け
た
。

　「
2
団
体
と
も
重
度
障
害
者
の
表
現
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
で
す
が
、『
ア
ト
リ
エ
コ
ー
ナ
ス
』

は
住
宅
街
の
な
か
に
あ
り
、
地
域
交
流
に
も
積
極
的

に
取
り
組
み
、
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
姿
が

17 ●WAMー2021.2

重度障害者を対象にしたアートワークショップで絵を描く参加
者。表現する喜びに笑顔があふれる。車いすの使用者は柄の先
にローラーや刷毛をつけて描いた

特別支援学校や障害者支援施設で実施したアウトリーチ支援で
は、参加者全員で共同作品の制作に取り組んだ。画用紙の上で
車いすに乗ったままの状態で絵を描いたり、車いすから降りて
手に絵の具をつけて描くなど、それぞれが想いのままに自分を
表現することを楽しんだ
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印象に残ったポイントを書いてみましょう

いきいき

ャレンジチ
いきいき

印
象
的
で
し
た
。両
施
設
と
も
共
通
し
て
い
た
の
は
、

よ
い
作
品
を
生
む
た
め
で
は
な
く
、
利
用
者
一
人
ひ

と
り
が
そ
の
人
ら
し
く
自
由
に
制
作
で
き
る
環
境
を

整
え
、
利
用
者
が
落
ち
着
い
て
い
ら
れ
る
場
を
提
供

す
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
た
点
で
す
。
あ
ら
ゆ
る

障
害
を
抱
え
る
人
た
ち
の
自
己
実
現
を
応
援
し
、
そ

れ
を
ど
の
よ
う
に
社
会
的
な
自
立
に
つ
な
げ
て
い
く

の
か
を
考
え
る
こ
と
が
、
支
援
者
の
役
割
で
あ
る
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
」。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
同
法
人
の
活
動
理
念
や
障
害
者

の
表
現
活
動
の
意
義
、
活
動
の
軌
跡
な
ど
を
伝
え
る

コ
ン
セ
プ
ト
ブ
ッ
ク
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」
を
作

成
し
、
行
政
や
関
係
機
関
な
ど
に
配
布
し
た
。

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
と

生
活
介
護
の
多
機
能
型
施
設
を
開
設
予
定

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
多
く
の
重
度
障
害
者

に
創
作
活
動
の
機
会
を
提
供
し
、
自
分
を
表
現
す
る

こ
と
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
ア

ー
ト
活
動
を
行
う
支
援
者
の
ス
キ
ル
向
上
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
。

　「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
は
、
特
別
支
援
学
校
の
教

員
や
施
設
の
職
員
に
、
重
度
障
害
者
の
表
現
活
動
の

意
義
や
可
能
性
を
実
感
し
て
も
ら
う
ね
ら
い
が
あ
り

ま
し
た
。
表
現
活
動
に
取
り
組
む
当
事
者
の
い
き
い

き
と
し
た
表
情
を
み
て
、
実
際
に
特
別
支
援
学
校
や

施
設
の
活
動
に
反
映
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
」。

　
一
方
、
助
成
事
業
で
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
重

度
障
害
の
あ
る
人
か
ら
の
利
用
希
望
が
増
加
し
、
そ

の
対
応
が
新
た
な
課
題
と
な
っ
た
。

　
こ
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
同
法
人
は
令
和
3
年

4
月
に
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
と
生
活
介
護
を
併
設
し

た
多
機
能
型
施
設
の
開
設
を
予
定
し
て
い
る
。

　
多
機
能
型
施
設
で
は
、
地

域
に
開
か
れ
た
施
設
と
し
て

ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
を
設

け
、
地
域
住
民
が
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
、
利
用
者
が
制
作

し
た
作
品
を
鑑
賞
で
き
る
ほ

か
、
接
客
や
作
品
の
販
売
な

ど
、
利
用
者
一
人
ひ
と
り
に

あ
っ
た
働
き
方
を
選
択
で
き

る
環
境
を
つ
く
り
た
い
と
し

て
い
る
。

　
重
度
障
害
者
の
生
き
が
い

に
つ
な
が
る
表
現
活
動
を
実

践
す
る
同
法
人
の
取
り
組
み

が
全
国
に
広
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　助成事業では重度の障害のある人た
ちに創作活動の機会を提供するととも
に、活動を広く周知できたことは大
きな成果となりました。アートワーク
ショップやアウトリーチ支援の参加者
は、重い身体障害や知的障害があり、
普段は自己表現する機会がない人たち
がほとんどでしたが、画材や絵筆に工夫を施し、スタッフや
特別支援学校、施設の支援者のサポートにより、重度の障害
があっても自由に創作活動を行いながら、自己表現ができる
ことを実証できたと思います。
　令和 3 年 4 月に開設を予定している多機能型施設では、さ
らに多くの重度障害者に自己表現できる場を提供するととも
に、地域共生社会の実現に向けた活動にも取り組んでいきた
いと考えています。

認定NPO法人アール・ド・ヴィーヴル

理事長　萩原  美由紀氏

地域共生社会の実現に向けて

〒250－0055　神奈川県小田原市久野 906
アネシスヒルズ 102

TEL／ FAX： 0465－25－4534
U R L： http://artdevivre-odawara.jp/
設　立：平成 25 年 8 月
理事長：萩原　美由紀

◆団体概要

アートワークショップの成果発表の場として小田原
駅地下街で展覧会を開催し、延べ 700人が来場した

〒250－0055 神奈川県小田原市久野 403－17
TEL ／ FAX：0465－25－4534
U R L：http://artdevivre-odawara.jp/
設　立：平成 25 年 8 月
理事長：萩原　美由紀
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業
」
を
実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
ひ
き
こ
も
り
の
長
期
化
・
高
齢
化
が

社
会
問
題
と
な
る
な
か
、
ひ
き
こ
も
り
の
公
的
支
援

は
39
歳
ま
で
で
あ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
現
状
に
対

し
、
奈
良
市
社
協
と
協
働
し
て
長
期
ひ
き
こ
も
り
者

と
そ
の
家
族
を
対
象
に
し
た
、
チ
ー
ム
に
よ
る
訪
問

支
援
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
解

決
の
糸
口
が
見
い
出
せ
な
か
っ
た
長
期
ひ
き
こ
も
り

者
の
「
８
０
５
０
問
題
」
に
立
ち
向
か
う
一
歩
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　
チ
ー
ム
に
よ
る
継
続
的
な
訪
問
支
援
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
奈
良
市
社
協
地
域
支
援
課
係
長
の
後
藤
文

造
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
奈
良
市
内
に
お
い
て
も
、
ひ
き
こ
も
り
に
関
す

る
相
談
件
数
が
増
加
し
、『
８
０
５
０
問
題
』
に
該

当
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ひ
き
こ
も

り
当
事
者
を
抱
え
る
家
族
が
行
政
の
相
談
窓
口
に
行

っ
て
も
『
ま
ず
は
本
人
を
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
』

と
い
わ
れ
、
手
立
て
が
な
い
と
い
う
相
談
を
受
け
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
奈
良
市
社
協
で
は
、

こ
れ
ま
で
も
ひ
き
こ
も
り
支
援
と
し
て
当
事
者
へ
の

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ひ
き
こ
も

り
支
援
は
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
重
要

な
た
め
、
非
常
に
時
間
が
か
か
り
、
継
続

的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
は
時
間
や
マ
ン

パ
ワ
ー
的
に
も
限
界
が
あ
る
こ
と
に
加

え
、
個
人
で
対
応
し
て
拒
絶
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
打

つ
手
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
チ
ー
ム
に

よ
る
訪
問
支
援
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
同
じ
思
い
を
も
つ
ハ
ー
ト
ハ
ー
ス
と
協
働

し
て
、
長
期
ひ
き
こ
も
り
者
の
継
続
的
な
訪
問
支
援

に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

家
庭
環
境
を
考
慮
し
た

訪
問
支
援
チ
ー
ム
を
編
成

　
訪
問
支
援
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
居
場
所
の
来

所
相
談
（
29
回
実
施
）
で
家
族
か
ら
要
請
を
受
け
た

11
人
の
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
を
対
象
と
し
た
。
対
象

者
の
年
齢
層
は
20
代
前
半
か
ら
50
代
で
、
50
代
の
男

性
が
多
く
、
ひ
き
こ
も
り
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

ボランティア団体ハートハース
ひきこもり者に対する訪問支援活動事業

平成30年度事業

助成額
103万2千円

【事業概要】
長期ひきこもり者や家族に対する公的な支援が不足するな
か、社会福祉協議会と協働してチームによる訪問支援を継
続的に行うことにより、これまで解決の糸口が見い出せな
かった長期ひきこもり者の「8050問題」に立ち向かう一
歩となることを目指す事業

【実施内容】
◆�長期ひきこもり者、家族を対象に
したチームによる訪問支援活動
居場所で実施する来所相談で、
家族から要請を受けた長期ひき
こもり当事者に対し、チームに
よる訪問支援を継続的に行うこ
とにより、信頼関係を深めなが
ら同団体が運営する居場所の利
用に結びつけるなど、社会とつ
ながることを目指す

【成果】
◆ 11 人のひきこもり当事者に対し、
オープンダイアローグの手法を用い
ながら、チームによる継続的な訪問
支援を実施（訪問支援回数：60回）

◆当事者2人と信頼関係を構築して対
話することが可能となり、家族を交
えて今後について話しあうことを目
標にしている

◆助成事業を通して、ひきこもり支援
の必要性が周知され、行政との連携・
協力体制の強化につながった

▼
　行政からひきこもり当事者の紹介を
受けるケースが増えるとともに、令和
2年度に奈良市主催の「ひきこもりサ
ポーター養成研修」が実施されるに至
った
　さらに、若者のひきこもり・ニート
化を防ぐための相談窓口である奈良市
若者サポートセンター「Restart なら」
で、スタッフ4人が支援員として家族・
当事者の相談対応を行っている

事業概要

奈良市社協と共同
運営する若者の居
場所「あなたのま
んま」。相談対応や
調理体験などのイ
ベントのほか、社
会とつながる独自
の就労支援を行う
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ひ
き
こ
も
り
の
長
期
化
・
高
齢
化
が

社
会
的
な
課
題
に

　
平
成
31
年
に
内
閣
府
が
公
表
し
た
「
生
活
状
況
に

関
す
る
調
査
」
の
結
果
に
よ
る
と
、
40
～
64
歳
の
ひ

き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
人
は
61
万
人
い
る
と
推
計
さ

れ
、
ひ
き
こ
も
り
の
期
間
は
7
年
以
上
が
半
数
を
占

め
る
な
ど
、
ひ
き
こ
も
り
の
長
期
化
・
高
齢
化
が
進

行
し
て
い
る
。

　
近
年
は
、
80
代
の
親
が
50
代
の
子
ど
も
の
生
活
を

支
え
る
と
い
う「
８
０
５
０
問
題
」と
し
て
指
摘
さ
れ

て
お
り
、こ
う
し
た
親
子
が
地
域
社
会
か
ら
孤
立
し
、

生
活
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
深
刻
な
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
る
こ
と
が
社
会
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
奈
良
市
に
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ハ
ー
ト
ハ
ー

ス
は
、「
分
か
ち
あ
い
の
な
か
に
愛
を
」
と
い
う
理
念

の
も
と
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
の
支
援
活
動
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
団
体
の
設
立
経
緯
は
、
平
成
６
年

７
月
に
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
に
基
づ
き
、
青
少
年
の

教
育
活
動
や
社
会
事
業
な
ど
を
展
開
す
る
奈
良
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
が
不
登
校
生
の
た
め
の
「
心
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
」を
開
校
し
た
際
、そ
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
発
足
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

　
現
在
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、「
心
の
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
」
で
実
践
す
る
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
サ
ポ
ー
ト

を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
研
修
事
業
や
情
報
誌

の
発
行
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
の
子
ど
も
を
抱
え

る
親
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
場
「
子
育
て
ト
ー
ク
21
」

を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
平
成
27
年
か
ら
奈
良
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
以
下
、
奈
良
市
社
協
）
と
協
働
し
て
「
ひ
き
こ

も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
の
基
礎
研
修
・
応
用

研
修
を
開
催
。
平
成
28
年
に
は
、
ひ
き
こ
も
り
当
事

者
な
ど
の
若
者
を
対
象
に
し
た
居
場
所
「
あ
な
た
の

ま
ん
ま
」を
奈
良
市
社
協
と
共
同
で
運
営
し
て
い
る
。

　
居
場
所
の
運
営
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ト
ハ
ー
ス
統
括

の
大
竹
靖
子
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
居
場
所
で
は
月
2
回
、
奈
良
市
社
協
の
施
設
を

活
用
し
て
、
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
な
ど
の
若
者
に
自

分
の
ペ
ー
ス
で
過
ご
し
た
り
、
同
じ
思
い
を
共
感
で

き
る
場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
養
成
し
た
ひ
き
こ

も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
で
組
織
し
た
『
ま
ん
ま
の
会
』
の

メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
運
営
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
・
家
族
の
来
所
相
談
や
親
の
会

を
定
期
的
に
開
催
す
る
ほ
か
、就
労
支
援
と
し
て『
な

ら
コ
ー
プ
』
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
利
用
者
の
希

望
に
応
じ
て
中
間
的
就
労
を
体
験
す
る
機
会
も
提
供

し
て
い
ま
す
」。

長
期
ひ
き
こ
も
り
者
の

訪
問
支
援
活
動
に
取
り
組
む

　
同
団
体
は
、
平
成
30
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
ひ
き
こ
も
り
者
に
対
す
る
訪
問
支
援
活
動
事

制
度
の
狭
間
に
あ
る
長
期
ひ
き
こ
も
り
の

当
事
者
と
家
族
を
支
援

 WAMから ひと言

　これまでのひきこもりサポー
ター養成とその組織化を基盤と
し、本事業ではチームによる「訪
問支援活動」を実現できました。
「訪問支援活動」では、オープン
ダイアローグ（開かれた対話）の
手法を用いた支援により、当事者
を居場所や就労につなげる成果も
あげています。県や市、社協、生
協との連携も作られつつあり、他
地域や他団体の参考になる取り組
みとして高く評価しています。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

奈
良
県
奈
良
市
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ハ
ー
ト
ハ
ー
ス

長
期
ひ
き
こ
も
り
者
や
家
族
に
対
す
る
公
的
な
支

援
が
不
足
す
る
な
か
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
働
し

て
チ
ー
ム
に
よ
る
訪
問
支
援
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
解
決
の
糸
口
を
見
出
す
こ
と
が
難

し
か
っ
た
長
期
引
き
こ
も
り
者
の
「
8
0
5
0
問
題
」

に
立
ち
向
か
う
一
歩
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
事
業
を
実

施
し
た
、
奈
良
県
奈
良
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ハ
ー

ト
ハ
ー
ス
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

3
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業
」
を
実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
ひ
き
こ
も
り
の
長
期
化
・
高
齢
化
が

社
会
問
題
と
な
る
な
か
、
ひ
き
こ
も
り
の
公
的
支
援

は
39
歳
ま
で
で
あ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
現
状
に
対

し
、
奈
良
市
社
協
と
協
働
し
て
長
期
ひ
き
こ
も
り
者

と
そ
の
家
族
を
対
象
に
し
た
、
チ
ー
ム
に
よ
る
訪
問

支
援
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
解

決
の
糸
口
が
見
い
出
せ
な
か
っ
た
長
期
ひ
き
こ
も
り

者
の
「
８
０
５
０
問
題
」
に
立
ち
向
か
う
一
歩
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　
チ
ー
ム
に
よ
る
継
続
的
な
訪
問
支
援
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
奈
良
市
社
協
地
域
支
援
課
係
長
の
後
藤
文

造
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
奈
良
市
内
に
お
い
て
も
、
ひ
き
こ
も
り
に
関
す

る
相
談
件
数
が
増
加
し
、『
８
０
５
０
問
題
』
に
該

当
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ひ
き
こ
も

り
当
事
者
を
抱
え
る
家
族
が
行
政
の
相
談
窓
口
に
行

っ
て
も
『
ま
ず
は
本
人
を
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
』

と
い
わ
れ
、
手
立
て
が
な
い
と
い
う
相
談
を
受
け
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
奈
良
市
社
協
で
は
、

こ
れ
ま
で
も
ひ
き
こ
も
り
支
援
と
し
て
当
事
者
へ
の

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ひ
き
こ
も

り
支
援
は
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
重
要

な
た
め
、
非
常
に
時
間
が
か
か
り
、
継
続

的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
は
時
間
や
マ
ン

パ
ワ
ー
的
に
も
限
界
が
あ
る
こ
と
に
加

え
、
個
人
で
対
応
し
て
拒
絶
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
打

つ
手
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
チ
ー
ム
に

よ
る
訪
問
支
援
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
同
じ
思
い
を
も
つ
ハ
ー
ト
ハ
ー
ス
と
協
働

し
て
、
長
期
ひ
き
こ
も
り
者
の
継
続
的
な
訪
問
支
援

に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

家
庭
環
境
を
考
慮
し
た

訪
問
支
援
チ
ー
ム
を
編
成

　
訪
問
支
援
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
居
場
所
の
来

所
相
談
（
29
回
実
施
）
で
家
族
か
ら
要
請
を
受
け
た

11
人
の
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
を
対
象
と
し
た
。
対
象

者
の
年
齢
層
は
20
代
前
半
か
ら
50
代
で
、
50
代
の
男

性
が
多
く
、
ひ
き
こ
も
り
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

ボランティア団体ハートハース
ひきこもり者に対する訪問支援活動事業

平成30年度事業

助成額
103万2千円

【事業概要】
長期ひきこもり者や家族に対する公的な支援が不足するな
か、社会福祉協議会と協働してチームによる訪問支援を継
続的に行うことにより、これまで解決の糸口が見い出せな
かった長期ひきこもり者の「8050問題」に立ち向かう一
歩となることを目指す事業

【実施内容】
◆�長期ひきこもり者、家族を対象に
したチームによる訪問支援活動
居場所で実施する来所相談で、
家族から要請を受けた長期ひき
こもり当事者に対し、チームに
よる訪問支援を継続的に行うこ
とにより、信頼関係を深めなが
ら同団体が運営する居場所の利
用に結びつけるなど、社会とつ
ながることを目指す

【成果】
◆ 11 人のひきこもり当事者に対し、
オープンダイアローグの手法を用い
ながら、チームによる継続的な訪問
支援を実施（訪問支援回数：60回）

◆当事者2人と信頼関係を構築して対
話することが可能となり、家族を交
えて今後について話しあうことを目
標にしている

◆助成事業を通して、ひきこもり支援
の必要性が周知され、行政との連携・
協力体制の強化につながった

▼
　行政からひきこもり当事者の紹介を
受けるケースが増えるとともに、令和
2年度に奈良市主催の「ひきこもりサ
ポーター養成研修」が実施されるに至
った
　さらに、若者のひきこもり・ニート
化を防ぐための相談窓口である奈良市
若者サポートセンター「Restart なら」
で、スタッフ4人が支援員として家族・
当事者の相談対応を行っている

事業概要

奈良市社協と共同
運営する若者の居
場所「あなたのま
んま」。相談対応や
調理体験などのイ
ベントのほか、社
会とつながる独自
の就労支援を行う
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事
者
2
人
と
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
対
話
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
1
人
は
家
族
を
交
え

て
今
後
に
つ
い
て
話
し
あ
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る

と
い
う
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
助
成
事
業
で
は
平
成
31
年
4
月

に
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
必
要
性
や
活
動
内
容
の
周
知

を
目
的
と
し
た
報
告
会
を
開
催
し
、
支
援
者
を
中
心

に
50
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ひ
き
こ
も
り

支
援
の
取
り
組
み
、
成
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
作

成
し
、
行
政
や
関
係
機
関
な
ど
に
配
布
し
た
。

助
成
事
業
を
通
じ
て

行
政
と
の
連
携
・
協
力
体
制
が
強
化

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
継
続
的
な
訪
問
支
援

活
動
に
よ
り
、
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
と
対
話
を
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ひ
き
こ
も
り
の
課
題
解
決
の

一
歩
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
ひ
き
こ
も
り
支
援
は
、
年
齢
が
高
く
な
り
、
ひ

き
こ
も
り
の
期
間
が
長
く
な
る
ほ
ど
課
題
解
決
の
壁

が
高
く
な
り
ま
す
が
、
チ
ー
ム
に
よ
る
訪
問
支
援
を

継
続
的
に
行
う
体
制
が
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
大
き

な
成
果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
奈
良
県
の
相
談
支
援

室
か
ら
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
の
紹
介
を
受
け
る
ケ
ー

ス
が
多
く
な
り
、
新
た
に
つ
な
が
っ
た
家
族
や
居
場

所
の
参
加
者
が
増
え
て
い
ま
す
」（
大
竹
統
括
）。

　
ま
た
、
助
成
事
業
を
通
し
て
、
ひ
き
こ
も
り
支
援

の
必
要
性
が
周
知
さ
れ
た
こ
と
で
、行
政
と
の
連
携
・

協
力
体
制
の
強
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
奈
良
市
の

広
報
紙
に
、
運
営
す
る
居
場
所
の
活
動
内
容
が
掲
載

さ
れ
た
ほ
か
、
同
団
体
と
奈
良
市
社
協
の
協
力
に
よ

り
、
令
和
2
年
度
に
奈
良
市
主
催
の
「
ひ
き
こ
も
り

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
」が
実
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
若
者
の
ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー
ト
化
を
防

ぐ
た
め
の
相
談
窓
口
で
あ
る
奈
良
市
若
者
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
「
Ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
な
ら
」（
通
称
：
リ
ス

な
ら
）
で
、
ハ
ー
ト
ハ
ー
ス
の
ス
タ
ッ
フ
4
人
が
支

援
員
と
し
て
週
1
回
勤
務
し
、
家
族
・
当
事
者
の
相

談
対
応
を
行
う
な
ど
支
援
活
動
の
広
が
り
を
み
せ
て

い
る
。

ゆ
る
や
か
に
社
会
と
つ
な
が
る

仕
事
づ
く
り
に
取
り
組
む

　
同
団
体
は
平
成
30
年
度
に
続
き
、
31
年
度
の
助
成

事
業
を
活
用
し
、
長
期
ひ
き
こ
も
り
者
の
訪
問
支
援

活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
ひ
き
こ
も
り
当
事
者

が
就
労
と
い
う
観
点
だ
け
で
な
く
生
き
が
い
を
感
じ

る
こ
と
の
で
き
る
仕
事
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　「
平
成
31
年
度
は
訪
問
支
援
活
動
を
継
続
す
る
こ

と
に
加
え
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
連
携
し
、
近
隣
に
あ

る
高
齢
化
の
進
行
し
た
団
地

に
住
む
高
齢
者
の
生
活
の
困

り
ご
と
を
ひ
き
こ
も
り
当
事

者
が
支
援
す
る『
き
づ
な
屋
』

と
い
う
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ゆ
る

や
か
に
社
会
と
つ
な
が
る
就

労
の
場
を
つ
く
る
こ
と
に
よ

り
、
当
事
者
は
人
の
役
に
立

ち
、
直
接
感
謝
の
言
葉
を
か

け
ら
れ
る
こ
と
に
生
き
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
経
験
を
積
み
重
ね
て
い

く
こ
と
が
本
人
の
力
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
」（
大
竹
統
括
）。

　
同
団
体
の
今
後
の
取
り
組

み
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。

　平成 30 年度の WAM 助成で
長期ひきこもり者を対象にした
チームによる継続的な訪問支援
に取り組み、ひきこもりの課題
解決のきっかけにつなげること
ができました。支援の必要性が
周知されたことで行政から紹介
が増えるなど支援活動が広がっ
ています。
　一方、課題としては、ひきこもりが長期化している当
事者は、年齢のこともあり就労への壁が高く、ひきこも
り支援が就労のための支援になってしまうと課題の解決
は難しいと感じています。平成 31 年度の助成事業で実
施している「きづな屋」のように、ゆるやかに社会とつ
ながる仕事づくりなど、さまざまな出口を用意すること
が大切だと思っています。

ボランティア団体ハートハース
  統括　大竹  靖子氏

就労だけでない出口が必要

〒631－0823　奈良市西大寺国見町 2－14－1
T E L： 0742－44－2207
F A X： 0742－46－7550
U R L： https://hearthearth1994.web.fc2.

com/index.html
設　　立：平成 6 年 7 月
代　　表：北林　静江

◆団体概要

いきいき

ャレンジチ
いきいき
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年
齢
に
関
わ
ら
ず
就
職
活
動
の
つ
ま
づ
き
や
職
場
の

人
間
関
係
な
ど
が
要
因
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ

た
と
い
う
。

　
ひ
き
こ
も
り
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
い
か
に
当

事
者
を
社
会
に
結
び
つ
け
る
か
が
重
要
で
あ
る
た

め
、
同
団
体
が
こ
れ
ま
で
の
活
動
で
培
っ
た
オ
ー
プ

ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ（
開
か
れ
た
対
話
）の
手
法
を
用
い

た
チ
ー
ム
に
よ
る
継
続
的
な
訪
問
支
援
に
よ
っ
て
、

運
営
す
る
居
場
所
な
ど
、
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
を
社

会
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　
訪
問
支
援
の
体
制
は
、1
人
の
当
事
者
に
対
し
て
、

同
団
体
と
奈
良
市
社
協
の
職
員
、ひ
き
こ
も
り
サ
ポ

ー
タ
ー
が
4
～
5
人
の
チ
ー
ム
を
編

成
。
訪
問
前
に
当
事
者
の
家
族
か
ら
家
庭
環
境
な
ど

の
状
況
を
聞
き
取
り
、
傾
聴
ス
キ
ル
に
長
け
た
人
、

雰
囲
気
が
明
る
い
人
、父
親
と
し
て
の
関
わ
り
方
で

話
せ
る
男
性
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
マ
ッ
チ
し

た
支
援
者
を
考
慮
し
な
が
ら
組
み
あ
わ
せ
て
い
る
。

サ
ポ
ー
タ
ー
の
な
か
に
は
ひ
き
こ
も
り
経
験
の
あ
る

子
ど
も
を
も
つ
親
も
い
る
た
め
、
親
の
立
場
を
理
解

し
て
い
る
人
を
配
置
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

対
話
を
重
ね
て

当
事
者
の
や
り
た
い
こ
と
を
引
き
出
す

　「
訪
問
し
た
際
に
は
当
事
者
に
声
か
け

を
し
て
い
き
ま
す
が
、
最

初
は
お
会
い
で
き
な
い
ケ

ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
は
時

間
が
か
か
り
、
と
く
に
長

期
化
し
て
い
る
当
事
者
は

社
会
や
就
労
に
対
す
る
不

安
が
大
き
く
、
立
ち
直
る

ま
で
に
は
ひ
き
こ
も
っ
て

い
る
期
間
と
同
じ
く
ら
い

時
間
が
か
か
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
訪
問
支
援
を

継
続
し
て
少
し
ず
つ
信
頼

し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
当

事
者
ご
と
に
チ
ー
ム
会
議

を
開
き
、
当
事
者
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
方
法
や
支
援
方

針
な
ど
を
検
討
し
な
が
ら

支
援
を
行
い
、
信
頼
関
係

を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
当
事
者
に
は
対
話
を
重

ね
な
が
ら
、
本
人
が
や
り
た
い
こ
と
を
引
き
出
し
て

い
く
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
家
族

で
話
し
あ
う
機
会
を
つ
く
り
、
運
営
す
る
居
場
所
に

限
ら
ず
、
社
会
と
つ
な
が
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
」（
大
竹
統
括
）。

　
ま
た
、
対
話
の
際
に
1
人
し
か
い
な
い
支
援
者
が

親
側
に
立
っ
て
し
ま
う
と
、
当
事
者
に
「
自
分
が
攻

撃
を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
」
と
警
戒
さ
れ
る
こ
と

に
つ
な
が
る
が
、
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援
を
行
う
こ
と

で
、
親
と
当
事
者
を
担
当
す
る
支
援
者
を
分
け
、
両

者
の
ケ
ア
を
し
な
が
ら
対
話
で
き
る
こ
と
が
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
助
成
期
間
中
の
訪
問
支
援
回
数
は
全
60
回
で
、
当

ひきこもり支援の諸段階

サポー
ター人

材養成
・多様

なネッ
トワー

ク

出会い・評価段階

就労体験事業
ならコープ・

便利屋等新たな居場所

必要とされる・成功体験
居場所の活動

人との出会い・つながり
否定されない・帰ってこれる基地

あなたのまんま

家族の孤立を防ぐ
そのまんまで親の会

来所相談
訪問相談

：ハートハース・奈良市社協の取り組み

：一般的な支援の取り組み

親支援（当事者
への個人療法）

個人的支援段階

サポー
ター人

材養成
・多様

なネッ
トワー

ク

個人療法
親支援

中間的・過渡的な
集団との再会段階

就労体験・就労支援
その他社会活動等居場所

当事者の会等
社会との接点受診

アウトリーチ相談等
本人の相談接点

家族会
家族受診等
家族相談

集団療法
居場所の提供

個人療法（親支援）

社会参加の試行段階
ソーシャルワーク

集団療法
居場所の拡大
（個人療法）

奈良市社協と共催した「ひきこもりサポー
ター養成講座」。養成したサポーターは居場
所の運営や訪問支援活動にも携わっている

平成 31年 4月に開催した報
告会は支援者を中心に50人が
参加し、ひきこもり支援の必要
性や取り組みなどを共有した

運営する居場所では、利用者の希望
に応じて、ならコープと連携して中
間的就労の場を提供

左から奈良市社協の大西真葵氏、ハー
トハースの安田きみ子氏、駒恭子氏、
磯林延氏、鈴木加寿枝氏

出典：厚生労働省「ひきこもりと評価・支援に関するガイドライン」に加筆、修正
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印象に残ったポイントを書いてみましょう

事
者
2
人
と
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
対
話
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
1
人
は
家
族
を
交
え

て
今
後
に
つ
い
て
話
し
あ
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る

と
い
う
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
助
成
事
業
で
は
平
成
31
年
4
月

に
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
必
要
性
や
活
動
内
容
の
周
知

を
目
的
と
し
た
報
告
会
を
開
催
し
、
支
援
者
を
中
心

に
50
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ひ
き
こ
も
り

支
援
の
取
り
組
み
、
成
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
作

成
し
、
行
政
や
関
係
機
関
な
ど
に
配
布
し
た
。

助
成
事
業
を
通
じ
て

行
政
と
の
連
携
・
協
力
体
制
が
強
化

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
継
続
的
な
訪
問
支
援

活
動
に
よ
り
、
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
と
対
話
を
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ひ
き
こ
も
り
の
課
題
解
決
の

一
歩
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
ひ
き
こ
も
り
支
援
は
、
年
齢
が
高
く
な
り
、
ひ

き
こ
も
り
の
期
間
が
長
く
な
る
ほ
ど
課
題
解
決
の
壁

が
高
く
な
り
ま
す
が
、
チ
ー
ム
に
よ
る
訪
問
支
援
を

継
続
的
に
行
う
体
制
が
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
大
き

な
成
果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
奈
良
県
の
相
談
支
援

室
か
ら
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
の
紹
介
を
受
け
る
ケ
ー

ス
が
多
く
な
り
、
新
た
に
つ
な
が
っ
た
家
族
や
居
場

所
の
参
加
者
が
増
え
て
い
ま
す
」（
大
竹
統
括
）。

　
ま
た
、
助
成
事
業
を
通
し
て
、
ひ
き
こ
も
り
支
援

の
必
要
性
が
周
知
さ
れ
た
こ
と
で
、行
政
と
の
連
携
・

協
力
体
制
の
強
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
奈
良
市
の

広
報
紙
に
、
運
営
す
る
居
場
所
の
活
動
内
容
が
掲
載

さ
れ
た
ほ
か
、
同
団
体
と
奈
良
市
社
協
の
協
力
に
よ

り
、
令
和
2
年
度
に
奈
良
市
主
催
の
「
ひ
き
こ
も
り

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
」が
実
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
若
者
の
ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー
ト
化
を
防

ぐ
た
め
の
相
談
窓
口
で
あ
る
奈
良
市
若
者
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
「
Ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
な
ら
」（
通
称
：
リ
ス

な
ら
）
で
、
ハ
ー
ト
ハ
ー
ス
の
ス
タ
ッ
フ
4
人
が
支

援
員
と
し
て
週
1
回
勤
務
し
、
家
族
・
当
事
者
の
相

談
対
応
を
行
う
な
ど
支
援
活
動
の
広
が
り
を
み
せ
て

い
る
。

ゆ
る
や
か
に
社
会
と
つ
な
が
る

仕
事
づ
く
り
に
取
り
組
む

　
同
団
体
は
平
成
30
年
度
に
続
き
、
31
年
度
の
助
成

事
業
を
活
用
し
、
長
期
ひ
き
こ
も
り
者
の
訪
問
支
援

活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
ひ
き
こ
も
り
当
事
者

が
就
労
と
い
う
観
点
だ
け
で
な
く
生
き
が
い
を
感
じ

る
こ
と
の
で
き
る
仕
事
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　「
平
成
31
年
度
は
訪
問
支
援
活
動
を
継
続
す
る
こ

と
に
加
え
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
連
携
し
、
近
隣
に
あ

る
高
齢
化
の
進
行
し
た
団
地

に
住
む
高
齢
者
の
生
活
の
困

り
ご
と
を
ひ
き
こ
も
り
当
事

者
が
支
援
す
る『
き
づ
な
屋
』

と
い
う
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ゆ
る

や
か
に
社
会
と
つ
な
が
る
就

労
の
場
を
つ
く
る
こ
と
に
よ

り
、
当
事
者
は
人
の
役
に
立

ち
、
直
接
感
謝
の
言
葉
を
か

け
ら
れ
る
こ
と
に
生
き
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
経
験
を
積
み
重
ね
て
い

く
こ
と
が
本
人
の
力
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
」（
大
竹
統
括
）。

　
同
団
体
の
今
後
の
取
り
組

み
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。

　平成 30 年度の WAM 助成で
長期ひきこもり者を対象にした
チームによる継続的な訪問支援
に取り組み、ひきこもりの課題
解決のきっかけにつなげること
ができました。支援の必要性が
周知されたことで行政から紹介
が増えるなど支援活動が広がっ
ています。
　一方、課題としては、ひきこもりが長期化している当
事者は、年齢のこともあり就労への壁が高く、ひきこも
り支援が就労のための支援になってしまうと課題の解決
は難しいと感じています。平成 31 年度の助成事業で実
施している「きづな屋」のように、ゆるやかに社会とつ
ながる仕事づくりなど、さまざまな出口を用意すること
が大切だと思っています。

ボランティア団体ハートハース
  統括　大竹  靖子氏

就労だけでない出口が必要

〒631－0823　奈良市西大寺国見町 2－14－1
T E L： 0742－44－2207
F A X： 0742－46－7550
U R L： https://hearthearth1994.web.fc2.

com/index.html
設　　立：平成 6 年 7 月
代　　表：北林　静江

◆団体概要

いきいき

ャレンジチ
いきいき

〒631－0823　奈良県奈良市西大寺国見町2－14－1

18



　
同
法
人
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
内
に
あ
る
地
域
交

流
ス
ペ
ー
ス
「
リ
ブ
イ
ン
ラ
ボ
」
に
設
置
さ
れ
た
キ

ッ
ズ
ル
ー
ム
と
絵
本
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
運
営
と
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
キ
ッ
ズ
ル

ー
ム
を
乳
幼
児
親
子
の
居
場
所
「
も
り
の
い
え
」
と

し
て
運
営
し
、
地
域
の
子
育
て
支
援
、
多
世
代
交
流

の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　
居
場
所
の
開
設
に
向
け
、
よ
り
よ
い
居
場
所
の
運

営
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
運
営
会

議
を
開
催
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
子
育
て
に
関

す
る
専
門
家
か
ら
子
育
て
の
拠
点
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ

ウ
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
安
全
管
理
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
連
携
団

体
と
イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
内
容
な
ど
に

つ
い
て
検
討
し
た
。

常
設
の
乳
幼
児
親
子
の
居
場
所
を
開
設

　
平
成
30
年
10
月
に
開
設
し
た
乳
幼
児
親
子
の
居
場

所
「
も
り
の
い
え
」
は
、
水
曜
日
を
除
く
、
10
～
18

時
の
時
間
帯
に
開
所
し
た
。

　「
も
り
の
い
え
」の
特
色
と
し
て
、木
の
お
も
ち
ゃ

を
多
く
用
い

て
「
木
と
ふ

れ
あ
い
、
木

に
学
び
、
木

と
生
き
る
」

と
い
う“

木

育„

と
い
う

教
育
を
意
識

し
な
が
ら
豊
か
な
心
が
育
む
環
境
を
つ
く
っ
て
い

る
。
ま
た
、
絵
本
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
蔵
書
は
５
０
０

冊
以
上
に
の
ぼ
る
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
、
社
会
福
祉
士
や
子
育
て
経
験
の
あ

る
２
人
を
配
置
し
、
乳
幼
児
親
子
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
見
守
る
体
制
と
し
た
。
利
用
は
登
録

制
と
な
り
子
ど
も
や
保
護
者
の
氏
名
、
年
齢
、
連
絡

先
な
ど
を
記
入
し
て
も
ら
い
、
ス
タ
ッ
フ
が
厳
重
に

個
人
情
報
を
管
理
し
て
い
る
。

　
ま
た
、子
ど
も
は
利
用
の
際
に
、ス
タ
ッ
フ
が
手
作

り
し
た
名
札
を
つ
け
る
こ
と
を
ル
ー
ル
と
し
て
お
り
、

互
い
の
子
ど
も
の
名
前
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
、
交

流
し
や
す
い
と
保
護
者
か
ら
好
評
で
あ
っ
た
と
い
う
。

居場所にはテラスを設置し、子どもたち
の遊びやイベントなどに活用される

キッズルームと絵本ライブラリーを併設し
た乳幼児親子の居場所「もりのいえ」

特定非営利活動法人ZEROキッズ
マンションと地域をつなぐ居場所づくり事業

平成30年度事業

助成額
246万3千円

【事業概要】
　新たに開発された民間マンションのキッズルームを地域の子
育て支援と多世代交流の拠点とすることを目的に、乳幼児親子
を対象にした常設の居場所を運営するとともに、地域交流イベ
ントや子育て、教育などの各種プログラムを実施する事業

【実施内容】
◆�運営会議の開催
よりよい居場所の運営に向けた検討を
行うとともに、イベントや各種プログ
ラムの実施で連携する関係者とのネッ
トワークづくりを行う
◆�乳幼児親子の居場所づくり
乳幼児親子を対象にした安全・安心な
居場所「もりのいえ」を運営し、地域の
子育て支援の拠点になることを目指す
◆�子育て支援や多世代交流に向けたイベ
ント・プログラムの実施
「赤ちゃんおはなし会」や、「音あそび」、
「歌あそび・表現あそび」、「子育てサ
ロン」などのプログラムのほか、地域
住民を招いた「季
節のコンサート」
を定期的に開催

◆�情報の収集と発信
ホームページや SNSを活用し、居場
所の活動の様子がわかる動画やイベン
ト・プログラムの情報を発信

事業概要

【成果】
◆平成30年10月～31年3月の期間に、
乳幼児親子を対象にした居場所は計
148 回開催し、延べ 7084 人（2096
組の親子）が利用した

　　居場所は、土・日曜日も開所してい
るため、母親だけではなく父親や家族
での利用も多く、利用者のうち 3割が
マンションの入居者、7割が近隣住民
となっており、地域の居場所として浸
透していることがうかがえた
◆各種イベント・プ
ログラムには、毎
回多くの参加者が
集まり、子育てや
教育の不安解消に
役立った。さらに、活動を通して新た
にマンションに入居した家族同士の交
流が進んだほか、多世代交流を含めて
地域とつながるきっかけにもなった

▼
◆助成事業で実施した地域をつなぐ居場
所づくりを含む、「江古田の杜プロジェ
クト」のコンセプトは、新しいモデル
として行政やデベロッパーなどに注目
され、全国から視察が相次いでいる

いきいき

ャレンジチ
いきいき

マ
ン
シ
ョ
ン
の
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
に

居
場
所
を
つ
く
り
、地
域
を
つ
な
ぐ

東
京
都
中
野
区
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
キ
ッ
ズ

こ
ど
も
の
パ
ワ
ー
で

地
域
を
つ
な
ぎ
文
化
を
つ
く
る

　
東
京
都
中
野
区
で
活
動
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法

人
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
キ
ッ
ズ
は
、「
こ
ど
も
の
パ
ワ
ー
で
地

域
を
つ
な
ぎ
文
化
を
つ
く
る
！
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

子
ど
も
と
ア
ー
ト
の
力
で
地
域
や
人
を
つ
な
げ
る
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
同
法
人
の
設
立
経
緯
は
、
平
成
６
年
に
地
域
の
少

年
少
女
合
唱
団
と
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
の
団
体
が
、中

野
区
民
ホ
ー
ル「
な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
大
ホ
ー
ル
」で
の

公
演
を
き
っ
か
け
に
任
意
団
体
を
設
立
し
た
こ
と
に

始
ま
り
、平
成
15
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
し
た
。

　
現
在
の
活
動
に
つ
い
て
、
理
事
長
の
佐
々
木
香
氏

は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
当
法
人
は
、
設
立
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
『
想

像
力
と
創
造
力
』
を
テ
ー
マ
に
、
体
験
活
動
に
よ
り

異
年
齢
の
仲
間
づ
く
り
を
進
め
る
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
表
現
に
触

れ
る
機
会
と
し
て
、『
表
現
あ
そ
び
』や『
音
あ
そ
び
』、

『
歌
あ
そ
び
』
の
ほ
か
、
ダ
ン
ス
や
演
劇
、
自
然
体

験
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
活

動
の
集
大
成
と
し
て
、
台
本
か
ら
衣
装
ま
で
を
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
創
り
あ
げ
る
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

を
公
演
し
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
も
つ
力
を

大
切
に
育
み
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
表
現
活
動
や
体
験

活
動
の
中
か
ら
自
分
の
好
き
な
こ
と
、
自
分
を
表
現

す
る
方
法
を
み
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
」（
以
下
、「  

」
中
は
佐
々
木
理
事
長
の
説
明
）。

地
域
を
つ
な
ぐ

居
場
所
づ
く
り
の
取
り
組
み

　
同
法
人
は
、
平
成
30
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
と
地
域
を
つ
な
ぐ
居
場
所
づ
く

り
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
に
設
置
さ
れ
た
キ

ッ
ズ
ル
ー
ム
を
地
域
の
子
育
て
支
援
と
多
世
代
交
流

の
拠
点
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
運
営
会
議
の
開

催
、
②
乳
幼
児
親
子
の
居
場
所
づ
く
り
、
③
子
育
て

支
援
や
多
世
代
交
流
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
催
を
実
施
し
た
。

　
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
と
し
て
は
、
中
野
区
江
古

田
に
あ
る
約
4
万
㎡
の
敷
地
に
「
多
世
代
に
よ
り
育

ま
れ
る
持
続
可
能
な
地
域
を
つ
く
る
」
こ
と
を
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
た
「
江
古
田
の
杜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

立
ち
上
が
り
、
積
水
ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ
、
総
合
東
京

病
院
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
の
三
者
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
平
成
30
年
9
月

に“

ま
ち
び
ら
き„

が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
総
戸
数
５
３
１
戸
の
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
や
学
生

向
け
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
、
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
保
育
所
、

学
童
ク
ラ
ブ
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
を
整

備
。
江
古
田
の
森
公
園
に
隣
接
し
、
周
辺
に
は
病
院

や
高
齢
者
・
障
害
者
の
施
設
が
多
数
あ
る
な
ど
、
都

心
で
あ
り
な
が
ら
豊
か
な
自
然
と
生
活
の
利
便
性
を

兼
ね
備
え
た
環
境
と
な
っ
て
い
る
。

 WAMから ひと言

　マンションの入居者と地域の住
民をつなぐ居場所事業として、子
育て支援や多世代交流の拠点を作
りました。共働き世代も利用しや
すいよう、土日や 18時まで開所
する等の工夫をされています。ま
た保護者に向けたプログラム「子
育てサロン」では栄養士や地元消
防署の消防士等の専門家による講
座を開催し、利用者のニーズに応
え、大きな成果につなげた事を高
く評価します。

15 ●WAMー2020.11

新
た
に
開
発
し
た
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
の
キ
ッ
ズ

ル
ー
ム
を
地
域
の
子
育
て
支
援
と
多
世
代
交
流
の
拠

点
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
乳
幼
児
親
子
を
対
象
に

し
た
常
設
の
居
場
所
を
運
営
す
る
と
と
も
に
、
地
域

交
流
イ
ベ
ン
ト
や
子
育
て
、
教
育
な
ど
の
各
種
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
行
う
事
業
を
実
施
し
た
、
東
京
都
中
野
区

の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Z
E
R
O
キ
ッ
ズ
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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同
法
人
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
内
に
あ
る
地
域
交

流
ス
ペ
ー
ス
「
リ
ブ
イ
ン
ラ
ボ
」
に
設
置
さ
れ
た
キ

ッ
ズ
ル
ー
ム
と
絵
本
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
運
営
と
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
キ
ッ
ズ
ル

ー
ム
を
乳
幼
児
親
子
の
居
場
所
「
も
り
の
い
え
」
と

し
て
運
営
し
、
地
域
の
子
育
て
支
援
、
多
世
代
交
流

の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　
居
場
所
の
開
設
に
向
け
、
よ
り
よ
い
居
場
所
の
運

営
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
運
営
会

議
を
開
催
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
子
育
て
に
関

す
る
専
門
家
か
ら
子
育
て
の
拠
点
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ

ウ
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
安
全
管
理
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
連
携
団

体
と
イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
内
容
な
ど
に

つ
い
て
検
討
し
た
。

常
設
の
乳
幼
児
親
子
の
居
場
所
を
開
設

　
平
成
30
年
10
月
に
開
設
し
た
乳
幼
児
親
子
の
居
場

所
「
も
り
の
い
え
」
は
、
水
曜
日
を
除
く
、
10
～
18

時
の
時
間
帯
に
開
所
し
た
。

　「
も
り
の
い
え
」の
特
色
と
し
て
、木
の
お
も
ち
ゃ

を
多
く
用
い

て
「
木
と
ふ

れ
あ
い
、
木

に
学
び
、
木

と
生
き
る
」

と
い
う“

木

育„
と
い
う

教
育
を
意
識

し
な
が
ら
豊
か
な
心
が
育
む
環
境
を
つ
く
っ
て
い

る
。
ま
た
、
絵
本
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
蔵
書
は
５
０
０

冊
以
上
に
の
ぼ
る
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
、
社
会
福
祉
士
や
子
育
て
経
験
の
あ

る
２
人
を
配
置
し
、
乳
幼
児
親
子
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
見
守
る
体
制
と
し
た
。
利
用
は
登
録

制
と
な
り
子
ど
も
や
保
護
者
の
氏
名
、
年
齢
、
連
絡

先
な
ど
を
記
入
し
て
も
ら
い
、
ス
タ
ッ
フ
が
厳
重
に

個
人
情
報
を
管
理
し
て
い
る
。

　
ま
た
、子
ど
も
は
利
用
の
際
に
、ス
タ
ッ
フ
が
手
作

り
し
た
名
札
を
つ
け
る
こ
と
を
ル
ー
ル
と
し
て
お
り
、

互
い
の
子
ど
も
の
名
前
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
、
交

流
し
や
す
い
と
保
護
者
か
ら
好
評
で
あ
っ
た
と
い
う
。

居場所にはテラスを設置し、子どもたち
の遊びやイベントなどに活用される

キッズルームと絵本ライブラリーを併設し
た乳幼児親子の居場所「もりのいえ」

特定非営利活動法人ZEROキッズ
マンションと地域をつなぐ居場所づくり事業

平成30年度事業

助成額
246万3千円

【事業概要】
　新たに開発された民間マンションのキッズルームを地域の子
育て支援と多世代交流の拠点とすることを目的に、乳幼児親子
を対象にした常設の居場所を運営するとともに、地域交流イベ
ントや子育て、教育などの各種プログラムを実施する事業

【実施内容】
◆�運営会議の開催
よりよい居場所の運営に向けた検討を
行うとともに、イベントや各種プログ
ラムの実施で連携する関係者とのネッ
トワークづくりを行う
◆�乳幼児親子の居場所づくり
乳幼児親子を対象にした安全・安心な
居場所「もりのいえ」を運営し、地域の
子育て支援の拠点になることを目指す
◆�子育て支援や多世代交流に向けたイベ
ント・プログラムの実施
「赤ちゃんおはなし会」や、「音あそび」、
「歌あそび・表現あそび」、「子育てサ
ロン」などのプログラムのほか、地域
住民を招いた「季
節のコンサート」
を定期的に開催

◆�情報の収集と発信
ホームページや SNSを活用し、居場
所の活動の様子がわかる動画やイベン
ト・プログラムの情報を発信

事業概要

【成果】
◆平成30年10月～31年3月の期間に、
乳幼児親子を対象にした居場所は計
148 回開催し、延べ 7084 人（2096
組の親子）が利用した

　　居場所は、土・日曜日も開所してい
るため、母親だけではなく父親や家族
での利用も多く、利用者のうち 3割が
マンションの入居者、7割が近隣住民
となっており、地域の居場所として浸
透していることがうかがえた

◆各種イベント・プ
ログラムには、毎
回多くの参加者が
集まり、子育てや
教育の不安解消に
役立った。さらに、活動を通して新た
にマンションに入居した家族同士の交
流が進んだほか、多世代交流を含めて
地域とつながるきっかけにもなった

▼
◆助成事業で実施した地域をつなぐ居場
所づくりを含む、「江古田の杜プロジェ
クト」のコンセプトは、新しいモデル
として行政やデベロッパーなどに注目
され、全国から視察が相次いでいる
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
つ
な
が
る

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
キ
ッ

ズ
ル
ー
ム
を
地
域
の
子
育
て
支
援
、
多
世
代
交
流
の

拠
点
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
居
場

所
と
し
て
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
入
居
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

居
場
所
と
し
て
認
知
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
半
年
で

延
べ
２
０
０
０
組
を
超
え
る
利
用
が
あ
っ
た
こ
と
は

大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。
顔
見
知
り
が
増
え
、

イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
利

用
者
同
士
や
地
域
の
交
流
が
進
む
と
と
も
に
、
各
種

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
か
ら
は
子
育
て
や
教
育
の
不

安
解
消
に
も
つ
な
が
っ
た
と
い
う
声
も
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
新
た
に
住
民
に
な
っ
た
子
育
て
世
帯
と
地

域
を
つ
な
ぎ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
は
災
害
時
の
備
え
や
犯
罪
の
抑
止
力
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
居
場

所
の
利
用
を
1
回
当
た
り

10
組
ま
で
に
制
限
し
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

利
用
状
況
を
発
信
し
て
い

る
と
い
う
。

　「
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

せ
っ
か
く
定
着
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
し
た
の
で
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
実
施
す
る
こ

と
で
活
動
を
継
続
し
て
い

ま
す
。『
季
節
の
コ
ン
サ
ー
ト
』
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
た
ち
に
リ
モ
ー
ト
で
各
家
庭
の
な
か
で
撮
影
し
て

も
ら
い
、
編
集
し
た
動
画
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配

信
し
て
視
聴
し
て
も
ら
う
か
た
ち
と
し
て
い
ま
す
」。

　
さ
ら
に
、
利
用
者
か
ら
ヨ
ガ
や
ピ
ア
ノ
演
奏
、
も

の
づ
く
り
な
ど
、
自
分
の

特
技
を
活
か
し
た
活
動
を

し
た
い
と
い
う
要
望
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に

ヨ
ガ
教
室
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。
今
後
の
展
望
と
し
て

は
、
地
域
の
高
齢
者
や
学

生
な
ど
に
対
し
て
も
、
自

分
の
特
技
を
活
か
し
て
活

躍
で
き
る
場
を
つ
く
り
、

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ

た
活
動
を
応
援
し
て
い
き

た
い
と
し
て
い
る
。

　
地
域
を
つ
な
ぐ
居
場
所

づ
く
り
に
取
り
組
む
同
法

人
の
活
動
が
全
国
に
広
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　平成30年度のWAM助成では、
マンションの入居者と地域をつな
ぐことを目標に居場所とイベント・
プログラムを運営することにより、
地域の居場所として認知されるこ
とができました。
　この地域をつなぐ居場所づくり
を含む、「江古田の杜プロジェクト」
のコンセプトは、多世代が住み続

けられる「まちづくり」の新しいモデルとして行政やデベ
ロッパーなどに注目され、全国からの視察も多くなってい
ます。民間マンションの中にある「もりのいえ」を一つの
モデルとして、今後、企業が子育てや多世代交流を支援し
ていくことが、さらに広がることを願っています。

特定非営利活動法人 ZERO キッズ
理事長・プロデューサー　佐々木  香氏

まちづくりの
新たなモデルとして注目される

〒165－0022　中野区江古田 3－14－1
プライムメゾン江古田の杜ウエスト2階

TEL／ FAX： 03－3385－5111
U R L： https://zerokids.org/
設　立：平成 6 年 1 月
理事長：佐々木　香

◆団体概要

保護者を対象にした「子育てサロン」では、保健師
や消防士を講師に招き、子どもの健康トラブルや応
急手当などの知識、対処法などの情報を提供した

プロの音楽家と子どもが一緒に出演する「季節のコ
ンサート」（全 4 回）には、毎回 200 人を超える
地域住民が来場する

　
助
成
事
業
期
間
中
（
平
成
30
年
10
月
か
ら
31
年
3

月
末
）
の
「
も
り
の
い
え
」
の
利
用
実
績
は
、
計

１
４
８
回
開
催
し
、
延
べ
７
０
８
４
人
（
子
育
て
親

子
２
０
９
６
組
）
に
の
ぼ
る
。

　
利
用
者
の
う
ち
、3
割
が
マ
ン
シ
ョ
ン
の
入
居
者
、

7
割
が
近
隣
住
民
と
な
っ
て
お
り
、マ
ン
シ
ョ
ン
の
入

居
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
子
育
て
中
の
親
子
の
居

場
所
と
し
て
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

　「
地
域
に
開
か
れ
た
乳
幼
児
親
子
の
居
場
所
と
し

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
た
こ

と
や
口
コ
ミ
に
よ
り
利
用
が
広
が
り
ま
し
た
。
土
・

日
曜
日
も
開
所
し
て
い
る
の
で
母
親
だ
け
で
な
く
、

父
親
や
家
族
で
利
用
さ
れ
た
り
、
18
時
ま
で
開
所
し

て
い
る
た
め
、
敷
地
内
の
保
育
所
へ
の
お
迎
え
の
帰

り
に
利
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
」。

多
様
な

イ
ベ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催

　「
も
り
の
い
え
」
は
、
子
育
て
支
援
や
多
世
代
交

流
の
拠
点
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
定
期
的
に
実
施
し
た
。

　
乳
幼
児
親
子
を
対
象
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
を
行
う
「
赤
ち
ゃ
ん

お
は
な
し
会
」
を
週
1
回
（
全
25
回
、
参
加
者
延
べ

６
３
９
人
）、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
身
近

に
あ
る
物
を
使
っ
て
音
を
楽
し
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
仲
間
づ
く
り
を
行
う
「
音
あ

そ
び
」
を
月
２
回
（
全
７
回
、
延
べ
１
８
０
人
）、

季
節
行
事
を
楽
し
む
「
季
節
の
工
作
」（
延
べ
80
人
）

な
ど
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
同
法
人
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
小

中
学
生
を
対
象
に
し
た
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
表
現
活

動
を
「
歌
っ
て
踊
っ
て
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
キ
ッ
ズ
」
と
し
て

開
催
し
、
以
前
か
ら
活
動
し
て
い
る
子
ど
も
に
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
を
加
え
た
延
べ
１
３
５
人
が
活
動

に
参
加
し
た
。

　
さ
ら
に
、
地
域
交
流
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
プ
ロ

の
音
楽
家
を
招
い
た
「
季
節
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
定

期
的
に
開
催
し
、「
歌
っ
て
踊
っ
て
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
キ
ッ

ズ
」
に
参
加
す
る
子
ど
も

た
ち
が
一
緒
に
出
演
し
て

い
る
。

　「『
も
り
の
い
え
』
が
入

る
建
物
の
1
階
に
は
、
ピ

ア
ノ
を
設
置
し
た
大
人
数

を
収
容
で
き
る
食
堂
・
ラ

ウ
ン
ジ
が
あ
り
、
そ
の
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
プ
ロ

の
音
楽
家
に
よ
る
質
の
高

い
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
一

緒
に
出
演
す
る
こ
と
で
会

場
の
雰
囲
気
が
和
や
か
に
な
り
ま
す
し
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
も
プ
ロ
の
音
楽
家
と
一
緒
に
ス
テ
ー
ジ

に
立
つ
こ
と
は
貴
重
な
経
験
に
な
っ
て
い
ま
す
。『
季

節
の
コ
ン
サ
ー
ト
』
は
、地
域
住
民
か
ら
も
好
評
で
、

毎
回
２
０
０
人
近
く
の
来
場
者
が
集
ま
り
ま
す
」。

「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し

子
育
て
に
役
立
つ
情
報
を
提
供

　
保
護
者
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
子
育

て
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
す
る
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」

（
全
2
回
）
を
開
催
し
た
。「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
で
は
、

地
域
の
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
か
ら
感
染
症
予
防
や

対
処
な
ど
「
子
ど
も
の
健
康
ト
ラ
ブ
ル
」
に
つ
い
て
、

地
元
消
防
署
の
消
防
士
か
ら
乳
幼
児
の
誤
飲
や
火
傷

の
処
置
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
「
乳
幼
児
の
応

急
手
当
」
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
講
座
の
終
了
後
は
、

参
加
者
の
個
別
相
談
に
専
門
職
が
対
応
す
る
時
間
を

設
け
た
。

　
さ
ら
に
、
保
護
者
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
子
育
て
中
の
母
親
の
ス
ト
レ
ス
解
消
と
健
康
維

持
を
目
的
に
し
た
「
子
育
て
マ
マ
の
ス
ト
レ
ッ
チ
＆

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
や
、
子
育
て
中
の
父
親
を
支
援
し

て
仲
間
づ
く
り
を
進
め
る
「
パ
パ
も
あ
そ
ぼ
う
！
」

を
定
期
的
に
開
催
し
た
。
父
親
を
対
象
に
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、
紙
飛
行
機
や
紙
鉄
砲
な
ど
父
親
が
童

心
に
返
り
な
が
ら
、
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ぶ
機
会
を

提
供
し
、
父
親
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
る

き
っ
か
け
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
地
域
の
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、

仲
間
づ
く
り
を
進
め
る
「
江
古
田
散
歩
」
を
開
催
し
、

子
育
て
中
の
親
子
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層

の
参
加
が
あ
っ
た
と
い
う
。

17 ●WAMー2020.11

乳幼児親子を対象にしたプログラムでは、絵本
の読み聞かせを行う「赤ちゃんおはなし会」や、
空き缶やペットボトルなど身近にある物を使っ
て音を楽しむ「音あそび」などを実施した
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印象に残ったポイントを書いてみましょう

いきいき

ャレンジチ
いきいき

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
つ
な
が
る

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
キ
ッ

ズ
ル
ー
ム
を
地
域
の
子
育
て
支
援
、
多
世
代
交
流
の

拠
点
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
居
場

所
と
し
て
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
入
居
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

居
場
所
と
し
て
認
知
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
半
年
で

延
べ
２
０
０
０
組
を
超
え
る
利
用
が
あ
っ
た
こ
と
は

大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。
顔
見
知
り
が
増
え
、

イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
利

用
者
同
士
や
地
域
の
交
流
が
進
む
と
と
も
に
、
各
種

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
か
ら
は
子
育
て
や
教
育
の
不

安
解
消
に
も
つ
な
が
っ
た
と
い
う
声
も
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
新
た
に
住
民
に
な
っ
た
子
育
て
世
帯
と
地

域
を
つ
な
ぎ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
は
災
害
時
の
備
え
や
犯
罪
の
抑
止
力
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
居
場

所
の
利
用
を
1
回
当
た
り

10
組
ま
で
に
制
限
し
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

利
用
状
況
を
発
信
し
て
い

る
と
い
う
。

　「
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

せ
っ
か
く
定
着
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
し
た
の
で
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
実
施
す
る
こ

と
で
活
動
を
継
続
し
て
い

ま
す
。『
季
節
の
コ
ン
サ
ー
ト
』
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
た
ち
に
リ
モ
ー
ト
で
各
家
庭
の
な
か
で
撮
影
し
て

も
ら
い
、
編
集
し
た
動
画
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配

信
し
て
視
聴
し
て
も
ら
う
か
た
ち
と
し
て
い
ま
す
」。

　
さ
ら
に
、
利
用
者
か
ら
ヨ
ガ
や
ピ
ア
ノ
演
奏
、
も

の
づ
く
り
な
ど
、
自
分
の

特
技
を
活
か
し
た
活
動
を

し
た
い
と
い
う
要
望
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に

ヨ
ガ
教
室
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。
今
後
の
展
望
と
し
て

は
、
地
域
の
高
齢
者
や
学

生
な
ど
に
対
し
て
も
、
自

分
の
特
技
を
活
か
し
て
活

躍
で
き
る
場
を
つ
く
り
、

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ

た
活
動
を
応
援
し
て
い
き

た
い
と
し
て
い
る
。

　
地
域
を
つ
な
ぐ
居
場
所

づ
く
り
に
取
り
組
む
同
法

人
の
活
動
が
全
国
に
広
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　平成30年度のWAM助成では、
マンションの入居者と地域をつな
ぐことを目標に居場所とイベント・
プログラムを運営することにより、
地域の居場所として認知されるこ
とができました。
　この地域をつなぐ居場所づくり
を含む、「江古田の杜プロジェクト」
のコンセプトは、多世代が住み続

けられる「まちづくり」の新しいモデルとして行政やデベ
ロッパーなどに注目され、全国からの視察も多くなってい
ます。民間マンションの中にある「もりのいえ」を一つの
モデルとして、今後、企業が子育てや多世代交流を支援し
ていくことが、さらに広がることを願っています。

特定非営利活動法人 ZERO キッズ
理事長・プロデューサー　佐々木  香氏

まちづくりの
新たなモデルとして注目される

〒165－0022　中野区江古田 3－14－1
プライムメゾン江古田の杜ウエスト2階

TEL／ FAX： 03－3385－5111
U R L： https://zerokids.org/
設　立：平成 6 年 1 月
理事長：佐々木　香

◆団体概要

保護者を対象にした「子育てサロン」では、保健師
や消防士を講師に招き、子どもの健康トラブルや応
急手当などの知識、対処法などの情報を提供した

プロの音楽家と子どもが一緒に出演する「季節のコ
ンサート」（全 4 回）には、毎回 200 人を超える
地域住民が来場する

〒165－0022　東京都中野区江古田 3－14－1
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で
、
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
仕
事
を
提
供
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
周
り
の
環
境
を
つ
く
る
ほ
う
が
重
要

で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
環
境
づ
く
り
が
組
織
か
ら
理

解
さ
れ
ず
、
現
場
の
担
当
者
（
リ
ー
ダ
ー
）
が
孤
軍

奮
闘
し
て
い
る
と
い
う
課
題
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
30
年
度
の
事
業
で

は
、
そ
の
孤
軍
奮
闘
す
る
担
当
者
に
焦
点
を
当
て
、

先
駆
的
な
取
り
組
み
を
行
う
企
業
や
就
労
支
援
事
業

所
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
い
、
組
織
内
を
変
え

る
ビ
ジ
ョ
ン
や
考
え
方
を
検
討
し
な
が
ら
、
ス
ー
パ

ー
バ
イ
ズ
が
受
け
ら
れ
る
体
験
型
研
修
を
開
催
し
、

自
身
の
組
織
に
変
化
を
促
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
ま
し
た
」。

　事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、障
害
福
祉
分
野
の
学

識
者
や
障
害
者
雇
用
・
就
労
関
係
者
な
ど
で
構
成
す

る
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、
事
業
の
進
捗
管
理
や
課

題
の
把
握
、体
験
型
研
修
の
企
画
・
実
施
等
を
行
っ
た
。

先
駆
的
な
企
業
・
事
業
所
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施

　障
害
者
の
特
性
や
強
み
に
着
目
し
た
仕
事
・
組
織
・

環
境
づ
く
り
等
に
関
す
る
知
見
や
先
進
事
例
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
で
は
、
全

国
で
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
行
う
企
業
・
就
労
支
援

事
業
所
20
カ
所
の
担
当
者
を
対
象
に
実
施
し
た
。

　「調
査
内
容
で
は
、
組
織
と
し
て
ど
の
よ
う
に
障

害
者
の
特
性
に
着
目
し
た
仕
事
を
つ
く
り
、
働
く
環

境
を
整
え
る
た
め
に
試
行
錯
誤
を
し
て
き
た
の
か
、

そ
の
と
き
に
必
要
と
感
じ
た
サ
ポ
ー
ト
等
に
つ
い
て

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
障
害
者
雇
用
・

就
労
で
成
功
し
て
い
る
企
業
・
事
業
所
は
、
障
害
者

の
特
性
や
性
格
に
あ
っ
た
柔
軟
な
対
応
が
で
き
、
と

く
に
当
事
者
と
の
対
話
に
非
常
に
多
く
の
時
間
を
割

い
て
、
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
し
た
。
対
話
を
通
じ
た
信
頼
関
係
が
ベ
ー
ス
に

あ
る
た
め
、
何
か
問
題
が
起
き
た
場
合
で
も
、
す
ぐ

に
話
し
あ
う
こ
と
で
解
決
ま
で
の
時
間
が
短
く
済
む

こ
と
が
共
通
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、知
的
障
害
者
、

精
神
障
害
者
、
発
達
障
害
者
と
の
信
頼
関
係
は
、
互

い
の
も
つ
情
報
の
格
差
を
な
く
す
こ
と
で
、
よ
り
よ

く
構
築
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」。

　あ
わ
せ
て
、
就
労
支
援
事
業
所
や
特
例
子
会
社
等

で
働
く
障
害
者
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
調
査
を
実
施
し
、
保
護
者
が
受
け
た
差
別
や
保

護
者
自
身
の
考
え
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
た
。
保

護
者
か
ら
は
「
障
害
の
な
い
子
ど
も
の
親
な
ど
の
周

囲
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
」、「
悩
み
を
共
有
で
き
な

先駆的な取り組みを行う企業・就労支援
事業所の担当者を対象にインタビュー調
査を実施

特定非営利活動法人ディーセントワーク・ラボ
障がい者就労・雇用を導くリーダー研修事業

平成30年度事業

助成額
604万4千円

【事業概要】
　障害者の特性や強みに着目した仕事・組織・環境づく
りに向け、就労支援事業所や企業の担当者が自身の組織
の変化を促せるようになることを目的に、先進的な取り
組みをしている企業や事業所に対してインタビュー調査
を実施し、組織内を変えるビジョンや考え方を検討する
とともに、それをベースにした体験型研修を行う事業

【実施内容】
◆実行委員会の開催
障害者就労・雇用関係者、学識者など
で構成する実行委員会を開催し、事業
の進捗管理や課題の把握、体験型研修
の企画・実施等を行う
◆�企業・就労支援事業所と障害者の保護
者を対象にしたインタビュー調査
先駆的な取り組みを行う就労支援事業
所・企業の担当者と、障害者の保護者
を対象にインタビュー調査を実施し、
障害者の特性や強みに着目した仕事、
組織・環境づくりの先進事例を収集
◆�体験型研修の開催
インタビュー調査や実行委員会の検討
を踏まえ、就労支援事業所や企業の担
当者を対象にした体験型研修を開催
◆�成果報告書の作成・報告会の実施
事業の取り組みや成果、先進事例等を
まとめた成果報告書を作成するととも
に、報告会を開催

【成果】
◆先駆的な取り組みを行う企業・就労
支援事業所 20 カ所の担当者に対し
て、インタビュー調査を実施。いず
れも障害者との対話や信頼関係の構
築が大切であること、知的障害・精
神障害・発達障害をもつ利用者との
信頼関係は、互いにもつ情報の格差
をなくすことで、よりよく構築され
ることが明らかになった。
◆全 5回開催した体験型研修には毎回
10～ 16 人（延べ 67人）が受講し、
障害者の特性や強みに着目した仕事、
組織・環境づくりについて信頼とい
う視点から体験的に学んだ。
　受講後に実施したアンケート調査結
果では、研修に対する満足度がほぼ
100％と受講者から高い評価を得た
◆成果報告会には、障害者雇用・就労
関係者、保護者など80人が参加した。
事業の取り組みや成果、先進事例な
どをまとめた成果報告書『ディーセ
ント・ワークを目指した職場と組織
をつくる』を作成し、障害者雇用を
行う企業や関係団体等に配布した

▼
　成果報告書は配布先から大きな反響
があり、追加の要望が多くあった。ま
た、行政や企業に説明する際のツール
として活用し、理解を得ることにつな
がっている

事業概要

いきいき

ャレンジチ
いきいき

障
害
者
の
就
労・雇
用
を
導
く

リ
ー
ダ
ー
の
研
修

東
京
都
大
田
区
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
・
ラ
ボ

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の

実
現
を
目
指
し
て

　東
京
都
大
田
区
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
デ

ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
・
ラ
ボ
は
、「
働
く
す
べ
て
の

人
に
喜
び
と
安
心
を
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
障
害
者

就
労
・
雇
用
の
中
間
支
援
団
体
と
し
て
平
成
25
年
6

月
に
設
立
さ
れ
た
。

　「デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
」
は
、
平
成
11
年
に

国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
が
提
言
し
た
21
世
紀
の

主
目
標
で
あ
り
、
日
本
語
で
「
働
き
が
い
の
あ
る
人

間
ら
し
い
仕
事
」
と
訳
さ
れ
る
。
同
法
人
は
す
べ
て

の
人
の
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
実
現
に
向
け
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　主
な
事
業
内
容
と
し
て
は
、
障
害
者
雇
用
や
福
祉

事
業
所
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
事
業
、調
査
研
究
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　障
害
者
就
労
・
雇
用
の
中
間
支
援
組
織
を
設
立
し

た
経
緯
や
活
動
に
つ
い
て
、
代
表
理
事
の
中
尾
文
香

氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「私
は
研
究
者
で
あ
り
、
実
践
家
で
す
が
、
福
祉

事
業
所
で
働
く
障
害
者
の
工
賃
が
低
い
こ
と
が
社
会

的
な
課
題
で
あ
る
と
感
じ
、
そ
の
改
善
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。企
業
や
福
祉
事
業
所
、

障
害
者
が
互
い
に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
や
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担
い
、
相
互
理
解
を
促

し
て
い
く
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、

福
祉
事
業
所
で
つ
く
る
商
品
は
手
づ
く
り
の
よ
さ
が

強
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
福
祉
事
業
所
に

は
福
祉
の
プ
ロ
は
い
ま
す
が
、
も
の
づ
く
り
や
販
売

の
プ
ロ
は
い
な
い
た
め
、
十
分
に
活
か
し
き
れ
て
い

な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

や
企
業
と
協
働
し
て
『equalto

』（
イ
ク
ォ
ル
ト
）

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、
障
害
者
が
製
造
す

る
小
物
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
の
商
品
の
企
画
・
開

発
、
デ
ザ
イ
ン
、
販
売
等
を
行
い
、
障
害
の
あ
る
人

た
ち
が
『
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
手
づ
く
り
す
る
』
と

い
う
価
値
を
最
大
限
に
高
め
な
が
ら
、
市
場
で
通
用

す
る
質
の
高
い
商
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」（
以
下
、「  

」
内
は
中
尾
代
表
理
事
の
説
明
）。

障
害
特
性
や
強
み
に
着
目
し
た

仕
事
・
組
織
・
環
境
づ
く
り

　同
法
人
は
、
平
成
29
～
30
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を

活
用
し
、
企
業
や
就
労
支
援
事
業
所
の
担
当
者
を
対

象
に
障
害
者
の
仕
事
づ
く
り
や
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
30
年
度
は
「
障
が
い
者
就
労
・
雇
用

を
導
く
リ
ー
ダ
ー
研
修
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、
障
害
者
の
特
性
や
強
み
に
着
目
し
た

仕
事
・
組
織
・
環
境
づ
く
り
に
向
け
、
企
業
や
就
労

支
援
事
業
所
の
担
当
者
が
自
身
の
組
織
に
変
化
を
促

せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
実
行
委
員
会

の
開
催
、
②
企
業
・
就
労
支
援
事
業
所
、
障
害
者
の

保
護
者
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
、
③
体

験
型
研
修
会
の
開
催
、
④
成
果
報
告
書
の
作
成
・
報

告
会
の
実
施
を
行
っ
た
。

　「平
成
29
年
度
の
事
業
で
は
、
障
害
者
の
特
性
や

強
み
に
着
目
し
た
仕
事
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
障
害

者
雇
用
の
成
功
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
わ
か
っ
た
一
方

 WAMから ひと言

　平成29年度WAM助成事業で
浮び上った「障害者を雇用する事
業所の環境作りの重要性」や「障
害者雇用を推進するリーダーの孤
立感の解消」という課題を踏まえ、
インタビュー調査の実施や担当者
を対象にした体験型研修に取り組
まれました。また、作成された成
果報告書『ディーセント・ワーク
を目指した職場と組織をつくる』
は分かりやすくまとめられてお
り、配布先企業の受け入れ環境作
りに繋がったことを高く評価して
います。

15 ●WAMー2020.8

障
害
者
の
特
性
や
強
み
に
着
目
し
た
仕
事
・
組
織
・

環
境
づ
く
り
に
向
け
、
就
労
支
援
事
業
所
や
企
業
の

担
当
者
が
自
身
の
組
織
の
変
化
を
促
せ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
目
的
に
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い

る
企
業
や
事
業
所
に
対
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を

実
施
し
、
組
織
内
を
変
え
る
ビ
ジ
ョ
ン
や
考
え
方
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
体
験

型
研
修
を
行
う
事
業
を
実
施
し
た
、
東
京
都
大
田
区

の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
・

ラ
ボ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

5
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で
、
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
仕
事
を
提
供
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
周
り
の
環
境
を
つ
く
る
ほ
う
が
重
要

で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
環
境
づ
く
り
が
組
織
か
ら
理

解
さ
れ
ず
、
現
場
の
担
当
者
（
リ
ー
ダ
ー
）
が
孤
軍

奮
闘
し
て
い
る
と
い
う
課
題
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
30
年
度
の
事
業
で

は
、
そ
の
孤
軍
奮
闘
す
る
担
当
者
に
焦
点
を
当
て
、

先
駆
的
な
取
り
組
み
を
行
う
企
業
や
就
労
支
援
事
業

所
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
い
、
組
織
内
を
変
え

る
ビ
ジ
ョ
ン
や
考
え
方
を
検
討
し
な
が
ら
、
ス
ー
パ

ー
バ
イ
ズ
が
受
け
ら
れ
る
体
験
型
研
修
を
開
催
し
、

自
身
の
組
織
に
変
化
を
促
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
ま
し
た
」。

　事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、障
害
福
祉
分
野
の
学

識
者
や
障
害
者
雇
用
・
就
労
関
係
者
な
ど
で
構
成
す

る
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、
事
業
の
進
捗
管
理
や
課

題
の
把
握
、体
験
型
研
修
の
企
画
・
実
施
等
を
行
っ
た
。

先
駆
的
な
企
業
・
事
業
所
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施

　障
害
者
の
特
性
や
強
み
に
着
目
し
た
仕
事
・
組
織
・

環
境
づ
く
り
等
に
関
す
る
知
見
や
先
進
事
例
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
で
は
、
全

国
で
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
行
う
企
業
・
就
労
支
援

事
業
所
20
カ
所
の
担
当
者
を
対
象
に
実
施
し
た
。

　「調
査
内
容
で
は
、
組
織
と
し
て
ど
の
よ
う
に
障

害
者
の
特
性
に
着
目
し
た
仕
事
を
つ
く
り
、
働
く
環

境
を
整
え
る
た
め
に
試
行
錯
誤
を
し
て
き
た
の
か
、

そ
の
と
き
に
必
要
と
感
じ
た
サ
ポ
ー
ト
等
に
つ
い
て

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
障
害
者
雇
用
・

就
労
で
成
功
し
て
い
る
企
業
・
事
業
所
は
、
障
害
者

の
特
性
や
性
格
に
あ
っ
た
柔
軟
な
対
応
が
で
き
、
と

く
に
当
事
者
と
の
対
話
に
非
常
に
多
く
の
時
間
を
割

い
て
、
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
し
た
。
対
話
を
通
じ
た
信
頼
関
係
が
ベ
ー
ス
に

あ
る
た
め
、
何
か
問
題
が
起
き
た
場
合
で
も
、
す
ぐ

に
話
し
あ
う
こ
と
で
解
決
ま
で
の
時
間
が
短
く
済
む

こ
と
が
共
通
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、知
的
障
害
者
、

精
神
障
害
者
、
発
達
障
害
者
と
の
信
頼
関
係
は
、
互

い
の
も
つ
情
報
の
格
差
を
な
く
す
こ
と
で
、
よ
り
よ

く
構
築
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」。

　あ
わ
せ
て
、
就
労
支
援
事
業
所
や
特
例
子
会
社
等

で
働
く
障
害
者
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
調
査
を
実
施
し
、
保
護
者
が
受
け
た
差
別
や
保

護
者
自
身
の
考
え
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
た
。
保

護
者
か
ら
は
「
障
害
の
な
い
子
ど
も
の
親
な
ど
の
周

囲
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
」、「
悩
み
を
共
有
で
き
な

先駆的な取り組みを行う企業・就労支援
事業所の担当者を対象にインタビュー調
査を実施

特定非営利活動法人ディーセントワーク・ラボ
障がい者就労・雇用を導くリーダー研修事業

平成30年度事業

助成額
604万4千円

【事業概要】
　障害者の特性や強みに着目した仕事・組織・環境づく
りに向け、就労支援事業所や企業の担当者が自身の組織
の変化を促せるようになることを目的に、先進的な取り
組みをしている企業や事業所に対してインタビュー調査
を実施し、組織内を変えるビジョンや考え方を検討する
とともに、それをベースにした体験型研修を行う事業

【実施内容】
◆実行委員会の開催
障害者就労・雇用関係者、学識者など
で構成する実行委員会を開催し、事業
の進捗管理や課題の把握、体験型研修
の企画・実施等を行う
◆�企業・就労支援事業所と障害者の保護
者を対象にしたインタビュー調査
先駆的な取り組みを行う就労支援事業
所・企業の担当者と、障害者の保護者
を対象にインタビュー調査を実施し、
障害者の特性や強みに着目した仕事、
組織・環境づくりの先進事例を収集
◆�体験型研修の開催
インタビュー調査や実行委員会の検討
を踏まえ、就労支援事業所や企業の担
当者を対象にした体験型研修を開催
◆�成果報告書の作成・報告会の実施
事業の取り組みや成果、先進事例等を
まとめた成果報告書を作成するととも
に、報告会を開催

【成果】
◆先駆的な取り組みを行う企業・就労
支援事業所 20 カ所の担当者に対し
て、インタビュー調査を実施。いず
れも障害者との対話や信頼関係の構
築が大切であること、知的障害・精
神障害・発達障害をもつ利用者との
信頼関係は、互いにもつ情報の格差
をなくすことで、よりよく構築され
ることが明らかになった。

◆全 5回開催した体験型研修には毎回
10～ 16 人（延べ 67人）が受講し、
障害者の特性や強みに着目した仕事、
組織・環境づくりについて信頼とい
う視点から体験的に学んだ。

　受講後に実施したアンケート調査結
果では、研修に対する満足度がほぼ
100％と受講者から高い評価を得た

◆成果報告会には、障害者雇用・就労
関係者、保護者など80人が参加した。
事業の取り組みや成果、先進事例な
どをまとめた成果報告書『ディーセ
ント・ワークを目指した職場と組織
をつくる』を作成し、障害者雇用を
行う企業や関係団体等に配布した

▼
　成果報告書は配布先から大きな反響
があり、追加の要望が多くあった。ま
た、行政や企業に説明する際のツール
として活用し、理解を得ることにつな
がっている

事業概要
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

研
修
に
対
す
る
満
足
度
が
ほ
ぼ
１
０
０
％
と
高
い
評

価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
受
講
者
か
ら
は
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
係
の
研
修
と
は
異
な
る
切
り
口

で
学
び
に
な
っ
た
」、「
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
を
言
語
化
で
き
、
正
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
自

信
に
つ
な
が
っ
た
」、「
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
内
容
で

今
後
の
支
援
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

現
場
の
実
践
に
活
か
せ
る

成
果
報
告
書
を
作
成

　そ
の
ほ
か
、
助
成
事
業
で
は
平
成
31
年
3
月
に
、

事
業
の
成
果
や
取
り
組
み
の
周
知
を
目
的
に
報
告
会

を
開
催
し
、
障
害
者
雇
用
・
就
労
関
係
者
、
障
害
者

の
家
族
な
ど
80
人
が
参
加
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は

事
業
で
得
た
知
見
や
調
査
結
果
の
報
告
の
ほ
か
、
有

識
者
の
基
調
講
演
や
障
害
者
雇
用
・
就
労
関
係
者
・

当
事
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　さ
ら
に
、成
果
報
告
書『
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
を

目
指
し
た
職
場
と
組
織
を
つ
く
る
』
を
作
成
し
、
障

害
者
雇
用
を
行
う
企
業
や
関
係
機
関
に
配
布
し
た
。

　作
成
し
た
成
果
報
告
書
に
は
、
事
業
の
成
果
を
は

じ
め
、
体
験
型
研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
調
査
を
行
っ
た
企
業
・
就
労
支
援
事
業
所
の
事
例

紹
介
、
相
互
信
頼
を
築
く
た
め
の
ツ
ー
ル
な
ど
を
掲

載
し
た
。
現
場
の
実
践
に
活
か
し
た
り
、
迷
っ
た
と

き
に
振
り
返
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
活
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
図
解
や
イ
ラ
ス
ト
を
多
く
用
い
る
こ

と
に
よ
り
、
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

配
布
先
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
、
追
加
の
要
望
も

多
く
あ
っ
た
と
い
う
。

　な
お
、
成
果
報
告
書
は
、
企
業
や
就
労
支
援
事
業

所
等
が
運
営
の
参
考
に
で
き
る
よ
う
同
法
人
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
（
※
）
し
て
お
り
、
自
由
に
閲
覧

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

行
政
や
企
業
か
ら

理
解
が
得
ら
れ
や
す
く
な
る

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

で
得
た
知
見
や
事
例
な
ど
を
踏
ま
え
た
体
験
型
研
修

の
受
講
者
が
、
信
頼
関
係
の
構
築
や
自
身
の
組
織
の

変
化
を
促
し
て
い
く
た
め
の
ス
キ
ル
、
考
え
方
を
体

得
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

　「体
験
型
研
修
で
は
、
信
頼
と
い
う
視
点
か
ら
学

術
的
に
も
実
践
レ
ベ
ル
で
も
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
作
成
し
た
成

果
報
告
書
は
、
行
政
や
企
業
に
活
動
を
説
明
す
る
際

の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
な
ど
根
拠
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
、
説

得
力
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に

企
業
か
ら
の
反
響
が
大
き

く
、
こ
れ
ま
で
は
法
定
雇
用

率
の
達
成
の
た
め
に
障
害
者

雇
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
視
点
の
体
験
型
研

修
を
実
践
す
る
こ
と
で
組
織

や
チ
ー
ム
が
豊
か
に
な
り
、

人
材
育
成
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
て
も
ら
え
る
な
ど
、
理

解
が
得
ら
れ
や
す
く
な
り
ま

し
た
」。

　デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の

実
現
を
目
指
し
、
障
害
者
就

労
の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

む
同
法
人
の
活
動
が
全
国
に

広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　障害者の特性や強みに着目した仕
事・組織・環境づくりの取り組みは、
とくに企業からの反響が大きく、研修
の講師依頼が増えるなど理解が進んだ
ことは成果となりました。
　しかし、障害者は環境さえ整えば十
分に労働者になり得るものの、社会の
認識と実際にできていることではかな

りの乖離があるので、障害のある人がこのようなかたちで働け
るということを広く伝えていく必要があると思います。
　そのためにも、映像でわかりやすく伝えるコンテンツや、精
神障害や発達障害の人がもつ世界観をまとめ、対話のきっかけ
にしてもらう理解ブックなどのツール開発にも取り組んでい
きたいと考えています。

特定非営利活動法人ディーセントワーク・ラボ

代表理事　中尾  文香氏
博士（社会福祉学）／社会福祉士

ツールの開発に取り組む

〒145－0062
東京都大田区北千束 2－36－20－205
T E L： 03－6451－7345
F A X： 03－6451－7346
U R L： http://decentwork-lab.org/
設　　立：平成 25 年 6 月
代表理事：中尾　文香

◆団体概要

※…http://decentwork-lab.org/2018wam_book.pdf
本事業のHP…https://www.dwl-shinrai.org

い
こ
と
か
ら
孤
立
感
を
抱
え
て
い
る
」
な
ど
、
解
決

す
べ
き
課
題
が
多
く
あ
り
、
相
互
理
解
の
必
要
性
が

あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

対
話
と
信
頼
に
重
点
を
置
い
た

体
験
型
研
修
を
開
催

　企
業
や
就
労
支
援
事
業
所
の
担
当
者
を
対
象
に
し

た
体
験
型
研
修
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
結
果
や

実
行
委
員
会
の
検
討
を
踏
ま
え
、
障
害
特
性
や
強
み

に
着
目
し
た
仕
事
・
組
織
・
環
境
づ
く
り
等
に
つ
い

て
「
対
話
と
信
頼
」
と
い
う
視
点
か
ら
体
験
的
に
学

び
、
自
身
の
職
場
に
変
化
を
促
せ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
。

　全
5
回
開
催
し
た
体
験
型
研
修
に
は
毎
回
10
～
16

人
の
参
加
が
あ
り
、
延
べ
67
人
が
受
講
し
た
。
受
講

者
は
職
場
で
孤
軍
奮
闘
す

る
担
当
者
が
大
半
を
占
め
、

大
阪
な
ど
遠
方
か
ら
の
受

講
者
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

　体
験
型
研
修
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
平
成
29
年
度
の
助
成

事
業
で
ま
と
め
た
「
デ
ィ
ー

セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
達
成
す

る
た
め
の
5
つ
の
エ
ッ
セ
ン

ス
」を
中
心
に「
自
己
理
解
と

信
頼
」、「
チ
ー
ム
に
信
頼
を

生
み
出
す
セ
ル
フ
ケ
ア
」、

「
共
有
メ
ン
タ
ル
モ
デ
ル
」な

ど
の
テ
ー
マ
に
対
し
、
講
師

か
ら
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
を
受

け
な
が
ら
考
え
方
や
ス
キ

ル
、
事
例
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　「体
験
型
研
修
で
は
、
対

話
と
信
頼
と
い
う
視
点
か

ら
座
学
だ
け
で
な
く
、
受
講

者
同
士
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
や
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
『
チ

ー
ム
の
あ
り
方
』
を
考
え
る

な
ど
、
相
互
に
関
わ
り
な
が

ら
体
験
的
に
学
び
を
深
め

ま
し
た
。
他
者
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
自
分
が
ど

の
よ
う
な
気
持
ち
を
も
っ
て
い
る
の
か
を
見
つ
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、『
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
』
な
ど

の
対
話
の
手
法
を
用
い
て
受
講
者
同
士
が
会
話
を
し

て
、
そ
の
様
子
を
ビ
デ
オ
に
録
り
、
第
三
者
が
ど
の

よ
う
な
印
象
を
受
け
た
の
か
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
話
を
聞
く
際
に
無
意
識
に
腕
を
組
む
癖
が

あ
り
、
威
圧
的
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
を
本
人
は
気

づ
い
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
る
の
で
、
自
分
の
話

し
方
の
特
徴
や
考
え
方
の
傾
向
な
ど
を
発
見
す
る
こ

と
に
つ
な
げ
ま
し
た
」。

　研
修
の
最
終
回
で
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
職
場
に
持

ち
帰
り
、
伝
え
て
い
く
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
検
討
し
、
自
身
の
職
場
に
変
化
を
促
す

コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
た
。

　受
講
者
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

17 ●WAMー2020.8

助成事業で作成した
成果報告書『ディー
セント・ワークを目
指した職場と組織を
つくる』。事業の成
果や体験型研修のプ
ログラム、先進事例、
相互信頼を築くため
のツールなどを掲載
した

平成31年 3月に開催した報告会には、障害者
雇用・就労関係者、障害者の保護者など80人が
参加した

全5回開催した体験型研修は延べ67人
が受講。障害者の特性や強みに着目した仕
事、組織、環境づくり等について、「対話
と信頼」という視点から体験的に学んだ

インタビュー調査で得られた
信頼関係を築くための障害別ポイント

　どの障害者に対しても、障害種別の枠組みで捉えるのではなく、１人ひとりの個人として
向きあい、対話しながら相互理解と定着に向けた試行錯誤を続けていくことがポイント

周囲がそれに気づく。さら
に、本人が気づき、言語化で
きるようなサポートが必要

ツール等を用いて、セルフチェ
ックとセルフケアができ、そ
れを伝える密なコミュニケー
ションとサポートが必要

本人が自分の性格や特性を
知り、納得して対処しよう
と思えるようなサポートが
必要

知的障害
○「自分の状況を理解する」、
「自分の状況や気持ちを言語
化する」ということが困難。

○生活のサポート、家族のサ
ポートと一体で定着が可能
となる。

○何度もサポートを繰り返し
ていくことで、情報の非対
称性（お互いがもつ情報に
格差があること）が解消さ
れていく。

発達障害
○ナビゲーションブック等で自
分の特性・性格を客観的に
知り、どのように対処でき
るか把握できることが重要。

○会社との対話を通して、互
いに対策や妥協点を見つけ
出すプロセスを大切にし、
本人納得のもとに進めるこ
とで定着が可能になる。

○仕事の経験に基づいた、本
人が納得できる対話を続け
ることにより、情報の非対
称性が解消されていく。

精神障害
○自分の状況を客観的に見ら
れる「セルフチェック」と
自分を働ける状態にリカバ
リーする「セルフケア」が
重要。

○現在の状況を周囲に伝えら
れることとリカバリーや必
要な配慮を周囲が理解する
ことで定着が可能になる。

○密なコミュニケーションに
より情報の非対称性が解消
されていく。
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印象に残ったポイントを書いてみましょう

いきいき

ャレンジチ
いきいき

研
修
に
対
す
る
満
足
度
が
ほ
ぼ
１
０
０
％
と
高
い
評

価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
受
講
者
か
ら
は
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
係
の
研
修
と
は
異
な
る
切
り
口

で
学
び
に
な
っ
た
」、「
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
を
言
語
化
で
き
、
正
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
自

信
に
つ
な
が
っ
た
」、「
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
内
容
で

今
後
の
支
援
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

現
場
の
実
践
に
活
か
せ
る

成
果
報
告
書
を
作
成

　そ
の
ほ
か
、
助
成
事
業
で
は
平
成
31
年
3
月
に
、

事
業
の
成
果
や
取
り
組
み
の
周
知
を
目
的
に
報
告
会

を
開
催
し
、
障
害
者
雇
用
・
就
労
関
係
者
、
障
害
者

の
家
族
な
ど
80
人
が
参
加
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は

事
業
で
得
た
知
見
や
調
査
結
果
の
報
告
の
ほ
か
、
有

識
者
の
基
調
講
演
や
障
害
者
雇
用
・
就
労
関
係
者
・

当
事
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　さ
ら
に
、成
果
報
告
書『
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
を

目
指
し
た
職
場
と
組
織
を
つ
く
る
』
を
作
成
し
、
障

害
者
雇
用
を
行
う
企
業
や
関
係
機
関
に
配
布
し
た
。

　作
成
し
た
成
果
報
告
書
に
は
、
事
業
の
成
果
を
は

じ
め
、
体
験
型
研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
調
査
を
行
っ
た
企
業
・
就
労
支
援
事
業
所
の
事
例

紹
介
、
相
互
信
頼
を
築
く
た
め
の
ツ
ー
ル
な
ど
を
掲

載
し
た
。
現
場
の
実
践
に
活
か
し
た
り
、
迷
っ
た
と

き
に
振
り
返
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
活
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
図
解
や
イ
ラ
ス
ト
を
多
く
用
い
る
こ

と
に
よ
り
、
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

配
布
先
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
、
追
加
の
要
望
も

多
く
あ
っ
た
と
い
う
。

　な
お
、
成
果
報
告
書
は
、
企
業
や
就
労
支
援
事
業

所
等
が
運
営
の
参
考
に
で
き
る
よ
う
同
法
人
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
（
※
）
し
て
お
り
、
自
由
に
閲
覧

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

行
政
や
企
業
か
ら

理
解
が
得
ら
れ
や
す
く
な
る

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

で
得
た
知
見
や
事
例
な
ど
を
踏
ま
え
た
体
験
型
研
修

の
受
講
者
が
、
信
頼
関
係
の
構
築
や
自
身
の
組
織
の

変
化
を
促
し
て
い
く
た
め
の
ス
キ
ル
、
考
え
方
を
体

得
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

　「体
験
型
研
修
で
は
、
信
頼
と
い
う
視
点
か
ら
学

術
的
に
も
実
践
レ
ベ
ル
で
も
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
作
成
し
た
成

果
報
告
書
は
、
行
政
や
企
業
に
活
動
を
説
明
す
る
際

の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
な
ど
根
拠
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
、
説

得
力
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に

企
業
か
ら
の
反
響
が
大
き

く
、
こ
れ
ま
で
は
法
定
雇
用

率
の
達
成
の
た
め
に
障
害
者

雇
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
視
点
の
体
験
型
研

修
を
実
践
す
る
こ
と
で
組
織

や
チ
ー
ム
が
豊
か
に
な
り
、

人
材
育
成
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
て
も
ら
え
る
な
ど
、
理

解
が
得
ら
れ
や
す
く
な
り
ま

し
た
」。

　デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の

実
現
を
目
指
し
、
障
害
者
就

労
の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

む
同
法
人
の
活
動
が
全
国
に

広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　障害者の特性や強みに着目した仕
事・組織・環境づくりの取り組みは、
とくに企業からの反響が大きく、研修
の講師依頼が増えるなど理解が進んだ
ことは成果となりました。
　しかし、障害者は環境さえ整えば十
分に労働者になり得るものの、社会の
認識と実際にできていることではかな

りの乖離があるので、障害のある人がこのようなかたちで働け
るということを広く伝えていく必要があると思います。
　そのためにも、映像でわかりやすく伝えるコンテンツや、精
神障害や発達障害の人がもつ世界観をまとめ、対話のきっかけ
にしてもらう理解ブックなどのツール開発にも取り組んでい
きたいと考えています。

特定非営利活動法人ディーセントワーク・ラボ

代表理事　中尾  文香氏
博士（社会福祉学）／社会福祉士

ツールの開発に取り組む

〒145－0062
東京都大田区北千束 2－36－20－205
T E L： 03－6451－7345
F A X： 03－6451－7346
U R L： http://decentwork-lab.org/
設　　立：平成 25 年 6 月
代表理事：中尾　文香

◆団体概要

※…http://decentwork-lab.org/2018wam_book.pdf
本事業のHP…https://www.dwl-shinrai.org

〒145－0062 東京都大田区北千束3－28－9
VANフラッツ4F
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住
定
着
支
援
モ
デ
ル
事
業
で
は
、福
祉
・
医
療
・
保
健

と
の
連
携
に
よ
り
、薬
物
依
存
を
中
心
と
し
た
物
質
依

存
症
患
者
に
対
す
る
社
会
参
加
と
問
題
解
決
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
「
薬
物
依
存
症
患
者
の
自
立
生
活
に

向
け
た
心
理
教
育
事
業
」と「
薬
物
依
存
を
中
心
と
し

た
物
質
依
存
に
対
す
る
居
住
定
着
支
援
事
業
」
の
２

つ
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
た
。
物
質
依
存
の
な
か

で
も
依
存
対
象
を
薬
物
に
限
定
す
る
こ
と
で
、
よ
り

統
一
さ
れ
た
支
援
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し
た
。

　「薬
物
依
存
症
患
者
の
自
立
生
活
に
向
け
た
心
理

教
育
事
業
」
で
は
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
（
ス
マ
ー
プ
）

と
い
う
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
だ
。

　「Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
は
物
質
依
存
に
特
化
し
た
治
療

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
刑
罰
の
み
で
は
薬
物
・
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
か
ら
の
回
復
は
難
し
く
、
依
存
症
を
自
分

の
意
志
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
、『
病
気
』
と
し

て
捉
え
、
適
切
な
支
援
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
当
事
者
の
地
域
で
の
居
場
所
と
し
て

の
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
た
と
え
薬
物
を
再
使
用
し

て
も
通
報
す
る
場
で
は
な
い
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て

お
り
、
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
通
い
続
け
て
も
ら
う
こ

と
を
何
よ
り
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
持
続
性
や

自
主
性
に
よ
り
最
終
的
に
改
善
に
つ
な
げ
る
と
い
う

考
え
方
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
医
療
機
関
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
地
域

の
な
か
で
実
施
す
る
こ
と
は
新
し
い
取
り
組
み
で
し

た
」（
塚
本
さ
や
か
氏
）。

　全
24
回
で
構
成
す
る
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
運
営
す
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
内
で
毎
週

日
曜
日
の
16
～
18
時
に
開
催
し
、
薬
物
依
存
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存

か
つ
ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
な

ど
が
重
複
し

た
者
で
あ
っ

て
、
地
域
で

の
安
定
し
た
居
住
に
問
題
を
抱
え
る
当
事
者
4
人
が

参
加
し
た
。

　Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
れ
に
つ
い
て
、

同
法
人
ス
タ
ッ
フ
の
中
西
章
子
氏
は
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。

　「プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
始
前
に
、
当
事
者
自
身
が
1

週
間
の
物
質
使
用
状
況
を
振
り
返
り
、
再
使
用
や
欲

求
の
状
態
を
色
分
け
し
た
シ
ー
ル
を
カ
レ
ン
ダ
ー
に

貼
り
、
可
視
化
し
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
ワ
ー
ク

ブ
ッ
ク
に
沿
っ
て
物
質
依
存
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
心
身
の

影
響
な
ど
を
学
習
し
た
り
、
参
加
者
同
士
が
薬
物
を

使
用
し
た
き
っ
か
け
や
引
き
金
に
な
る
こ
と
な
ど
を

地域活動支援センター「はるえ野」

薬物依存症患
者の自立生活
に向けた心理
教育として
「SMARPP
プログラム」
を実践

特定非営利活動法人東京ソテリア
物質依存症患者居住定着促進モデル開発事業

平成30年度事業

助成額
450万円

【事業概要】
　薬物依存を中心とした物質依存に対する居住定着支援の実
施により、多機関とのネットワークの構築とサービス効果の
検証を行うとともに、講習会やシンポジウムを開催し、依存
症に対する正しい理解やモデル事業の普及を図り、物質依存
症患者の自立生活と居住定着を促進する事業

【実施内容】
◆�物質依存症患者支援モデル開発事業実
行委員会の開催
連携団体の精神障害にかかる専門職等
で構成する実行委員会を開催し、事業
の進捗管理や課題の検討を行う

◆�薬物依存を中心とした物質依存に対す
る居住定着支援モデル事業の実施
物質依存症患者の社会参加および問題
解決を図ることを目的に、薬物依存症
患者の自立生活に向けた心理教育と個
別対応による居住定着支援の2つのモ
デル事業を実施

◆講習会の開催
依存症患者の支援技法の向上を図るた
め、講師を招いた講習会を開催し、モ
デル事業を踏まえたケース検討を実施

◆シンポジウムの開催
依存症に対する
正しい理解の普
及を図るため、
医療・福祉・行
政関係者、地域
住民を対象にし
たシンポジウム
を開催

【成果】
◆薬物依存症患者の自立
生活に向けた心理教育
「SMARPP プログラ
ム」（全24回）には4
人の依存症患者が参加
し、全員が修了するこ
とができた
◆居住定着支援では、依存症にともなう精神健
康問題にかかる相談支援を福祉従事者、医師
等により行い、延べ112人に対して個別対応
した
◆依存症患者への支援技法の向上を目的とした
講習会（2回）は、医療・福祉・保健の専門
職をはじめ、行政関係者、障害者家族など延
べ60人が参加。シンポジウムは101人が参
加し、県外からの参加者も多く、アンケート
結果から満足度が高いことがうかがえた

▼
　SMARPPプログラムを地域のなかで行うとい
う新しい取り組みのなかで「夕食付 SMARPP」
として実施することにより治療的な側面だけで
なく、依存症患者の地域での居場所となった。
また、依存症支援の普及・啓発に取り組むこと
により、地域の多機関との連携体制が強化され、
ネットワークのなかで依存症患者を支える一歩
となった

事業概要

いきいき

ャレンジチ
いきいき

物
質
依
存
症
患
者
の

支
援
モ
デ
ル
構
築
を
目
指
し
て

東
京
都
江
戸
川
区
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
東
京
ソ
テ
リ
ア

精
神
障
害
が
あ
っ
て
も

地
域
で
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
て

　東
京
都
江
戸
川
区
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

東
京
ソ
テ
リ
ア
は
、
平
成
21
年
4
月
の
設
立
以
来
、

重
度
の
精
神
障
害
が
あ
っ
て
も
当
た
り
前
に
地
域
で

暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
、
地
域
精
神
保
健
の
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　主
な
事
業
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
東
京
ソ

テ
リ
ア
ハ
ウ
ス
」
を
は
じ
め
、
障
害
の
あ
る
人
の
生

活
や
就
労
に
関
す
る
相
談
・
支
援
を
行
う
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
（
Ⅰ
型
）「
は
る
え
野
」
や
就
労
継

続
支
援
Ａ
型
事
業
所
、
訪
問
看
護
事
業
所
、
ヘ
ル
パ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
開
設
。
運
営
す
る
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
江
戸
川
区
か
ら
高
次
脳
機

能
障
害
者
支
援
事
業
な
ど
を
受
託
し
て
い
る
。

　支
援
方
針
と
し
て
は
、
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
と

対
等
な
関
係
を
築
き
、
当
事
者
自
身
で
主
体
的
に
支

援
の
方
法
を
選
択
で
き
る
こ
と
や
、
抗
精
神
病
薬
の

み
に
依
存
し
な
い
回
復
を
目
指
し
、
ピ
ア
ス
タ
ッ
フ

も
支
援
に
携
わ
る
こ
と
が
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

　同
法
人
は
、
平
成
30
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
物
質
依
存
症
患
者
居
住
定
着
促
進
モ
デ
ル
開

発
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　同
事
業
で
は
、
医
療
・
福
祉
・
保
健
な
ど
多
機
関

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
的
に
、
①
物
質
依

存
症
患
者
支
援
モ
デ
ル
開
発
事
業
実
行
委
員
会
、
②

薬
物
依
存
を
中
心
と
し
た
物
質
依
存
に
対
す
る
居
住

定
着
支
援
モ
デ
ル
事
業
、
③
講
習
会
、
④
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
な
ど
を
実
施
し
た
。

　助
成
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
同
法
人

担
当
者
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「薬
物
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
物
質
依
存
は
、
適

切
な
治
療
と
支
援
に
よ
り
十
分
に
回
復
が
可
能
な
疾

患
で
あ
る
一
方
、
依
存
症
の
治
療
を
行
う
医
療
機
関

や
情
報
が
少
な
く
、
物
質
依
存
に
関
す
る
効
果
的
な

治
療
方
法
が
乏
し
い
こ
と
に
加
え
、
支
援
す
る
側
の

知
識
や
支
援
技
法
が
十
分
で
は
な
く
、
苦
手
意
識
な

ど
に
よ
り
依
存
症
患
者
が
必
要
な
治
療
を
受
け
ら
れ

な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
精
神
障
害
や
さ
ま

ざ
ま
な
依
存
症
を
重
複
し
て
抱
え
て
い
る
人
も
多

く
、地
域
へ
の
定
着
が
難
し
い
こ
と
が
課
題
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
助
成
事
業
で
は
多
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
と
サ
ー
ビ
ス
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
依
存

症
に
関
す
る
正
し
い
理
解
や
モ
デ
ル
事
業
の
普
及
啓

発
に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

　事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
連
携
団
体
の
精
神

障
害
者
支
援
に
関
わ
る
専
門
職
で
構
成
す
る
物
質
依

存
症
患
者
支
援
モ
デ
ル
開
発
事
業
実
行
委
員
会
を
開

催
し
、
課
題
の
共
有
や
検
討
、
事
業
の
進
捗
管
理
等

を
行
っ
た
。

自
立
生
活
に
向
け
た
心
理
教
育

「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施

　薬
物
依
存
を
中
心
と
し
た
物
質
依
存
に
対
す
る
居

 WAMから ひと言

　依存症を抱える方は、治療を行ってい
る医療機関の情報や効果的な治療法が乏
しいことに加え、支援する側の知識や支
援方法が十分ではないことから、必要な
治療を受けられないという現状がありま
す。そのため依存症は、なかなか地域の
社会資源につながりにくいという課題が
ありますが、関係機関と連携して取り組
まれました。
　また、運営委員会を中心に実施体制が構
築されており、行政や各事業所と連携が図
られたほか、支えられた人が支える側にな
る（ピアサポーター）という理念をもっ
て取り組まれたことも高く評価します。

17 ●WAMー2020.6

薬
物
依
存
を
中
心
と
し
た
物
質
依
存
に
対
す
る
居

住
定
着
支
援
の
実
施
に
よ
り
、
多
機
関
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
と
サ
ー
ビ
ス
効
果
の
検
証
を
行
う
と

と
も
に
、
講
習
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
依

存
症
に
対
す
る
正
し
い
理
解
や
モ
デ
ル
事
業
の
普
及

を
図
り
、
物
質
依
存
症
患
者
の
自
立
生
活
と
居
住
定

着
を
促
進
す
る
事
業
を
実
施
し
た
、
東
京
都
江
戸
川

区
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
東
京
ソ
テ
リ
ア
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

6

27



住
定
着
支
援
モ
デ
ル
事
業
で
は
、福
祉
・
医
療
・
保
健

と
の
連
携
に
よ
り
、薬
物
依
存
を
中
心
と
し
た
物
質
依

存
症
患
者
に
対
す
る
社
会
参
加
と
問
題
解
決
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
「
薬
物
依
存
症
患
者
の
自
立
生
活
に

向
け
た
心
理
教
育
事
業
」と「
薬
物
依
存
を
中
心
と
し

た
物
質
依
存
に
対
す
る
居
住
定
着
支
援
事
業
」
の
２

つ
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
た
。
物
質
依
存
の
な
か

で
も
依
存
対
象
を
薬
物
に
限
定
す
る
こ
と
で
、
よ
り

統
一
さ
れ
た
支
援
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し
た
。

　「薬
物
依
存
症
患
者
の
自
立
生
活
に
向
け
た
心
理

教
育
事
業
」
で
は
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
（
ス
マ
ー
プ
）

と
い
う
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
だ
。

　「Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
は
物
質
依
存
に
特
化
し
た
治
療

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
刑
罰
の
み
で
は
薬
物
・
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
か
ら
の
回
復
は
難
し
く
、
依
存
症
を
自
分

の
意
志
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
、『
病
気
』
と
し

て
捉
え
、
適
切
な
支
援
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
当
事
者
の
地
域
で
の
居
場
所
と
し
て

の
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
た
と
え
薬
物
を
再
使
用
し

て
も
通
報
す
る
場
で
は
な
い
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て

お
り
、
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
通
い
続
け
て
も
ら
う
こ

と
を
何
よ
り
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
持
続
性
や

自
主
性
に
よ
り
最
終
的
に
改
善
に
つ
な
げ
る
と
い
う

考
え
方
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
医
療
機
関
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
地
域

の
な
か
で
実
施
す
る
こ
と
は
新
し
い
取
り
組
み
で
し

た
」（
塚
本
さ
や
か
氏
）。

　全
24
回
で
構
成
す
る
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
運
営
す
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
内
で
毎
週

日
曜
日
の
16
～
18
時
に
開
催
し
、
薬
物
依
存
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存

か
つ
ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
な

ど
が
重
複
し

た
者
で
あ
っ

て
、
地
域
で

の
安
定
し
た
居
住
に
問
題
を
抱
え
る
当
事
者
4
人
が

参
加
し
た
。

　Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
れ
に
つ
い
て
、

同
法
人
ス
タ
ッ
フ
の
中
西
章
子
氏
は
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。

　「プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
始
前
に
、
当
事
者
自
身
が
1

週
間
の
物
質
使
用
状
況
を
振
り
返
り
、
再
使
用
や
欲

求
の
状
態
を
色
分
け
し
た
シ
ー
ル
を
カ
レ
ン
ダ
ー
に

貼
り
、
可
視
化
し
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
ワ
ー
ク

ブ
ッ
ク
に
沿
っ
て
物
質
依
存
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
心
身
の

影
響
な
ど
を
学
習
し
た
り
、
参
加
者
同
士
が
薬
物
を

使
用
し
た
き
っ
か
け
や
引
き
金
に
な
る
こ
と
な
ど
を

地域活動支援センター「はるえ野」

薬物依存症患
者の自立生活
に向けた心理
教育として
「SMARPP
プログラム」
を実践

特定非営利活動法人東京ソテリア
物質依存症患者居住定着促進モデル開発事業

平成30年度事業

助成額
450万円

【事業概要】
　薬物依存を中心とした物質依存に対する居住定着支援の実
施により、多機関とのネットワークの構築とサービス効果の
検証を行うとともに、講習会やシンポジウムを開催し、依存
症に対する正しい理解やモデル事業の普及を図り、物質依存
症患者の自立生活と居住定着を促進する事業

【実施内容】
◆�物質依存症患者支援モデル開発事業実
行委員会の開催
連携団体の精神障害にかかる専門職等
で構成する実行委員会を開催し、事業
の進捗管理や課題の検討を行う

◆�薬物依存を中心とした物質依存に対す
る居住定着支援モデル事業の実施
物質依存症患者の社会参加および問題
解決を図ることを目的に、薬物依存症
患者の自立生活に向けた心理教育と個
別対応による居住定着支援の2つのモ
デル事業を実施

◆講習会の開催
依存症患者の支援技法の向上を図るた
め、講師を招いた講習会を開催し、モ
デル事業を踏まえたケース検討を実施

◆シンポジウムの開催
依存症に対する
正しい理解の普
及を図るため、
医療・福祉・行
政関係者、地域
住民を対象にし
たシンポジウム
を開催

【成果】
◆薬物依存症患者の自立
生活に向けた心理教育
「SMARPP プログラ
ム」（全24回）には4
人の依存症患者が参加
し、全員が修了するこ
とができた

◆居住定着支援では、依存症にともなう精神健
康問題にかかる相談支援を福祉従事者、医師
等により行い、延べ112人に対して個別対応
した

◆依存症患者への支援技法の向上を目的とした
講習会（2回）は、医療・福祉・保健の専門
職をはじめ、行政関係者、障害者家族など延
べ60人が参加。シンポジウムは101人が参
加し、県外からの参加者も多く、アンケート
結果から満足度が高いことがうかがえた

▼
　SMARPPプログラムを地域のなかで行うとい
う新しい取り組みのなかで「夕食付 SMARPP」
として実施することにより治療的な側面だけで
なく、依存症患者の地域での居場所となった。
また、依存症支援の普及・啓発に取り組むこと
により、地域の多機関との連携体制が強化され、
ネットワークのなかで依存症患者を支える一歩
となった
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

患
者
へ
の
支
援
技
法
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
支
援
者
を
対
象
に
し
た
講
習
会
を
2
回
開
催
し

た
。　1

回
目
の
講
習
会
で
は
、
東
京
都
近
郊
の
支
援
者

に
広
く
声
か
け
を
し
て
、
精
神
保
健
福
祉
分
野
の
従

事
者
を
は
じ
め
、
医
療
・
保
健
・
行
政
関
係
者
や
障

害
者
家
族
な
ど
40
人
が
参
加
。
2
回
目
は
、
よ
り
地

域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
醸
成
す
る
た
め
、
対
象

エ
リ
ア
を
江
戸
川
区
に
限
定
し
、
20
人
が
参
加
し

た
。　講

習
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
発
し
た
松
本
俊
彦
医
師
を
講
師
に
招

き
、「
物
質
依
存
症
患
者
の
自
立
生
活
と
居
住
定
着
に

お
い
て
必
要
な
支
援
」を
テ
ー
マ
に
し
た
講
義
を
は
じ

め
、
モ
デ
ル
事
業
を
踏
ま
え
た
ケ
ー
ス
検
討
な
ど
を

行
い
、
実
際
の
支
援
に
役
立
て
る
知
識
を
学
ん
だ
。

　さ
ら
に
、
平
成
30
年
11
月
に
は
、
依
存
症
に
対
す

る
居
住
定
着
支
援
に
関
す
る
正
し
い
理
解
の
普
及
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
や
精
神
科
の
医
療
関
係

者
、
保
健
所
の
職
員
、
地
域
住
民
な
ど
１
０
１
人
が

参
加
し
た
。
遠
方
か
ら
の
参
加
者
も
多
く
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
か
ら
も
満
足
度
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え

た
。　「依

存
症
に
対
す
る
偏
見
も
あ
り
、
依
存
症
患
者

が
地
域
で
居
住
定
着
す
る
た
め
に
は
、
正
し
い
知
識

を
広
く
周
知
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
依
存
症
は
福
祉
の
な
か
で
も
対
象
外
に

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、『
依
存
症
の
人
＝
自
分
た
ち

の
手
に
負
え
な
い
人
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
福
祉
関

係
者
に
あ
る
の
で
す
が
、
依
存
症
へ
の
理
解
が
深
ま

る
こ
と
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
依
存
症
の
こ
と

を
き
ち
ん
と
取
り
扱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
大

き
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」（
中
西
氏
）。

助
成
事
業
を
通
し
て

地
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
治
療
面
だ
け
で
な
く

依
存
症
患
者
の
地
域
で
の
居
場
所
と
な
る
と
と
も

に
、
地
域
の
多
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ

れ
、
双
方
の
取
り
組
み
を
理
解
し
た
う
え
で
そ
れ
ぞ

れ
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
依
存
症
患
者
を
支
え

て
い
く
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

　同
法
人
は
平
成
30
年
度
に
続
き
、
31
年
度
の
助
成

事
業
を
活
用
し
、
依
存
症
患
者
に
対
す
る
居
住
定
着

支
援
を
継
続
し
て
い
る
。

　平
成
31
年
度
は
対
象
者
を
物
質
依
存
以
外
の
依
存

症
も
含
め
る
よ
う
に
広
げ
、「
依
存
症
患
者
に
対
す
る

居
住
定
着
支
援
モ
デ
ル
事
業
」と
し
て
い
る
。サ
ー
ビ

ス
効
果
の
検
証
に
力
を
入
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
前
後
で

当
事
者
が
自
分
の
感
情
を
評

価
し
、
そ
の
変
化
を
み
る
評

価
ス
ケ
ー
ル
を
用
い
た
効
果

測
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
支
援
機
関
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
た

め
、
先
進
的
に
依
存
症
患
者

の
支
援
を
行
う
関
係
機
関
と

ケ
ー
ス
検
討
な
ど
を
行
う
意

見
交
換
会
を
定
期
的
に
開
催

す
る
ほ
か
、
当
事
者
の
家
族

の
声
を
聞
く
た
め
に
家
族
会

を
立
ち
上
げ
て
支
援
に
活
か

し
て
い
る
。

　地
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、
依
存
症
患
者

を
支
え
る
同
法
人
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
全
国
に
広
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　病院で開発された「SMARPP プ
ログラム」を地域のなかで行うことは
新しい取り組みでしたが、継続的にプ
ログラムを受けることにより、依存症
患者の症状や生活の質の改善につな
がったことは成果となりました。
　医療現場で実施する際は、医師の指示のもと治療の一環
としてプログラムを受けるのに対し、地域のなかで行う場
合は、当事者自身が自主的に必要だと感じて参加している
ため、自発性を育むことができ、それが自分のことを大事
にして生活の質を改善することに結びついているのではな
いかと思います。
　さらに、精神障害をもつ人が集う地域活動支援センター
で行うことにより、その人たちに向けてもメッセージを発
信することができたと思いますし、支援に関わる職員の気
持ちも変わり、対支援者の効果としても大きかったと感じ
ています。

特定非営利活動法人東京ソテリア

法人事務局　塚本  さやか氏

地域でプログラムを行うメリット
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◆団体概要

話
し
あ
い
、
互
い
に
確
認
し
な
が
ら
対
処
法
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
自
己
受
容

に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」。

治
療
的
な
側
面
だ
け
で
な
く

依
存
症
患
者
の
居
場
所
に

　プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終
了
後
は
、
毎
回
、
夕
食
の
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
を
提
供
し
て
参
加
者
が
一
緒
に
食
事
を
す

る
時
間
を
設
け
た
。

　「プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
は
、
金
銭
管
理
が
で
き

ず
、
お
金
が
あ
れ
ば
依
存
す
る
も
の
に
使
っ
て
し
ま

い
、
ま
と
も
な
食
事
を
し
て
い
な
い
人
も
少
な
く
な

い
た
め
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
曜
日
の
夕
方
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
い
る
理
由
は
、
日
曜
日
は
医
療
機
関
や

支
援
機
関
が
閉
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
、

と
く
に
夕
方
は
さ
み
し
く
な
る
時
間
帯
の
た
め
、
人

と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
の
考
え
か

ら
で
す
」（
中
西
氏
）。

　夕
食
付
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
依
存
症
患
者

に
と
っ
て
の
地
域
で
の
居
場
所
と
も
な
り
、
参
加
者

全
員
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

た
。　継

続
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

以
前
に
比
べ
ス
リ
ッ
プ
（
再
使
用
の
状
態
を
指
す
）

の
回
数
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
自
分
を
大
切
に
し
て

健
康
に
気
を
遣
う
な
ど
、
生
活
の
質
を
改
善
し
て
い

く
変
化
が
み
ら
れ

た
と
い
う
。

精
神
健
康
問
題
に
対
す
る

個
別
支
援
を
実
施

　「薬
物
依
存
を
中
心
と
し
た
物
質
依
存
に
対
す
る

居
住
定
着
支
援
事
業
」で
は
、物
質
依
存
に
伴
う
精
神

健
康
問
題（
抑
う
つ
・
不
安
・
退
行
・
家
庭
内
暴
力
・

対
人
関
係
・
受
療
行
動
等
）に
対
す
る
個
別
支
援
を

福
祉
従
事
者
や
医
師
な
ど
に
よ
り
行
い
、
必
要
に
応

じ
て
家
庭
訪
問
や
関
係
機
関
へ
の
同
行
支
援
を
実
施

し
た
。

　対
象
は
、
個
別
の
ケ
ー
ス
支
援
が
必
要
な
物
質
依

存
症
患
者
と
し
、
助
成
期
間
中
（
平
成
30
年
4
月
～

31
年
3
月
）
に
延
べ
１
１
２
人
に
対
し
て
継
続
的
な

支
援
を
行
っ
た
。

　

　「個
別
支
援
で
は
、
地
域
で
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
生
活
保
護
等
の
受
給
手
続
き
を
は
じ
め
、
日
常
生

活
の
健
康
管
理
の
た
め
に
専
門
の
医
療

機
関
や
法
人
内
外
の
訪
問
看
護
、
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
つ
な
げ
ま

し
た
。
課
題
と
な
る
金
銭
管
理
に
つ
い

て
は
、
成
年
後
見
制
度
を
利
用
し
、
後

見
人
や
保
佐
人
に
通
帳
の
管
理
を
お
願

い
し
、
毎
日
の
金
銭
管
理
等
を
地
域
の

支
援
団
体
な
ど
に
依
頼
し
て
生
活
の
基

盤
を
整
え
ま
し
た
。
個
別
支
援
を
行
っ

た
当
事
者
に
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
紹
介
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
」（
中
西
氏
）。

依
存
症
患
者
支
援
の

普
及
・
啓
発
を
図
る

　そ
の
ほ
か
助
成
事
業
で
は
、
依
存
症

19 ●WAMー2020.6

依存症患者への支援技法の向上を図ることを目的にした講習
会（2回）には、延べ60人が参加

平成30年11月に開催したシンポジウムに
は、福祉サービス従事者や精神科の医療関係
者、保健所の職員、地域住民など101人が参
加した

プログラムの開始前には、当事
者自身が前週の物質使用状況を
振り返り、再使用や欲求の状態
をシールで可視化した

毎回、プログラムの終了後は夕食の
カレーライスを提供。参加者にとっ
て人との絆を感じられる場所とな
り、継続的な参加につながった

特定非営利活動法人
東京ソテリア  支援スタッフ
　
中西章子氏

臨床心理士、社会福祉士、
精神保健福祉士
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印象に残ったポイントを書いてみましょう

いきいき

ャレンジチ
いきいき

患
者
へ
の
支
援
技
法
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
支
援
者
を
対
象
に
し
た
講
習
会
を
2
回
開
催
し

た
。　1

回
目
の
講
習
会
で
は
、
東
京
都
近
郊
の
支
援
者

に
広
く
声
か
け
を
し
て
、
精
神
保
健
福
祉
分
野
の
従

事
者
を
は
じ
め
、
医
療
・
保
健
・
行
政
関
係
者
や
障

害
者
家
族
な
ど
40
人
が
参
加
。
2
回
目
は
、
よ
り
地

域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
醸
成
す
る
た
め
、
対
象

エ
リ
ア
を
江
戸
川
区
に
限
定
し
、
20
人
が
参
加
し

た
。　講

習
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
発
し
た
松
本
俊
彦
医
師
を
講
師
に
招

き
、「
物
質
依
存
症
患
者
の
自
立
生
活
と
居
住
定
着
に

お
い
て
必
要
な
支
援
」を
テ
ー
マ
に
し
た
講
義
を
は
じ

め
、
モ
デ
ル
事
業
を
踏
ま
え
た
ケ
ー
ス
検
討
な
ど
を

行
い
、
実
際
の
支
援
に
役
立
て
る
知
識
を
学
ん
だ
。

　さ
ら
に
、
平
成
30
年
11
月
に
は
、
依
存
症
に
対
す

る
居
住
定
着
支
援
に
関
す
る
正
し
い
理
解
の
普
及
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
や
精
神
科
の
医
療
関
係

者
、
保
健
所
の
職
員
、
地
域
住
民
な
ど
１
０
１
人
が

参
加
し
た
。
遠
方
か
ら
の
参
加
者
も
多
く
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
か
ら
も
満
足
度
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え

た
。　「依

存
症
に
対
す
る
偏
見
も
あ
り
、
依
存
症
患
者

が
地
域
で
居
住
定
着
す
る
た
め
に
は
、
正
し
い
知
識

を
広
く
周
知
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
依
存
症
は
福
祉
の
な
か
で
も
対
象
外
に

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、『
依
存
症
の
人
＝
自
分
た
ち

の
手
に
負
え
な
い
人
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
福
祉
関

係
者
に
あ
る
の
で
す
が
、
依
存
症
へ
の
理
解
が
深
ま

る
こ
と
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
依
存
症
の
こ
と

を
き
ち
ん
と
取
り
扱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
大

き
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」（
中
西
氏
）。

助
成
事
業
を
通
し
て

地
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
治
療
面
だ
け
で
な
く

依
存
症
患
者
の
地
域
で
の
居
場
所
と
な
る
と
と
も

に
、
地
域
の
多
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ

れ
、
双
方
の
取
り
組
み
を
理
解
し
た
う
え
で
そ
れ
ぞ

れ
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
依
存
症
患
者
を
支
え

て
い
く
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

　同
法
人
は
平
成
30
年
度
に
続
き
、
31
年
度
の
助
成

事
業
を
活
用
し
、
依
存
症
患
者
に
対
す
る
居
住
定
着

支
援
を
継
続
し
て
い
る
。

　平
成
31
年
度
は
対
象
者
を
物
質
依
存
以
外
の
依
存

症
も
含
め
る
よ
う
に
広
げ
、「
依
存
症
患
者
に
対
す
る

居
住
定
着
支
援
モ
デ
ル
事
業
」と
し
て
い
る
。サ
ー
ビ

ス
効
果
の
検
証
に
力
を
入
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
前
後
で

当
事
者
が
自
分
の
感
情
を
評

価
し
、
そ
の
変
化
を
み
る
評

価
ス
ケ
ー
ル
を
用
い
た
効
果

測
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
支
援
機
関
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
た

め
、
先
進
的
に
依
存
症
患
者

の
支
援
を
行
う
関
係
機
関
と

ケ
ー
ス
検
討
な
ど
を
行
う
意

見
交
換
会
を
定
期
的
に
開
催

す
る
ほ
か
、
当
事
者
の
家
族

の
声
を
聞
く
た
め
に
家
族
会

を
立
ち
上
げ
て
支
援
に
活
か

し
て
い
る
。

　地
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、
依
存
症
患
者

を
支
え
る
同
法
人
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
全
国
に
広
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　病院で開発された「SMARPP プ
ログラム」を地域のなかで行うことは
新しい取り組みでしたが、継続的にプ
ログラムを受けることにより、依存症
患者の症状や生活の質の改善につな
がったことは成果となりました。
　医療現場で実施する際は、医師の指示のもと治療の一環
としてプログラムを受けるのに対し、地域のなかで行う場
合は、当事者自身が自主的に必要だと感じて参加している
ため、自発性を育むことができ、それが自分のことを大事
にして生活の質を改善することに結びついているのではな
いかと思います。
　さらに、精神障害をもつ人が集う地域活動支援センター
で行うことにより、その人たちに向けてもメッセージを発
信することができたと思いますし、支援に関わる職員の気
持ちも変わり、対支援者の効果としても大きかったと感じ
ています。

特定非営利活動法人東京ソテリア

法人事務局　塚本  さやか氏

地域でプログラムを行うメリット

〒132－0031　東京都江戸川区松島 4－46－2
T E L： 03－5879－4970
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◆団体概要
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心
と
体
の
変
化
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
学
ぶ
機
会

と
情
報
共
有
の
場
を
提
供
し
、
寄
り
添
い
な
が
ら
支

援
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し

ま
し
た
」（
以
下「  

」内
は
田
中
副
理
事
長
の
説
明
）。

　事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
機
関
の
専
門

職
や
有
識
者
、
教
職
員
な
ど
で
構
成
す
る
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
を
開
催

し
、
円
滑
な
事
業
運
営
に
向
け
た
課
題
の
把
握
や
検

討
を
行
っ
た
。

支
援
者
・
保
護
者
を
対
象
に

集
中
研
修
を
開
催

　支
援
者
向
け
集
中
研
修
で
は
、
障
害
の
あ
る
子
ど

も
・
若
者
の
保
護
者
や
支
援
者
を
対
象
に
、
思
春
期

に
関
す
る
知
識
や
対
応
に
つ
い
て
の
ス
キ
ル
を
学

び
、
正
し
く
伝
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
本
人

が
体
や
心
の
変
化
を
前
向
き
に
受
け
入
れ
、
自
己
肯

定
感
を
高
め
る
と
と
も
に
性
被
害
や
加
害
の
軽
減
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　集
中
研
修
は
「
基
礎
研
修
」、「
実
践
研
修
」、「
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」
で
構
成
し
、
福
祉
事
業
所
の

支
援
者
や
保
護
者
な
ど
を
中
心
に
延
べ
１
４
２
人
が

受
講
し
た
。
と
く
に
支
援
者
の
障
害
児
者
に
対
す
る

思
春
期
支
援
へ
の
関
心
が
高
く
、
受
講
者
全
体
の
8

割
を
占
め
、
県
外
か
ら
受
講
す
る
支
援
者
も
多
か
っ

た
と
い
う
。

　基
礎
研
修

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
産
婦
人
科
医
を
講
師
に
医
学

的
な
体
の
変
化
や
仕
組
み
、
妊
娠
・
出
産
・
避
妊
、

性
産
業
な
ど
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
や
情
報
を
伝

え
る
講
義
を
は
じ
め
、
学
識
者
に
よ
る
講
義
で
は
障

害
の
あ
る
若
者
の
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
や
性
の
権
利
、

当
事
者
へ
の
寄
り
添
っ
た
支
援
の
方
法
な
ど
に
つ
い

て
学
ん
だ
。

　実
践
研
修
で
は
、受
講
者
を
8
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

各
グ
ル
ー
プ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
の
メ
ン
バ
ー
が

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
入
る
か
た
ち
で
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、「
命
の
始
ま
り
～
出
産
ま
で
」、

「
自
慰
行
為
」、「
避
妊
」
な
ど
の
要
望
の
高
い
テ
ー

UR 団地内に
開設する乳幼
児向けの子育
てひろば事業
「ワンストップ
ひろば」

障害のある子
どもの保護者
や支援者を対
象にした支援
者向け集中研
修の基礎研修
には延べ 94
人が参加

特定非営利活動法人子ども＆まちネット
障がいのある子ども・若者の思春期支援事業

平成30年度事業

助成額
353万6千円

【事業概要】
　障害のある子ども・若者に関わる支援者や保護者、教職員
などが、障害児者の思春期の体と心の変化に対して、適切な
対応ができる力を身につけることを目的に、支援者と教職員
を対象にした各種研修を開催するとともに、相談対応や情報
交換を行うサロンを運営する事業

【実施内容】
◆�プロジェクト委員会の開催
関係機関の専門職や有識者、教職員
などで構成するプロジェクト委員会
を開催し、円滑な事業運営に向けた
課題の把握や検討を行う

◆�支援者向け集中研修
支援者や保護者が障害児者の体と心
の変化について正しく伝え、対応す
ることをできる力を身につけること
を目的にした研修を開催

◆教員向け研修
教育現場では性教育に対して閉鎖的
な傾向があり、思春期を迎えた子ど
もへの対応に悩みを抱える教職員が
多いため、教員を対象にした研修を
開催

◆テキスト（Study�Book）の作成
プロジェクト委員会のメンバーが中
心となり、各種研修で活用するテキ
ストを作成

◆STEPサロンの開催
障害児者に関わる支援者・保護者を
対象にした「STEPサロン」を毎月
開催し、相談対応や情報交換のほか、
支援ニーズの発掘につなげた

【成果】
◆支援者向け集中研修（基礎研修、実践研修、フォロ
ーアップ研修）には、支援者や保護者など延べ142
人が受講した。とくに福祉事業所の支援者の受講
が多く、あらためて思春期を迎えた障害児者に対
する対応で悩みを抱えていることがうかがえた
◆教員向け研修には、特別支援に関わる教諭、養護
教諭など27人が受講。学校で性教育を行う際の
課題を共有するとともに、教職員間のネットワー
クづくりにもつながった
◆作成したテキストは、各種研修で活用するほか、
行政の関係課や教育委員会、関係機関に配布した。
テキストは好評で追加の要望が多く、増刷するに
至った

▼
　障害のある子ども・若者の思春期支援という必要
性が高いものの、なかなか取り組みが広がっていな
い分野を広く周知することにつながった

事業概要

いきいき

ャレンジチ
いきいき

障
害
の
あ
る
子
ど
も・

若
者
の
思
春
期
を
支
援

愛
知
県
名
古
屋
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
子
ど
も
＆
ま
ち
ネ
ッ
ト

「
こ
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」を

目
指
し
て

　愛
知
県
名
古
屋
市
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

子
ど
も
＆
ま
ち
ネ
ッ
ト
は
、平
成
12
年
の
設
立
以
来
、

「
こ
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
的
に
、

子
ど
も
が
き
ち
ん
と
「
子
ど
も
期
」
を
生
き
、
ま
ち

づ
く
り
に
参
画
し
な
が
ら
自
分
も
他
者
も
尊
重
で
き

る
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　主
な
活
動
と
し
て
は
、
名
古
屋
市
内
の
Ｕ
Ｒ
団
地

内
で
乳
幼
児
向
け
の
子
育
て
ひ
ろ
ば
事
業
「
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
ひ
ろ
ば
」
の
運
営
を
は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち

の
社
会
参
画
や
自
立
に
向
け
た
体
験
づ
く
り
を
行
う

「
こ
ど
も
の
ま
ち
事
業
」
を
実
施
。
平
成
26
年
か
ら

は
名
古
屋
市
青
少
年
交
流
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
を
受

託
し
、
子
ど
も
・
若
者
の
社
会
参
画
に
向
け
た
多
様

な
講
座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
同
法
人
が
主
体
と
な
り
、
障
害
児
者
の

支
援
に
携
わ
る
医
師
や
学
識
者
、
特
別
支
援
に
関
わ

る
教
職
員
、
福
祉
事
業
所
の
職
員
、
保
護
者
が
集
ま

り
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
・
若
者
に
対
す
る
「
性
と

生
」
の
学
び
の
場
を
提
供
す
る
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
学
び
を
よ
り
深
め
る
た
め

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
教
材
の
作
成
・
提
案
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

障
害
児
者
の

思
春
期
支
援
に
取
り
組
む

　同
法
人
は
、
平
成
30
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
・
若
者
の
思
春
期
支

援
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、
保
護
者
や
支
援
者
、
教
員
が
障
害
の

あ
る
子
ど
も
・
若
者
の
思
春
期
に
お
け
る
体
と
心
の

変
化
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
や
適
切
な
対
応
が
で

き
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
委
員
会
の
開
催
、②
支
援
者
向
け
集
中
研
修
、

③
教
員
向
け
研
修
、
④
テ
キ
ス
ト
（Study Book

）

の
作
成
、
⑤
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
サ
ロ
ン
の
開
催
な
ど
を
実
施

し
た
。

　障
害
の
あ
る
子
ど
も
・
若
者
の
思
春
期
支
援
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
同
法
人
副
理
事
長
・
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
田
中
弘
美
氏
は
次
の
よ
う

に
語
る
。

　「障
害
児
者
の
支
援
制
度
が
充
実
し
て
き
た
こ
と

で
、
保
護
者
以
外
に
も
療
育
や
自
立
支
援
に
関
わ
る

人
や
場
面
が
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
保
護
者
を

は
じ
め
支
援
に
関
わ
る
人
た
ち
が
障
害
の
あ
る
子
ど

も
や
若
者
に
訪
れ
る
思
春
期
の
体
や
心
の
変
化
、
性

に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
学
ぶ
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
・
若
者
の
第
二
次
性
徴
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
心
身
の
変
化
に
適
切
な
対
応
が
で

き
ず
、
本
人
た
ち
の
性
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
り
、

心
身
の
健
や
か
な
発
達
を
奪
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い

現
状
が
あ
り
ま
す
。
性
教
育
を
受
け
て
な
い
た
め
、

な
か
に
は
性
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
本
人
に
そ

の
気
が
な
く
て
も
加
害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、障
害
児
者
の
保

護
者
や
支
援
者
、
教
員
な
ど
に
、
思
春
期
に
お
け
る

 WAMから ひと言

　障がいのある子ども・若者の思春
期の支援は、必要性が高いもののな
かなか取り組みが広がっていませ
ん。この分野に正面から取り組まれ
ました。また、今事業で作成した
Study Book を支援者や保護者、教
員向けの研修で活用するほか、行政
の担当課、教育委員会や関係機関な
どにも配布し、追加の要望が多く、
増刷につながった点を評価していま
す。Study Book の改訂や幅広く深
い知識・経験を有する団体との連携
などにより、支援がさらに広がるこ
とが期待されます。

15 ●WAMー2020.5

障
害
の
あ
る
子
ど
も
・
若
者
に
関
わ
る
支
援
者
や

保
護
者
、
教
職
員
な
ど
が
、
障
害
児
者
の
思
春
期
の

体
と
心
の
変
化
に
対
し
て
、
適
切
な
対
応
が
で
き
る

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
支
援
者
と
教
職

員
を
対
象
に
し
た
各
種
研
修
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

相
談
対
応
や
情
報
交
換
を
行
う
サ
ロ
ン
を
運
営
す
る

事
業
を
実
施
し
た
、
愛
知
県
名
古
屋
市
の
特
定
非
営

利
活
動
法
人
子
ど
も
＆
ま
ち
ネ
ッ
ト
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
す
。

7
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心
と
体
の
変
化
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
学
ぶ
機
会

と
情
報
共
有
の
場
を
提
供
し
、
寄
り
添
い
な
が
ら
支

援
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し

ま
し
た
」（
以
下「  

」内
は
田
中
副
理
事
長
の
説
明
）。

　事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
機
関
の
専
門

職
や
有
識
者
、
教
職
員
な
ど
で
構
成
す
る
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
を
開
催

し
、
円
滑
な
事
業
運
営
に
向
け
た
課
題
の
把
握
や
検

討
を
行
っ
た
。

支
援
者
・
保
護
者
を
対
象
に

集
中
研
修
を
開
催

　支
援
者
向
け
集
中
研
修
で
は
、
障
害
の
あ
る
子
ど

も
・
若
者
の
保
護
者
や
支
援
者
を
対
象
に
、
思
春
期

に
関
す
る
知
識
や
対
応
に
つ
い
て
の
ス
キ
ル
を
学

び
、
正
し
く
伝
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
本
人

が
体
や
心
の
変
化
を
前
向
き
に
受
け
入
れ
、
自
己
肯

定
感
を
高
め
る
と
と
も
に
性
被
害
や
加
害
の
軽
減
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　集
中
研
修
は
「
基
礎
研
修
」、「
実
践
研
修
」、「
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」
で
構
成
し
、
福
祉
事
業
所
の

支
援
者
や
保
護
者
な
ど
を
中
心
に
延
べ
１
４
２
人
が

受
講
し
た
。
と
く
に
支
援
者
の
障
害
児
者
に
対
す
る

思
春
期
支
援
へ
の
関
心
が
高
く
、
受
講
者
全
体
の
8

割
を
占
め
、
県
外
か
ら
受
講
す
る
支
援
者
も
多
か
っ

た
と
い
う
。

　基
礎
研
修

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
産
婦
人
科
医
を
講
師
に
医
学

的
な
体
の
変
化
や
仕
組
み
、
妊
娠
・
出
産
・
避
妊
、

性
産
業
な
ど
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
や
情
報
を
伝

え
る
講
義
を
は
じ
め
、
学
識
者
に
よ
る
講
義
で
は
障

害
の
あ
る
若
者
の
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
や
性
の
権
利
、

当
事
者
へ
の
寄
り
添
っ
た
支
援
の
方
法
な
ど
に
つ
い

て
学
ん
だ
。

　実
践
研
修
で
は
、受
講
者
を
8
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

各
グ
ル
ー
プ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
の
メ
ン
バ
ー
が

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
入
る
か
た
ち
で
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、「
命
の
始
ま
り
～
出
産
ま
で
」、

「
自
慰
行
為
」、「
避
妊
」
な
ど
の
要
望
の
高
い
テ
ー

UR 団地内に
開設する乳幼
児向けの子育
てひろば事業
「ワンストップ
ひろば」

障害のある子
どもの保護者
や支援者を対
象にした支援
者向け集中研
修の基礎研修
には延べ 94
人が参加

特定非営利活動法人子ども＆まちネット
障がいのある子ども・若者の思春期支援事業

平成30年度事業

助成額
353万6千円

【事業概要】
　障害のある子ども・若者に関わる支援者や保護者、教職員
などが、障害児者の思春期の体と心の変化に対して、適切な
対応ができる力を身につけることを目的に、支援者と教職員
を対象にした各種研修を開催するとともに、相談対応や情報
交換を行うサロンを運営する事業

【実施内容】
◆�プロジェクト委員会の開催
関係機関の専門職や有識者、教職員
などで構成するプロジェクト委員会
を開催し、円滑な事業運営に向けた
課題の把握や検討を行う

◆�支援者向け集中研修
支援者や保護者が障害児者の体と心
の変化について正しく伝え、対応す
ることをできる力を身につけること
を目的にした研修を開催

◆教員向け研修
教育現場では性教育に対して閉鎖的
な傾向があり、思春期を迎えた子ど
もへの対応に悩みを抱える教職員が
多いため、教員を対象にした研修を
開催

◆テキスト（Study�Book）の作成
プロジェクト委員会のメンバーが中
心となり、各種研修で活用するテキ
ストを作成

◆STEPサロンの開催
障害児者に関わる支援者・保護者を
対象にした「STEPサロン」を毎月
開催し、相談対応や情報交換のほか、
支援ニーズの発掘につなげた

【成果】
◆支援者向け集中研修（基礎研修、実践研修、フォロ
ーアップ研修）には、支援者や保護者など延べ142
人が受講した。とくに福祉事業所の支援者の受講
が多く、あらためて思春期を迎えた障害児者に対
する対応で悩みを抱えていることがうかがえた

◆教員向け研修には、特別支援に関わる教諭、養護
教諭など27人が受講。学校で性教育を行う際の
課題を共有するとともに、教職員間のネットワー
クづくりにもつながった

◆作成したテキストは、各種研修で活用するほか、
行政の関係課や教育委員会、関係機関に配布した。
テキストは好評で追加の要望が多く、増刷するに
至った

▼
　障害のある子ども・若者の思春期支援という必要
性が高いものの、なかなか取り組みが広がっていな
い分野を広く周知することにつながった

事業概要
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

心
と
な
っ
て
作
成
し
て
お
り
、
各
種
研
修
で
活
用
す

る
ほ
か
、
行
政
の
関
係
課
や
教
育
委
員
会
、
関
係
機

関
な
ど
に
配
布
し
た
。

　作
成
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
・

若
者
の
体
と
心
の
変
化
に
関
す
る
医
学
的
な
基
本
知

識
を
は
じ
め
、
若
者
の
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
や
性
の
権

利
、
日
本
の
性
教
育
の
現
状
・
課
題
、
当
事
者
に
寄

り
添
っ
た
支
援
の
考
え
方
の
ほ
か
、
実
際
に
当
事
者

向
け
に
性
教
育
の
勉
強
会
を
行
っ
た
複
数
の
事
業
所

の
実
践
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
掲
載
。
事
業
所
や
教
育
現

場
で
勉
強
会
を
開
催
す
る
と
き
や
、
対
応
に
悩
ん
だ

と
き
に
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　そ
の
ほ
か
、助
成
事
業
で
は
障
害
の
あ
る
子
ど
も
・

若
者
の
保
護
者
や
支
援
者
等
を
対
象
に
し
た
「
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ
サ
ロ
ン
」（
全
９
回
）
を
毎
月
開
催
し
、
少
人

数
で
課
題
や
困
り
ご
と
を
話
し
合
う
機
会
を
つ
く
る

こ
と
に
よ
り
、
き
め
細
や
か
な
相
談
対
応
や
ア
ド
バ

イ
ス
が
で
き
る
体
制
を
つ
く
っ
た
。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
サ
ロ

ン
は
保
護
者
や
支
援
者
な
ど
35
人
が
利
用
し
、
障
害

の
あ
る
子
ど
も
・
若
者
の
思
春
期
に
お
け
る
支
援
ニ

ー
ズ
の
発
掘
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

性
教
育
の
実
践
に
活
か
せ
る

モ
デ
ル
づ
く
り
を
構
想

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
支
援
の
必
要
性
が
広

く
浸
透
す
る
と
と
も
に
、
正
し
い
知
識
や
対
応
で
き

る
ス
キ
ル
を
も
つ
支
援
者
が
増
え
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
た
。

　「『
支
援
者
向
け
集
中
研
修
』、『
教
員
向
け
研
修
』

に
お
い
て
は
定
員
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
り
、
あ

ら
た
め
て
障
害
の
あ
る
子
ど
も
・
若
者
の
思
春
期
に

お
け
る
対
応
に
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
、
受
講
者
か
ら
は
『
今
後
に
活
か
し
た
い
』

と
い
う
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
作

成
し
た
テ
キ
ス
ト
は
必
要
な
情
報
を
わ
か
り
や
す
く

ま
と
め
た
こ
と
で
配
布
先
か
ら
も
高
い
評
価
を
得

て
、
追
加
の
要
望
も
多
く
増
刷
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
」。

　今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
福
祉
事
業
所
や
学
校
で

性
教
育
を
行
う
際
に
参
考
と
な
る
複
数
の
モ
デ
ル
を

つ
く
り
、
支
援
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
等
で
性
教
育
の

授
業
を
行
う
た
め
に
は
、
ど

ん
な
に
現
場
の
教
員
や
職
員

が
必
要
性
を
感
じ
て
い
て

も
、
決
定
権
を
も
つ
管
理
職

や
経
営
層
の
意
識
を
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
実
施
す
る
こ

と
は
難
し
い
た
め
、
管
理
職

や
経
営
層
に
対
す
る
ア
プ
ロ

ー
チ
に
取
り
組
ん
で
い
く
と

し
て
い
る
。

　障
害
の
あ
る
子
ど
も
・
若

者
の
思
春
期
支
援
と
い
う
必

要
性
が
高
い
も
の
の
、
支
援

が
広
が
っ
て
い
な
い
分
野
に

取
り
組
む
同
法
人
の
活
動
が

全
国
に
広
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　平成 30 年度の助成事業では、障害
のある子ども・若者の思春期支援に取
り組むことにより、障害児者に関わる
保護者や支援者、教職員に性教育の必
要性を理解してもらうとともに、適切
な対応ができるスキルを身につけても
らうことにつながったことは大きな成
果となりました。
　性教育は障害の有無に関わらず、人
の自立には欠かせませんが、とくに障害のある人たちは情報
を正確に理解することが難しく、適切な性教育を受けていな
いために、実際に性被害に巻き込まれたり、加害者になって
しまうケースも少なくありませんので、保護者や支援者等が
しっかりと導いていけるよう性教育をさらに普及させていき
たいと考えています。

特定非営利活動法人子ども＆まちネット
副理事長／STEPプロジェクトリーダー　田中  弘美氏

さらなる性教育の普及に取り組む

〒464－0076
愛知県名古屋市千種区豊年町 3－18

都通団地第 1 号棟 111 号室
TEL /FAX： 052－768－5914
U R L： http://www.komachi-111.com/
設　　立：平成12 年 6 月
理 事 長：伊藤　一美

◆団体概要

助成事業で作成したテキスト
「変わっていく思春期の『か
らだ』と『こころ』を大好き
になる」。研修で活用したほ
か、行政の担当課、教育委員
会、関係機関などに配布した

マ
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
同
法
人
が
開
催
し
た
勉
強

会
な
ど
で
使
用
し
た
人
体
模
型
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
教

材
を
用
い
て
講
座
（
授
業
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

し
、
講
義
形
式
で
発
表
し
た
。
発
表
後
は
講
師
か
ら

の
評
価
を
受
け
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
、

受
講
者
同
士
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
に
向
け
て
検
討

し
た
。

　「支
援
者
向
け
集
中
研
修
は
、
保
護
者
と
支
援
者

が
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
正
し
い
知
識
を
習
得

す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
保
護
者
は
集
団
生
活
の

な
か
で
対
応
し
な

く
て
は
な
ら
な
い

各
事
業
所
の
事
情

や
対
応
で
困
っ
て

い
る
こ
と
を
知

り
、
支
援
者
に
と

っ
て
も
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
や
家
庭
環

境
な
ど
を
知
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
双
方
が
抱

え
て
い
る
悩
み
を

互
い
に
理
解
し
あ

え
た
こ
と
は
、
今

後
の
思
春
期
支
援

を
す
る
う
え
で
も

大
き
な
意
味
が
あ

り
ま
し
た
」。

　さ
ら
に
、
平
成

30
年
度
末
に
開
催

し
た
「
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
」
で

は
、
基
礎
研
修
と

実
践
研
修
後
に
、
受
講
者
が
各
事
業
所
等
で
実
践
し

た
研
修
や
勉
強
会
な
ど
の
取
り
組
み
を
報
告
し
て
も

ら
い
、
参
加
者
同
士
が
情
報
共
有
し
な
が
ら
課
題
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
や
、
講
師
を
交
え
た
事
例
の
検

討
を
行
っ
た
。

教
職
員
向
け
研
修
を
開
催
し

実
践
例
や
課
題
を
共
有

　特
別
支
援
学
校
や
特
別
支
援
学
級
、
通
常
学
級
な

ど
の
教
職
員
を
対
象
に
し
た
「
教
員
向
け
研
修
」
は
、

特
別
支
援
に
関
わ
る
教
諭
や
養
護
教
諭
な
ど
27
人
が

受
講
し
た
。
受
講
者
は
20
～
30
歳
代
と
比
較
的
若
い

教
職
員
の
参
加
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

　「支
援
者
や
保
護
者
を
対
象
に
し
た
研
修
と
分
け

て
開
催
し
た
理
由
と
し
て
は
、
教
育
現
場
で
は
性
教

育
に
対
し
、
ま
だ
ま
だ
閉
鎖
的
な
傾
向
が
あ
り
、
思

春
期
を
迎
え
た
子
ど
も
・
若
者
へ
の
対
応
に
悩
み
や

不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
孤
独
に
対
応
し
て
い
る
教
職

員
が
多
く
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
性
教
育
の
必
要
性

を
感
じ
て
い
る
教
職
員
間
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く

っ
て
も
ら
い
、
す
で
に
活
動
し
て
い
る
学
び
の
会
等

と
連
携
し
、
思
春
期
支
援
の
講
座
を
開
催
し
て
教
職

員
の
不
安
解
消
や
知
識
の
向
上
、
今
後
の
性
教
育
の

普
及
を
目
指
し
ま
し
た
」。

　教
員
向
け
研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
委
員
の
メ
ン
バ
ー
に
教
職
員
が
い
る
た
め
、
性

教
育
の
実
践
例
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
教
育
現
場
で
性
教
育
の
授
業
を
す
る
際
の
課
題

に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　と
く
に
課
題
と
な
る
内
容
に
つ
い
て
は
、「
教
職

員
間
の
性
教
育
へ
の
意
識
の
共
有
」、「
学
年
や
障
害

種
別
が
異
な
る
子
ど
も
に
伝
え
る
内
容
」、「
学
習
指

導
要
領
の
な
か
に
性
教
育
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
授
業
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
の
難
し
さ
」
な

ど
が
あ
っ
た
と
い
う
。

研
修
で
活
用
す
る
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し

関
係
機
関
に
配
布

　各
種
研
修
で
用
い
た
テ
キ
ス
ト
「
変
わ
っ
て
い
く

思
春
期
の
『
か
ら
だ
』
と
『
こ
こ
ろ
』
を
大
好
き
に

な
る
」
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
の
メ
ン
バ
ー
が
中

17 ●WAMー2020.5

教職員を対象にした研修は27人が
受講した

定期開催した「STEPサロン」（全
９回）は、障害のある子どもの保護
者や支援者などが集い、相談や情報
交換の場として活用された

実践研修では受講者をグループに分け、人
体模型や教材を用いながら、さまざまなテー
マの講座（授業）のプログラムを作成。講
座形式で発表して講師からアドバイスを受
けた
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印象に残ったポイントを書いてみましょう

いきいき

ャレンジチ
いきいき

心
と
な
っ
て
作
成
し
て
お
り
、
各
種
研
修
で
活
用
す

る
ほ
か
、
行
政
の
関
係
課
や
教
育
委
員
会
、
関
係
機

関
な
ど
に
配
布
し
た
。

　作
成
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
・

若
者
の
体
と
心
の
変
化
に
関
す
る
医
学
的
な
基
本
知

識
を
は
じ
め
、
若
者
の
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
や
性
の
権

利
、
日
本
の
性
教
育
の
現
状
・
課
題
、
当
事
者
に
寄

り
添
っ
た
支
援
の
考
え
方
の
ほ
か
、
実
際
に
当
事
者

向
け
に
性
教
育
の
勉
強
会
を
行
っ
た
複
数
の
事
業
所

の
実
践
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
掲
載
。
事
業
所
や
教
育
現

場
で
勉
強
会
を
開
催
す
る
と
き
や
、
対
応
に
悩
ん
だ

と
き
に
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　そ
の
ほ
か
、助
成
事
業
で
は
障
害
の
あ
る
子
ど
も
・

若
者
の
保
護
者
や
支
援
者
等
を
対
象
に
し
た
「
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ
サ
ロ
ン
」（
全
９
回
）
を
毎
月
開
催
し
、
少
人

数
で
課
題
や
困
り
ご
と
を
話
し
合
う
機
会
を
つ
く
る

こ
と
に
よ
り
、
き
め
細
や
か
な
相
談
対
応
や
ア
ド
バ

イ
ス
が
で
き
る
体
制
を
つ
く
っ
た
。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
サ
ロ

ン
は
保
護
者
や
支
援
者
な
ど
35
人
が
利
用
し
、
障
害

の
あ
る
子
ど
も
・
若
者
の
思
春
期
に
お
け
る
支
援
ニ

ー
ズ
の
発
掘
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

性
教
育
の
実
践
に
活
か
せ
る

モ
デ
ル
づ
く
り
を
構
想

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
支
援
の
必
要
性
が
広

く
浸
透
す
る
と
と
も
に
、
正
し
い
知
識
や
対
応
で
き

る
ス
キ
ル
を
も
つ
支
援
者
が
増
え
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
た
。

　「『
支
援
者
向
け
集
中
研
修
』、『
教
員
向
け
研
修
』

に
お
い
て
は
定
員
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
り
、
あ

ら
た
め
て
障
害
の
あ
る
子
ど
も
・
若
者
の
思
春
期
に

お
け
る
対
応
に
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
、
受
講
者
か
ら
は
『
今
後
に
活
か
し
た
い
』

と
い
う
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
作

成
し
た
テ
キ
ス
ト
は
必
要
な
情
報
を
わ
か
り
や
す
く

ま
と
め
た
こ
と
で
配
布
先
か
ら
も
高
い
評
価
を
得

て
、
追
加
の
要
望
も
多
く
増
刷
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
」。

　今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
福
祉
事
業
所
や
学
校
で

性
教
育
を
行
う
際
に
参
考
と
な
る
複
数
の
モ
デ
ル
を

つ
く
り
、
支
援
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
等
で
性
教
育
の

授
業
を
行
う
た
め
に
は
、
ど

ん
な
に
現
場
の
教
員
や
職
員

が
必
要
性
を
感
じ
て
い
て

も
、
決
定
権
を
も
つ
管
理
職

や
経
営
層
の
意
識
を
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
実
施
す
る
こ

と
は
難
し
い
た
め
、
管
理
職

や
経
営
層
に
対
す
る
ア
プ
ロ

ー
チ
に
取
り
組
ん
で
い
く
と

し
て
い
る
。

　障
害
の
あ
る
子
ど
も
・
若

者
の
思
春
期
支
援
と
い
う
必

要
性
が
高
い
も
の
の
、
支
援

が
広
が
っ
て
い
な
い
分
野
に

取
り
組
む
同
法
人
の
活
動
が

全
国
に
広
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　平成 30 年度の助成事業では、障害
のある子ども・若者の思春期支援に取
り組むことにより、障害児者に関わる
保護者や支援者、教職員に性教育の必
要性を理解してもらうとともに、適切
な対応ができるスキルを身につけても
らうことにつながったことは大きな成
果となりました。
　性教育は障害の有無に関わらず、人
の自立には欠かせませんが、とくに障害のある人たちは情報
を正確に理解することが難しく、適切な性教育を受けていな
いために、実際に性被害に巻き込まれたり、加害者になって
しまうケースも少なくありませんので、保護者や支援者等が
しっかりと導いていけるよう性教育をさらに普及させていき
たいと考えています。

特定非営利活動法人子ども＆まちネット
副理事長／STEPプロジェクトリーダー　田中  弘美氏

さらなる性教育の普及に取り組む

〒464－0076
愛知県名古屋市千種区豊年町 3－18

都通団地第 1 号棟 111 号室
TEL /FAX： 052－768－5914
U R L： http://www.komachi-111.com/
設　　立：平成12 年 6 月
理 事 長：伊藤　一美

◆団体概要

助成事業で作成したテキスト
「変わっていく思春期の『か
らだ』と『こころ』を大好き
になる」。研修で活用したほ
か、行政の担当課、教育委員
会、関係機関などに配布した

U  R  L：https://www.komachi-111.com/
設　　立：平成12 年 6 月
理 事 長：水野　真由美
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提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
を

対
象
に
し
た
居
場
所
を
運
営
す
る
と
と
も
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
活
動
を
実
施
し
た
。

　「こ
れ
ま
で
支
援
に
関
わ
っ
て
き
た
生
活
困
窮
世

帯
は
、
そ
の
大
半
が
母
子
家
庭
で
準
要
保
護
世
帯
で

あ
る
こ
と
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
母
親
ひ
と
り

で
生
計
を
支
え
て
い
る
た
め
、
仕
事
や
育
児
の
負
担

が
大
き
く
、
幼
少
期
に
必
要
な
生
活
体
験
や
社
会
体

験
の
不
足
に
よ
る
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
の
低
さ
な

ど
が
課
題
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。
行
政
の
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
事
業
は
学
習
支
援
が
中
心
と
な
り
ま
す

が
、子
ど
も
は
学
習
だ
け
で
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な
情
操

や
体
験
に
よ
り
育
ち
ま
す
の
で
、
そ
の
部
分
が
欠
落

し
た
ま
ま
で
は
健
全
な
発
達
に
つ
な
が
ら
な
い
と
い

う
想
い
が
あ
り
、
助
成
事
業
で
は
、
生
活
困
窮
世
帯

の
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
居
場
所
を
運
営
す
る
と
と

も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
の
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、子
ど
も
た
ち
が
互
い
に
協
力
し
あ
い
、

気
づ
き
を
得
る
こ
と
で
自
己
肯
定
感
を
高
め
て
も
ら

う
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
」（
中
鉢
事
務
局
長
）。

県
内
３
カ
所
で
居
場
所
を
運
営

　困
窮
世
帯
の
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
居
場
所
の
運

営
は
、
交
通
の
便
が
悪
く
孤
立
し
が
ち
な
地
域
と
な

る
福
島
県
の
川
俣
町
、
桑
折
町
、
新
地
町
に
お
い
て
、

平
成
30
年
4
月
～
31
年
3
月
の
期
間
に
計
１
１
８
回

開
催
し
た
。

　居
場
所
の
実
施
体
制
と
活
動
に
つ
い
て
、
同
法
人

学
習
支
援
ス
タ
ッ
フ
・
助
成
事
業
担
当
者
の
大
野
見

和
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「居
場
所

の
開
催
は

基
本
的
に

毎
週
火
、

木
、
土
曜

日
の
週
３
回
と
し
、
各
地
域
の
公
民
館
や
個
人
宅
な

ど
を
活
用
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
か
ら
帰
っ
て

く
る
時
間
帯
に
実
施
し
ま
し
た
。
居
場
所
に
は
教
員

や
保
育
士
な
ど
の
資
格
を
も
つ
ス
タ
ッ
フ
を
配
置

し
、
子
ど
も
の
発
想
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
同
年
代

の
子
ど
も
や
ス
タ
ッ
フ
が
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
や
工
作
、
音
楽
鑑
賞
、
学
習
支
援
な

ど
の
文
化
的
活
動
を
行
う
ほ
か
、
調
理
体
験
と
し
て

参
加
者
が
一
緒
に
会
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ス
タ
ッ

フ
は
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
守
り
な
が
ら
必
要
に

応
じ
て
関
わ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
親
以
外
の
人
と
接

す
る
こ
と
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま

生活困窮世帯の子どもを対象にした居場所は、県内3
カ所で計118回開催し、延べ599人が参加した

特定非営利活動法人ビーンズふくしま
困窮世帯の子どもの居場所と体験活動事業

平成30年度事業

助成額
103万円

【事業概要】
　生活困窮世帯の子どもは、母子家庭が多く、母親の仕事や育児
の負担が大きいために、幼少期に必要な生活体験や社会体験の機
会が少ないという現状に対し、生活困窮世帯の子どもが親以外の
人と関わり、互いに協力しながら気づきを得られる居場所を運営
するとともに、さまざまな体験活動の機会を提供する事業

【実施内容】
◆�生活困窮世帯の子どもに対す
る居場所の運営
福島県の川俣町、桑折町、新
地町において生活困窮世帯の
子どもを対象にした居場所を
運営し、人との関わりを通し
て子どものソーシャルスキル
やコミュニケーションスキル
の向上を図る

◆�体験活動の実施
生活困窮世帯・ひとり親世帯
の子どもが不足しがちな生活
体験・社会体験を目的に、さ
まざまな体験活動を実施

事業概要

【成果】
◆平成 30 年 4月～ 31 年 3月の期間に、居場
所を計 118 回開催し、延べ 599 人（子ども
453人、保護者146人）が参加した
◆全14回実施した体験活
動では、外出体験をは
じめ、そば打ち、パン
づくり、デザートづく
りなどの調理体験、季
節行事などのイベント
を実施し、延べ76人（子
ども 61 人、保護者 15
人）が参加した
◆参加した子どもたちは居場所や体験活動を通
して、人との接し方や会話をする経験、自分
の気持ちを相手に伝える力を身につけ、自己
肯定感を高めることにつながった
　　保護者も、子どもと関わる楽しさや、我が
子の長所にあらためて気づくなど、気持ちに
余裕が生まれて子育てに自信をもてるように
なった
◆本事業を実施するなかで、地域資源や関係機
関、ボランティア等と連携を行うことにより、
地域のなかで子どもたちの育ちを支えるきっ
かけとなった

いきいき

ャレンジチ
いきいき

困
窮
世
帯
の

子
ど
も
の
居
場
所
と
体
験
活
動

生
き
に
く
さ
を
抱
え
る

子
ど
も
・
若
者
の
自
立
を
支
援

　福
島
市
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ビ
ー
ン
ズ

ふ
く
し
ま
は
、「
生
き
に
く
さ
を
抱
え
る
子
ど
も
・

若
者
が
、
自
ら
望
む
姿
で
つ
な
が
る
こ
と
の
で
き
る

社
会
を
つ
く
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
不
登
校
や
ひ
き

こ
も
り
の
子
ど
も
・
若
者
な
ど
に
安
心
で
き
る
居
場

所
を
提
供
し
、
寄
り
添
い
な
が
ら
、
ゆ
る
や
か
な
社

会
参
加
を
促
し
、
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　同
法
人
の
活
動
は
、
平
成
11
年
9
月
に
行
政
や
医

療
機
関
、
大
学
、
保
護
者
、
学
生
等
の
支
援
を
受
け
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
「
ビ
ー
ン
ズ
ふ
く
し
ま
」
を
設
立

し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
居
場
所
と
多
様
な
学
び
の
機
会
を
提
供
し
、

主
体
的
に
生
き
方
を
選
択
で
き
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
お
り
、
平
成
15
年
7
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取

得
し
た
。

　現
在
の
主
な
活
動
は
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
は
じ

め
、
生
活
困
窮
世
帯
の
小
学
生
か
ら
高
校
生
を
対
象

に
し
た
学
習
支
援
（
福
島
県
委
託
事
業
）
の
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
る
若
者
の
居
場
所
「
ユ
ー

ス
プ
レ
イ
ス
事
業
」、
子
育
て
支
援
や
東
日
本
大
震

災
の
復
興
交
流
拠
点
と
な
る
「
み
ん
な
の
家
」、
子

ど
も
食
堂
「
よ
し
い
だ
キ
ッ
チ
ン
」
な
ど
多
様
な
居

場
所
を
運
営
し
、
福
島
市
内
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
の
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
相
談

事
業
で
は
、「
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

や
「
こ
こ
ろ
の
相
談
室
」、「
福
島
県
ひ
き
こ
も
り
支

援
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
を
運
営
し
、
地
域
の
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
相
談
対
応
や
就
労
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　同
法
人
の
活
動
に
つ
い
て
、
事
務
局
長
の
中
鉢
博

之
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「学
習
支
援
で
は
、
福
島
県
は
広
域
な
こ
と
も
あ

り
、
車
な
ど
交
通
手
段
を
も
た
な
い
生
活
困
窮
世
帯

の
子
ど
も
へ
支
援
を
届
け
る
た
め
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

型
の
学
習
支
援
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
み

ん
な
の
家
』
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興
事
業
と
し
て

立
ち
上
が
り
、
子
育
て
世
帯
の
親
子
を
中
心
と
し
た

居
場
所
や
、
県
内
外
を
含
め
て
避
難
生
活
を
送
っ
て

い
た
親
子
の
孤
立
化
を
防
止
す
る
た
め
の
交
流
会
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
居
場
所
を

運
営
し
て
い
ま
す
。
本
来
、
子
ど
も
・
若
者
た
ち
は

＂育
つ
力＂
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
力
を
発
揮
で

き
な
い
の
は
社
会
の
ほ
う
に
課
題
が
あ
る
と
考
え
、

生
き
に
く
さ
を
抱
え
る
子
ど
も
の
＂育
つ
力＂
を
引

き
出
し
な
が
ら
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
方
針
と

し
て
い
ま
す
」。

困
窮
世
帯
の
子
ど
も
を
対
象
に
し
た

支
援
に
取
り
組
む

　同
法
人
は
、
平
成
30
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
の
居
場
所
と
体
験
活
動

事
業
」
を
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
に
対
し
、

幼
少
期
に
必
要
な
生
活
体
験
や
社
会
体
験
の
機
会
を

 WAMから ひと言

　生活困窮世帯の子どもの居場所と
体験活動事業の他、福島県という広域
で子どもが分散している環境でのア
ウトリーチ型学習支援を行いました。
同事業を実施するなかで、地域資源
や関係機関等と連携することにより
支援ネットワークが構築されました。
また、生きにくさを抱える子どもの
“育つ力”を引き出しながら伸ばして
いけるよう、生活困窮世帯の子ども
に不足しがちな生活体験や社会体験
を提供することで、子どもたちの自
己肯定感が高まるなど、具体的な成
長に繋がったことを高く評価します。
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福
島
県
福
島
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ビ
ー
ン
ズ
ふ
く
し
ま

生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
は
、
母
子
家
庭
が
多
く
、

母
親
の
仕
事
や
育
児
の
負
担
が
大
き
い
た
め
に
、
幼

少
期
に
必
要
な
生
活
体
験
や
社
会
体
験
の
機
会
が
少

な
い
と
い
う
現
状
に
対
し
、
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど

も
が
親
以
外
の
人
と
関
わ
り
、
互
い
に
協
力
し
な
が

ら
気
づ
き
を
得
ら
れ
る
居
場
所
を
運
営
す
る
と
と
も

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
の
機
会
を
提
供
す
る
事

業
を
実
施
し
た
、
福
島
県
福
島
市
の
特
定
非
営
利
活

動
法
人
ビ
ー
ン
ズ
ふ
く
し
ま
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。
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提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
を

対
象
に
し
た
居
場
所
を
運
営
す
る
と
と
も
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
活
動
を
実
施
し
た
。

　「こ
れ
ま
で
支
援
に
関
わ
っ
て
き
た
生
活
困
窮
世

帯
は
、
そ
の
大
半
が
母
子
家
庭
で
準
要
保
護
世
帯
で

あ
る
こ
と
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
母
親
ひ
と
り

で
生
計
を
支
え
て
い
る
た
め
、
仕
事
や
育
児
の
負
担

が
大
き
く
、
幼
少
期
に
必
要
な
生
活
体
験
や
社
会
体

験
の
不
足
に
よ
る
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
の
低
さ
な

ど
が
課
題
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。
行
政
の
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
事
業
は
学
習
支
援
が
中
心
と
な
り
ま
す

が
、子
ど
も
は
学
習
だ
け
で
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な
情
操

や
体
験
に
よ
り
育
ち
ま
す
の
で
、
そ
の
部
分
が
欠
落

し
た
ま
ま
で
は
健
全
な
発
達
に
つ
な
が
ら
な
い
と
い

う
想
い
が
あ
り
、
助
成
事
業
で
は
、
生
活
困
窮
世
帯

の
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
居
場
所
を
運
営
す
る
と
と

も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
の
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、子
ど
も
た
ち
が
互
い
に
協
力
し
あ
い
、

気
づ
き
を
得
る
こ
と
で
自
己
肯
定
感
を
高
め
て
も
ら

う
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
」（
中
鉢
事
務
局
長
）。

県
内
３
カ
所
で
居
場
所
を
運
営

　困
窮
世
帯
の
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
居
場
所
の
運

営
は
、
交
通
の
便
が
悪
く
孤
立
し
が
ち
な
地
域
と
な

る
福
島
県
の
川
俣
町
、
桑
折
町
、
新
地
町
に
お
い
て
、

平
成
30
年
4
月
～
31
年
3
月
の
期
間
に
計
１
１
８
回

開
催
し
た
。

　居
場
所
の
実
施
体
制
と
活
動
に
つ
い
て
、
同
法
人

学
習
支
援
ス
タ
ッ
フ
・
助
成
事
業
担
当
者
の
大
野
見

和
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「居
場
所

の
開
催
は

基
本
的
に

毎
週
火
、

木
、
土
曜

日
の
週
３
回
と
し
、
各
地
域
の
公
民
館
や
個
人
宅
な

ど
を
活
用
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
か
ら
帰
っ
て

く
る
時
間
帯
に
実
施
し
ま
し
た
。
居
場
所
に
は
教
員

や
保
育
士
な
ど
の
資
格
を
も
つ
ス
タ
ッ
フ
を
配
置

し
、
子
ど
も
の
発
想
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
同
年
代

の
子
ど
も
や
ス
タ
ッ
フ
が
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
や
工
作
、
音
楽
鑑
賞
、
学
習
支
援
な

ど
の
文
化
的
活
動
を
行
う
ほ
か
、
調
理
体
験
と
し
て

参
加
者
が
一
緒
に
会
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ス
タ
ッ

フ
は
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
守
り
な
が
ら
必
要
に

応
じ
て
関
わ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
親
以
外
の
人
と
接

す
る
こ
と
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま

生活困窮世帯の子どもを対象にした居場所は、県内3
カ所で計118回開催し、延べ599人が参加した

特定非営利活動法人ビーンズふくしま
困窮世帯の子どもの居場所と体験活動事業

平成30年度事業

助成額
103万円

【事業概要】
　生活困窮世帯の子どもは、母子家庭が多く、母親の仕事や育児
の負担が大きいために、幼少期に必要な生活体験や社会体験の機
会が少ないという現状に対し、生活困窮世帯の子どもが親以外の
人と関わり、互いに協力しながら気づきを得られる居場所を運営
するとともに、さまざまな体験活動の機会を提供する事業

【実施内容】
◆�生活困窮世帯の子どもに対す
る居場所の運営
福島県の川俣町、桑折町、新
地町において生活困窮世帯の
子どもを対象にした居場所を
運営し、人との関わりを通し
て子どものソーシャルスキル
やコミュニケーションスキル
の向上を図る

◆�体験活動の実施
生活困窮世帯・ひとり親世帯
の子どもが不足しがちな生活
体験・社会体験を目的に、さ
まざまな体験活動を実施

事業概要

【成果】
◆平成 30 年 4月～ 31 年 3月の期間に、居場
所を計 118 回開催し、延べ 599 人（子ども
453人、保護者146人）が参加した

◆全14回実施した体験活
動では、外出体験をは
じめ、そば打ち、パン
づくり、デザートづく
りなどの調理体験、季
節行事などのイベント
を実施し、延べ76人（子
ども 61 人、保護者 15
人）が参加した

◆参加した子どもたちは居場所や体験活動を通
して、人との接し方や会話をする経験、自分
の気持ちを相手に伝える力を身につけ、自己
肯定感を高めることにつながった

　　保護者も、子どもと関わる楽しさや、我が
子の長所にあらためて気づくなど、気持ちに
余裕が生まれて子育てに自信をもてるように
なった

◆本事業を実施するなかで、地域資源や関係機
関、ボランティア等と連携を行うことにより、
地域のなかで子どもたちの育ちを支えるきっ
かけとなった
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

遊
ん
で
い
る
様

子
を
み
て
、
子

ど
も
と
接
す
る

楽
し
さ
や
我
が

子
の
長
所
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
い
た
り
、
気
持
ち
に

余
裕
が
生
ま
れ
、
自
分
自
身
や
子
育
て
に
自
信
を
も

つ
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

地
域
の
な
か
で

子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
き
っ
か
け
に

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、

生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
居
場
所
の

運
営
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
自
己
肯
定
感
の
向
上
や

気
づ
き
を
得
る
こ
と
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。

　「先
日
、
活
動
に
参
加
し
た

子
ど
も
が
通
う
小
学
校
の
先
生

と
話
す
機
会
が
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
が
体
験
活
動
の
こ
と
を
ず

っ
と
話
し
て
い
た
と
聞
き
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
経

験
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
ま
し
た
。ま
た
、

先
生
か
ら
は
当
法
人
が
調

理
体
験
活
動
を
し
て
い
る

こ
と
に
対
し
、
子
ど
も
た

ち
の
よ
い
経
験
に
な
っ
て

い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
家
庭
で

さ
ま
ざ
ま
な
食
材
を
食
べ
る
経
験
を
し
て
い
な
い

と
、
小
学
校
に
入
学
し
て
給
食
で
い
ろ
い
ろ
な
食
材

が
出
て
き
て
も
、
口
を
つ
け
ら
れ
な
い
子
ど
も
が
い

る
こ
と
を
心
配
し
て
お
り
、
食
に
関
す
る
体
験
活
動

の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
」（
大
野

氏
）。　さ

ら
に
、
同
事
業
を
実
施
す
る
な
か
で
、
地
域
資

源
や
関
係
機
関
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
連
携
し
て
取

り
組
む
こ
と
に
よ
り
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ

れ
、
地
域
の
な
か
で
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
支
え
る

き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
た
。

　助
成
事
業
終
了
後
に
新
た

に
始
ま
っ
た
連
携
と
し
て

は
、
居
場
所
の
活
動
終
了
後

に
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力

に
よ
り
、
同
じ
建
物
内
で
子

ど
も
食
堂
を
開
催
し
て
も
ら

い
、
参
加
者
に
食
事
を
提
供

す
る
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
と
い
う
。

　居
場
所
や
体
験
活
動
を
通

し
て
、
幼
少
期
に
必
要
な
生

活
体
験
・
社
会
体
験
の
機
会

を
提
供
し
、
子
ど
も
の
育
ち

を
支
え
る
同
法
人
の
取
り
組

み
が
全
国
に
広
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　平成 30 年度の WAM 助成で
は、生活困窮世帯の子どもの居場
所づくりと体験活動を地域の関係
機関と連携して取り組むことによ
り、地域のなかで子どもの育ちを支えるきっかけをつくる
ことができました。
　事業を通じて、当法人が居場所の運営にとどまらず、学
習支援や生活支援などさまざまな支援に取り組んでいるこ
とが、学校をはじめ、行政や関係機関に周知されたことで、
学習支援の依頼が増えるという効果も出ています。
　その一方で、依頼が増えることでスタッフの負担が大き
くなり、支援できる範囲が限られるなかで、ニーズに対す
るリソースの不足が新たな課題となっています。生活困窮
だけでなく、なかには不登校やひきこもりなど複合的な課
題を抱えている家庭も少なくありませんので、関係機関と
連携しながら、生きづらさを感じている人たちへの支援を
地域のなかでつくることを模索していきたいと考えていま
す。

特定非営利活動法人
　　　ビーンズふくしま

事務局長　中鉢  博之氏

地域のなかで
生きづらさを抱える人たちの
支援をつくる

〒960－8066　福島市矢剣町 22－5
TEL／ FAX： 024－563－6255
U R L： https://beans-fukushima.or.jp/
設　立：平成 11 年 9 月
理事長：若月　ちよ

◆団体概要

外出体験では、子どもたちが自分たちで切
符を買い、電車に乗って子ども関連の施設
見学に出かけた

特定非営利活動法人
ビーンズふくしま

　
学習支援スタッフ 

大野 見和氏

し
た
」。

　居
場
所
の
参
加
者
は
、
幼
児
か
ら
高
校
生
と
年
齢

層
が
幅
広
く
、
同
法
人
が
日
頃
の
活
動
か
ら
関
わ
っ

て
い
る
子
ど
も
の
ほ
か
、
地
域
の
社
会
福
祉
協
議
会

や
支
援
団
体
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

小
中
学
校
、
民
生
委
員
な
ど
に
対
象
者
へ
の
周
知
を

協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
延
べ
５
９
９
人
（
子
ど

も
延
べ
４
５
３
人
、
保
護
者
延
べ
１
４
６
人
）
の
参

加
が
あ
っ
た
。

　居
場
所
の
活
動
で
は
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か

ら
提
案
の
あ
っ
た
「
や
り
た
い
こ
と
」
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
、
具
体
化
す
る
こ
と
で
継
続
的
な
参
加
に

つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

さ
ま
ざ
ま
な

体
験
活
動
の
機
会
を
提
供

　生
活
困
窮
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
の
子
ど
も
が
不

足
し
が
ち
な
生
活
体
験
・

社
会
体
験
の
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

体
験
活
動
は
、
居
場
所
に

参
加
し
た
子
ど
も
か
ら
要

望
が
あ
っ
た
活
動
を
中
心

に
計
14
回
実
施
し
た
。

　体
験
活
動
で
は
、
子
ど

も
が
自
分
で
切
符
を
買

い
、
電
車
に
乗
っ
て
子
ど

も
関
連
の
施
設
に
出
か
け

た
り
、
自
分
の
興
味
の
あ

る
店
を
見
学
す
る
外
出
体

験
を
は
じ
め
、
そ
ば
打
ち

や
パ
ン
づ
く
り
、
ラ
ン
チ

づ
く
り
、
デ
ザ
ー
ト
づ
く

り
な
ど
の
調
理
体
験
、
ク

リ
ス
マ
ス
や
バ
レ
ン
タ
イ

ン
、
誕
生
日
会
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
体
験
を
実
施
し
、

延
べ
76
人
（
子
ど
も
延
べ

61
人
、保
護
者
延
べ
15
人
）

が
参
加
し
た
。

　体
験
活
動
で
は
、
家
庭

で
調
理
を
し
た
こ
と
の
な
い
子
ど
も
が
少
な
く
な
い

た
め
、と
く
に
食
に
関
す
る
活
動
の
満
足
度
が
高
く
、

家
庭
の
食
卓
に
の
ぼ
ら
な
い
食
材
を
初
め
て
口
に
し

た
子
ど
も
た
ち
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

人
と
の
接
し
方
や

気
持
ち
を
伝
え
る
力
を
身
に
つ
け
る

　「居
場
所
や
体
験
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
人
と
の
接
し
方
や
人
と
話
す
経
験
、
自
分
の
気
持

ち
を
相
手
に
伝
え
る
力
を
着
実
に
身
に
つ
け
て
き
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
最
初
の
頃
は
『
自

分
の
こ
と
を
み
て
』
と
い
う
要
求
が
多
か
っ
た
子
ど

も
が
、
周
り
の
子
ど
も
た
ち
を
み
な
が
ら
、
互
い
に

認
め
あ
う
よ
う
に
な
っ
た
り
、
体
験
活
動
で
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
し
て
成
功
体
験
や
失
敗
体
験
を
す
る
な

か
で
、『
次
に
や
る
と
き
に
こ
の
よ
う
に
工
夫
し
た

い
』
と
、
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
に
踏
み
出
せ
て
い
ま

す
。
こ
の
『
何
か
を
や
っ
て
み
た
い
』
と
い
う
意
欲

は
自
己
肯
定
感
の
高
ま
り
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
行
動
を
み
る
と
、

学
習
支
援
な
ど
で
生
活
困
窮
世
帯
の
自
宅
を
訪
問
す

る
と
、
玄
関
に
靴
が
散
乱
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
居
場
所
や
体
験
活
動
の
際
に
は
、
周
り
の

影
響
も
あ
り
誰
か
に
言
わ
れ
る
の
で
は
な
く
自
分
か

ら
靴
を
揃
え
る
な
ど
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

子
ど
も
た
ち
の
姿
を
発
見
で
き
た
こ
と
が
印
象
的
で

し
た
」（
大
野
氏
）。

　さ
ら
に
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
も
一
緒

に
居
場
所
や
体
験
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
普
段

は
自
分
の
子
ど
も
だ
け
を
み
て
「
ど
う
し
て
う
ち
の

子
は
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
」
と
悲
観
的
に
な
っ
て
い

る
保
護
者
が
、
我
が
子
が
ほ
か
の
子
ど
も
と
笑
顔
で

19 ●WAMー2020.10

家庭では玄関に靴を脱ぎっぱなし
にしている子どもが、居場所や体験
活動の際には靴を揃えるなど、普段
みることのできない子どもたちの
姿があった

そば打ちやパンづくりなどの調理体験を行う子
どもたち
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印象に残ったポイントを書いてみましょう
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し
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る
同
法
人
の
取
り
組

み
が
全
国
に
広
が
る
こ
と
が
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さ
れ
る
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　平成 30 年度の WAM 助成で
は、生活困窮世帯の子どもの居場
所づくりと体験活動を地域の関係
機関と連携して取り組むことによ
り、地域のなかで子どもの育ちを支えるきっかけをつくる
ことができました。
　事業を通じて、当法人が居場所の運営にとどまらず、学
習支援や生活支援などさまざまな支援に取り組んでいるこ
とが、学校をはじめ、行政や関係機関に周知されたことで、
学習支援の依頼が増えるという効果も出ています。
　その一方で、依頼が増えることでスタッフの負担が大き
くなり、支援できる範囲が限られるなかで、ニーズに対す
るリソースの不足が新たな課題となっています。生活困窮
だけでなく、なかには不登校やひきこもりなど複合的な課
題を抱えている家庭も少なくありませんので、関係機関と
連携しながら、生きづらさを感じている人たちへの支援を
地域のなかでつくることを模索していきたいと考えていま
す。

特定非営利活動法人
　　　ビーンズふくしま

事務局長　中鉢  博之氏

地域のなかで
生きづらさを抱える人たちの
支援をつくる

〒960－8066　福島市矢剣町 22－5
TEL／ FAX： 024－563－6255
U R L： https://beans-fukushima.or.jp/
設　立：平成 11 年 9 月
理事長：若月　ちよ

◆団体概要

外出体験では、子どもたちが自分たちで切
符を買い、電車に乗って子ども関連の施設
見学に出かけた

特定非営利活動法人
ビーンズふくしま

　
学習支援スタッフ 

大野 見和氏

〒960－8066　福島県福島市矢剣町 22－5
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支
援
だ
け
で
な
く
、
日
常
的
に
集
え
る
居
場
所
な
ど

で
自
立
に
向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
若

者
ホ
ー
ム
レ
ス
の
特
徴
と
し
て
、例
え
ば
、雑
誌
『
ビ

ッ
グ
イ
シ
ュ
ー
』
の
販
売
に
抵
抗
が
あ
る
人
も
少
な

く
な
く
、
自
分
が
ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
で
あ
る
こ
と
を

発
信
す
る
こ
と
を
嫌
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
も
と
も

と
、
当
法
人
は
ホ
ー
ム
レ
ス
の
生
活
自
立
応
援
の
な

か
で
ス
ポ
ー
ツ
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
も

あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
入
り
口
に
し
た
居
場
所
を
つ
く

る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
的
な
困
難
を
抱
え
る
若
者
た

ち
が
参
加
し
や
す
く
し
、
交
流
を
図
り
な
が
ら
自
立

に
向
け
た
支
援
を
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
」

（
以
下
、「  

」
内
は
川
上
氏
の
説
明
）。

　な
お
、
同
法
人
は
、
平
成
29
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成

で
ス
ポ
ー
ツ
を
入
り
口
に
し
た
居
場
所
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
30
年
度
は
東
京
で
実
施
し
た
活
動

を
大
阪
に
広
げ
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
践
で
き
る
支
援
者
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し

た
支
援
講
習
会
を
実
施
し
た
。

　事
業
の
円
滑
な
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
的
不

利
・
困
難
を
抱
え
る

若
者
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
促
進
の
た
め

の
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
サ
ッ
カ
ー
ア
ソ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
委
員

会
」
を
開
催
し
、
課

題
の
共
有
や
運
営
体

制
、
ス
ポ
ー
ツ
を
推

進
す
る
担
い
手
の
育

成
な
ど
に
つ
い
て
検

討
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
践
で
き
る
人
材
を
育
成

　ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
で
き
る
支
援
者
の

人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
支
援
講
習
会
は
、
平
成
29

年
度
の
助
成
事
業
で
ま
と
め
た
「
ス
ポ
ー
ツ
を
用
い

た
若
者
支
援
や
社
会
参
加
を
応
援
す
る
先
駆
事
例
調

査
」を
も
と
に
、同
法
人
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ス

ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
た
。

　講
習
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
用
い

た
先
駆
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介
や
居
場
所
づ
く
り

の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
社
会
的
困
難
を
抱
え
る
人
に
対
す
る

コ
ー
チ
ン
グ
の
手
法
、オ
ラ
ン
ダ
で
展
開
さ
れ
る「
ソ

ー
シ
ャ
ル
ス

ポ
ー
ツ
コ
ー

チ
」
の
役
割

や
ス
キ
ル
な

ど
に
つ
い
て

学
ん
だ
。

　全
4
回
実

施
し
た
支
援

講
習
会
で
は
、
社
会
的
困
難
を
抱
え
る
若
者
の
支
援

者
を
は
じ
め
、
当
事
者
、
一
般
市
民
な
ど
延
べ

１
１
１
人
が
受
講
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
サ
ロ
ン
」
を

東
京
・
大
阪
で
開
催

　ス
ポ
ー
ツ
を
入
り
口
に
社
会
的
困
難
を
抱
え
る
若

者
が
日
常
的
に
集
い
、
情
報
交
換
や
心
身
の
健
康
促

進
、
社
会
資
源
へ
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
サ
ロ
ン
」
は
東
京
と
大

阪
で
実
施
し
た
。

　18
回
開
催
し
た
東
京
で
は
延
べ
３
３
３
人
、
４
回

全18回開催した東京の「スポーツ交流
サロン」には、社会的困難を抱える若者
など延べ333人が参加した

認定NPO法人ビッグイシュー基金
社会的困難な若者へのスポーツ応援展開事業

平成30年度事業

助成額
862万9千円

【事業概要】
社会的困難を抱える若者に対し、情報交換や心身の健康促進、
社会資源へのつながりをつくることを目的に、スポーツを入り
口にした日常的な集いの場「スポーツ交流サロン」やスポーツ
の祭典「ダイバーシティカップ」を開催するほか、スポーツプ
ログラムを実践できる支援者を育成する講習会を実施する事業

【実施内容】
◆�社会的不利・困難を抱える若者などのス
ポーツ活動促進のための委員会の開催
円滑な事業の実施に向けて、運営や課
題の把握、スポーツ推進の担い手の育
成などについて検討
◆�スポーツを用いた支援講習会
社会的不利・困難を抱えた若者などの
支援団体がスポーツプログラムを展開
できるよう、人材育成を目的にした講
習会を開催
◆�社会的不利・困難を抱える若者などの
集う「スポーツ交流サロン」
社会的困難を抱える若者に対し、スポ
ーツを入り口にした交流サロンを開催
し、日常的に集いながら、情報交換や
心身の健康増進、社会資源とのつなが
りをつくる
◆�スポーツの祭典「ダイバーシティカッ
プ」の開催
「スポーツ交流サロン」に参加した当事
者が目標となる大会を開催し、チーム
づくりや練習することを促進。当事者
と支援者が立場を超えてつながりをも
つことを目指す

事業概要

【成果】
◆全 4回開催した支援講習会には、社会
的困難を抱えた若者の支援者、当事者な
ど延べ111人が受講した
◆東京と大阪で実施した「スポーツ交流サ
ロン」は、18回開催した東京では延べ
333 人、4 回開催した大阪では延べ
130人が参加した
◆東京で開催した「ダイ
バーシティカップ 5」
には200人、大阪で開
催した「第1回ダイバ
ーシティカップ in 関
西」には150人が参加
　　大会だけではなく、
事前交流会と事後交流会をあわせて開
催することにより、当事者や支援者の交
流をより深めることができた

▼
　スポーツを通じた社会的包摂の取り組
みを広げていくため、令和 2 年 3 月に
NPO法人ダイバーシティサッカー協会を
設立し、全国の支援団体と協働して運営ノ
ウハウの提供や情報交換、連携体制の強化
などを行っている

いきいき

ャレンジチ
いきいき

ス
ポ
ー
ツ
を
入
り
口
に
し
た

社
会
的
困
難
を
抱
え
る
若
者
の
支
援

～
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
サ
ッ
カ
ー
で
人
と
つ
な
が
る
～

ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
を
解
決
し

誰
も
が
生
き
や
す
い
社
会
を
つ
く
る

　大
阪
市
に
あ
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ

ー
基
金
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
・
貧
困
問
題
を
解
決
し
、

誰
も
が
生
き
や
す
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
る
人
た
ち
の
総
合
的

な
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　同
法
人
の
設
立
経
緯
は
、
母
体
で
あ
る
「
有
限
会

社
ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ
ー
日
本
」
で
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
に

仕
事
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
雑
誌
『
ビ
ッ
グ

イ
シ
ュ
ー
』
を
発
行
し
、路
上
で
販
売
し
て
も
ら
い
、

そ
の
売
り
上
げ
の
半
分
を
収
入
と
す
る
社
会
的
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
ホ
ー
ム
レ
ス

の
自
立
に
は
就
労
を
含
め
た
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
平
成
19
年
に
非
営
利

団
体
ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ
ー
基
金
を
設
立
し
、
翌
年
4
月

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
し
た
。
現
在
は
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
認
可
を
受
け
て
い
る
。

　主
な
活
動
と
し
て
は
、「
ホ
ー
ム
レ
ス
を
中
心
と

し
た
困
窮
者
の
生
活
自
立
応
援
」、「
問
題
解
決
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
政
策
提
案
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
市
民
活
動
」
の
3
つ
の
事
業
を
柱
に
、
各

種
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
貧
困
問
題
の
解
決
と

「
誰
に
で
も
居
場
所
と
出
番
の
あ
る
包
摂
社
会
」
の

形
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　生
活
自
立
応
援
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ホ
ー
ム
レ

ス
の
自
立
に
向
け
て
必
要
な
情
報
を
ま
と
め
た
「
路

上
脱
出
・
生
活
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ガ
イ
ド
」を
作
成
し
、全
国
各

地
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
定
期
的
な
健
康
診
断
や

住
ま
い
、仕
事
、生
活
、法
律
な
ど
に
関
す
る
相
談
事

業
を
行
っ
て
い
る
。就
労
支
援
で
は
、雑
誌
『
ビ
ッ
グ

イ
シ
ュ
ー
』の
販
売
を
は
じ
め
、就
労
支
援
団
体
と
連

携
し
て
仕
事
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
を
入
り
口
に
し
た

居
場
所
を
つ
く
る

　同
法
人
は
、
平
成
30
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
社
会
的
困
難
な
若
者
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
応
援
展

開
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
困
難
を
抱
え
る

若
者
に
対
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
入
り
口
に
し
た
居
場
所

を
つ
く
り
、
日
常
的
に
集
う
こ
と
に
よ
り
情
報
交
換

や
心
身
の
健
康
増
進
、
社
会
資
源
へ
の
つ
な
が
り
を

つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
ス
ポ
ー
ツ
活
動
促
進
の

た
め
の
委
員
会
の
開
催
、
②
支
援
講
習
会
、
③
ス
ポ

ー
ツ
交
流
サ
ロ
ン
、
④
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
「
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
カ
ッ
プ
」
の
開
催
な
ど
を
実
施
し
た
。

　助
成
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
川
上
翔
氏
は
次
の
よ

う
に
語
る
。

　「若
者
ホ
ー
ム
レ
ス
は
、
家
や
仕
事
が
な
い
だ
け

で
な
く
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
、
精
神
疾
患
な
ど

複
合
的
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
住
ま
い
や
就
労
の

 WAMから ひと言

　社会的困難を抱える若者に対し、ス
ポーツを通じて心身の健康増進、社会
資源のつながりをつくることを目的
に、日常的な集い「スポーツ交流サロ
ン」、その目標の場となるスポーツの
祭典「ダイバーシティカップ」を開催
しました。祭典では事前事後の交流会
を設ける工夫をするなど、交流の場を
重視することで分野の異なる支援団体
の連携がスタートするといった波及効
果もみられました。また、支援者向け
に「講習会」を実施し、当事者とその
支援者双方から意図した成果をあげら
れたことは高く評価します。
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大
阪
府
大
阪
市
・
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ
ー
基
金

社
会
的
困
難
を
抱
え
る
若
者
に
対
し
、
情
報
交
換

や
心
身
の
健
康
促
進
、
社
会
資
源
へ
の
つ
な
が
り
を

つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
入
口
に
し
た

日
常
的
な
集
い
の
場
「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
サ
ロ
ン
」
や

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
カ
ッ
プ
」
を

開
催
す
る
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
で

き
る
支
援
者
を
育
成
す
る
講
習
会
を
実
施
す
る
事
業

を
行
っ
た
、大
阪
府
大
阪
市
の
認
定
N
P
O
法
人
ビ
ッ

グ
イ
シ
ュ
ー
基
金
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

9

39



支
援
だ
け
で
な
く
、
日
常
的
に
集
え
る
居
場
所
な
ど

で
自
立
に
向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
若

者
ホ
ー
ム
レ
ス
の
特
徴
と
し
て
、例
え
ば
、雑
誌
『
ビ

ッ
グ
イ
シ
ュ
ー
』
の
販
売
に
抵
抗
が
あ
る
人
も
少
な

く
な
く
、
自
分
が
ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
で
あ
る
こ
と
を

発
信
す
る
こ
と
を
嫌
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
も
と
も

と
、
当
法
人
は
ホ
ー
ム
レ
ス
の
生
活
自
立
応
援
の
な

か
で
ス
ポ
ー
ツ
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
も

あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
入
り
口
に
し
た
居
場
所
を
つ
く

る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
的
な
困
難
を
抱
え
る
若
者
た

ち
が
参
加
し
や
す
く
し
、
交
流
を
図
り
な
が
ら
自
立

に
向
け
た
支
援
を
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
」

（
以
下
、「  

」
内
は
川
上
氏
の
説
明
）。

　な
お
、
同
法
人
は
、
平
成
29
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成

で
ス
ポ
ー
ツ
を
入
り
口
に
し
た
居
場
所
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
30
年
度
は
東
京
で
実
施
し
た
活
動

を
大
阪
に
広
げ
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
践
で
き
る
支
援
者
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し

た
支
援
講
習
会
を
実
施
し
た
。

　事
業
の
円
滑
な
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
的
不

利
・
困
難
を
抱
え
る

若
者
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
促
進
の
た
め

の
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
サ
ッ
カ
ー
ア
ソ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
委
員

会
」
を
開
催
し
、
課

題
の
共
有
や
運
営
体

制
、
ス
ポ
ー
ツ
を
推

進
す
る
担
い
手
の
育

成
な
ど
に
つ
い
て
検

討
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
践
で
き
る
人
材
を
育
成

　ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
で
き
る
支
援
者
の

人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
支
援
講
習
会
は
、
平
成
29

年
度
の
助
成
事
業
で
ま
と
め
た
「
ス
ポ
ー
ツ
を
用
い

た
若
者
支
援
や
社
会
参
加
を
応
援
す
る
先
駆
事
例
調

査
」を
も
と
に
、同
法
人
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ス

ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
た
。

　講
習
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
用
い

た
先
駆
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介
や
居
場
所
づ
く
り

の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
社
会
的
困
難
を
抱
え
る
人
に
対
す
る

コ
ー
チ
ン
グ
の
手
法
、オ
ラ
ン
ダ
で
展
開
さ
れ
る「
ソ

ー
シ
ャ
ル
ス

ポ
ー
ツ
コ
ー

チ
」
の
役
割

や
ス
キ
ル
な

ど
に
つ
い
て

学
ん
だ
。

　全
4
回
実

施
し
た
支
援

講
習
会
で
は
、
社
会
的
困
難
を
抱
え
る
若
者
の
支
援

者
を
は
じ
め
、
当
事
者
、
一
般
市
民
な
ど
延
べ

１
１
１
人
が
受
講
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
サ
ロ
ン
」
を

東
京
・
大
阪
で
開
催

　ス
ポ
ー
ツ
を
入
り
口
に
社
会
的
困
難
を
抱
え
る
若

者
が
日
常
的
に
集
い
、
情
報
交
換
や
心
身
の
健
康
促

進
、
社
会
資
源
へ
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
サ
ロ
ン
」
は
東
京
と
大

阪
で
実
施
し
た
。

　18
回
開
催
し
た
東
京
で
は
延
べ
３
３
３
人
、
４
回

全18回開催した東京の「スポーツ交流
サロン」には、社会的困難を抱える若者
など延べ333人が参加した

認定NPO法人ビッグイシュー基金
社会的困難な若者へのスポーツ応援展開事業

平成30年度事業

助成額
862万9千円

【事業概要】
社会的困難を抱える若者に対し、情報交換や心身の健康促進、
社会資源へのつながりをつくることを目的に、スポーツを入り
口にした日常的な集いの場「スポーツ交流サロン」やスポーツ
の祭典「ダイバーシティカップ」を開催するほか、スポーツプ
ログラムを実践できる支援者を育成する講習会を実施する事業

【実施内容】
◆�社会的不利・困難を抱える若者などのス
ポーツ活動促進のための委員会の開催
円滑な事業の実施に向けて、運営や課
題の把握、スポーツ推進の担い手の育
成などについて検討
◆�スポーツを用いた支援講習会
社会的不利・困難を抱えた若者などの
支援団体がスポーツプログラムを展開
できるよう、人材育成を目的にした講
習会を開催
◆�社会的不利・困難を抱える若者などの
集う「スポーツ交流サロン」
社会的困難を抱える若者に対し、スポ
ーツを入り口にした交流サロンを開催
し、日常的に集いながら、情報交換や
心身の健康増進、社会資源とのつなが
りをつくる
◆�スポーツの祭典「ダイバーシティカッ
プ」の開催
「スポーツ交流サロン」に参加した当事
者が目標となる大会を開催し、チーム
づくりや練習することを促進。当事者
と支援者が立場を超えてつながりをも
つことを目指す

事業概要

【成果】
◆全 4回開催した支援講習会には、社会
的困難を抱えた若者の支援者、当事者な
ど延べ111人が受講した

◆東京と大阪で実施した「スポーツ交流サ
ロン」は、18回開催した東京では延べ
333 人、4 回開催した大阪では延べ
130人が参加した

◆東京で開催した「ダイ
バーシティカップ 5」
には200人、大阪で開
催した「第1回ダイバ
ーシティカップ in 関
西」には150人が参加

　　大会だけではなく、
事前交流会と事後交流会をあわせて開
催することにより、当事者や支援者の交
流をより深めることができた

▼
　スポーツを通じた社会的包摂の取り組
みを広げていくため、令和 2 年 3 月に
NPO法人ダイバーシティサッカー協会を
設立し、全国の支援団体と協働して運営ノ
ウハウの提供や情報交換、連携体制の強化
などを行っている
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
参
加
し
て
も
ら
う
か
た
ち
と
な

り
、
日
頃
か
ら
各
支
援
団
体
等
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

し
て
い
る
チ
ー
ム
や
、『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
カ
ッ
プ
』

を
き
っ
か
け
に
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
参
加
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
大
会
に
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
当
事
者

を
は
じ
め
、
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
、
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
に
通
う
子
ど
も
、児
童
養
護
施
設
出
身
の
若
者
、

精
神
障
害
者
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
な
ど
の
支
援
団

体
や
個
人
で
結
成
し
た
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
」。

　東
京
で
は
延
べ
２
０
０
人（
10
チ
ー
ム
）、大
阪
で

は
延
べ
１
５
０
人（
12
チ
ー
ム
）が
参
加
し
、東
京
で

開
催
し
た
大
会
に
は
、
神
奈
川
、
千
葉
、
山
梨
、
宮

城
な
ど
広
域
か
ら
の
参
加
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　さ
ら
に
、
大
会
の
開
催
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
会
の

前
後
に
事
前
交
流
会
と
事
後
交
流
会
を
開
催
す
る
こ

と
で
、
参
加
者
や
支
援
者
が
よ
り
交
流
を
図
れ
る
機

会
を
つ
く
っ
た
。

　「大
会
や
交
流
会
を
通
し
て
、
多
様
な
当
事
者
同

士
が
立
場
を
超
え
た
交
流
を
す
る
と
と
も
に
、
支
援

者
同
士
の
情
報
交
換
や
連
携
の
強
化
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
う
つ
病
支
援
と
不
登
校
の
若
者

支
援
と
い
う
分
野
の
異
な
る
支
援
団
体
の
連
携
が
ス

タ
ー
ト
す
る
な
ど
、
支
援
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構

築
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
普
段
、
専
門

性
に
特
化
し
て
い
る
支
援
団
体
の
場
合
、
支
援
の
考

え
方
で
互
い
に
譲
れ
な
い
部
分
が
あ
り
、
連
携
が
難

し
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
入
り
口

に
し
て
い
る
の
で
ス
ム
ー
ズ
に
交
流
で
き
る
面
も
あ

る
と
思
い
ま
す
」。

全
国
に
活
動
を
広
げ
て
い
く
一
歩
に

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
入
り
口

に
し
た
居
場
所
づ
く
り
の
活
動
を
広
げ
る
と
と
も

に
、
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
す
る
支
援
者
の

人
材
育
成
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「『
ス
ポ
ー
ツ
交
流
サ
ロ
ン
』
や
『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
カ
ッ
プ
』
が
東
京
だ
け
で
な
く
、
大
阪
で
の
活
動

に
広
が
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

社
会
的
困
難
を
抱
え
た
若
者
は
全
国
に
い
ま
す
の

で
、
全
都
道
府
県
で
大
会
を
開
催
し
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い
と
思
え
ば
、
誰
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
、
人
と
つ
な
が
れ
る
こ
と
の
一

歩
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」。

　助
成
事
業
終
了
後
の
波
及
効
果
と
し
て
、
同
法
人

が
事
務
局
と
し
て
運
営
し
て
き
た
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
サ
ッ
カ
ー
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
」
を
発
展

さ
せ
、
令
和
２
年
3
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
サ
ッ
カ
ー
協
会
」
を
設
立
し
て
い
る
。

　現
在
、
同
会
で
は
全
国
各
地
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
社
会
的
包
摂
に
取
り

組
ん
で
い
る
支
援
団
体
と
オ

ン
ラ
イ
ン
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

定
期
的
に
行
い
、
運
営
ノ
ウ

ハ
ウ
の
提
供
や
情
報
交
換
、

協
力
体
制
の
強
化
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
居
場
所
づ
く
り
や
イ
ベ
ン

ト
等
の
活
動
を
広
げ
て
い
く

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　社
会
的
困
難
を
抱
え
る
若

者
に
対
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
入

り
口
に
し
た
居
場
所
を
提
供

し
、
自
立
に
向
け
た
支
援
に

つ
な
げ
る
同
法
人
の
取
り
組

み
が
全
国
に
広
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　スポーツを通じた活動をしていくため
に、運営資金の確保は課題となっていま
す。その要因の一つとして、スポーツを
通じた取り組みは余暇活動として捉えら
れてしまうため、例えば学習支援や就労
支援であれば、寄付者に対して説明がし
やすく寄付も集まりやすいのですが、余暇活動に近いスポーツ
を通じた取り組みは共感を得にくいところがあり、寄付を集め
たり、行政の事業化につなげることは難しい面があります。
　実際にスポーツを入り口にした居場所づくりなどの活動によ
り、これまで潜在化してつながることのできなかった社会的不
利や困難を抱える若者と継続的に関わり、適切な支援につないだ
り、支援者同士のネットワークを構築する成果を生み出すこと
ができていますので、このような活動を広く社会に発信し、共
感を得ていく必要があると考えています。

認定 NPO 法人ビッグイシュー基金
プログラム・コーディネーター　

川上  翔氏

活動を社会に発信し、共感を得る

〒530－0003　大阪市北区堂島 2－3－2 堂北ビル4階
T E L： 06－6345－1517
FA X： 06－6457－1358
U R L： https://bigissue.or.jp
設　立：平成 19 年 9 月
共同代表：稲葉　剛、枝元なほみ、米本　昌平

◆団体概要

開
催
し
た
大
阪
で
は
延
べ
１
３
０
人
が
参
加
し
た
。

参
加
者
は
ほ
ぼ
男
性
で
、
路
上
生
活
者
や
不
登
校
、

ひ
き
こ
も
り
、
精
神
疾
患
を
抱
え
る
人
の
ほ
か
、
難

民
申
請
を
し
て
い
る
外
国
人
な
ど
の
参
加
が
あ
り
、

年
齢
は
10
～
70
歳
代
と
幅
広
く
、
30
歳
代
が
最
も
多

か
っ
た
と
い
う
。

　東
京
で
開
催
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
サ
ロ
ン
」は
、

サ
ロ
ン
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
サ
ッ
カ
ー
交
流
」

と
「
交
流
勉
強
会
」
を
あ
わ
せ
て
実
施
し
た
。

　「参
加
者
は
年
齢
や
背
景
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
対
人

関
係
に
不
安
を
も
つ
人
も
少
な
く
な
い
た
め
、『
サ

ッ
カ
ー
交
流
』
で
は
最
初
に
、
握
手
を
し
て
自
己
紹

介
を
し
た
り
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
し
な
が
ら
ハ
イ
タ

ッ
チ
す
る
な
ど
、
体
を

使
っ
た
ア
イ
ス
ブ
レ
イ

ク
（
初
対
面
の
人
同
士

が
出
会
う
と
き
に
緊
張

を
ほ
ぐ
す
手
法
）
で
心

身
を
ほ
ぐ
し
て
も
ら
っ

た
あ
と
に
、
ボ
ー
ル
を

使
っ
た
練
習
や
試
合
形

式
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
サ
ッ

カ
ー
交
流
の
あ
と
は
、

参
加
者
同
士
で
食
事
を

し
な
が
ら
、
そ
の
日
の

プ
レ
イ
を
振
り
返
っ
た

り
、
自
分
が
抱
え
て
い

る
課
題
を
互
い
に
話
し

あ
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
悩

み
を
共
有
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
レ
ス
や
ひ
き
こ

も
り
、
精
神
疾
患
な
ど

多
様
な
困
難
を
抱
え
て

い
る
人
同
士
が
課
題
を

共
有
す
る
こ
と
に
よ

り
、
互
い
の
困
難
を
理

解
し
あ
っ
て
当
事
者
同

士
が
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
」。

　交
流
勉
強
会
に
は
、
配
置
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
相
談

に
対
応
し
、
社
会
資
源
な
ど
の
情
報
を
提
供
す
る
ほ

か
、
相
談
に
応
じ
て
専
門
機
関
に
つ
な
い
で
い
る
。

　大
阪
で
開
催
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
サ
ロ
ン
」
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
や
ひ
き
こ
も
り
、

在
日
外
国
人
、
障
害
者
の
就
労
支
援
な
ど
毎
回
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
支

援
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
フ
ッ
ト
サ
ル
の
活
動
を

軸
に
交
流
を
行
っ
た
。

　大
阪
で
実
施
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
サ
ロ
ン
」
で

は
、
多
様
な
背
景
の
あ
る
当
事
者
自
身
に
も
企
画
や

運
営
に
関
わ
っ
て
も
ら
い
、
互
い
の
境
遇
を
学
び
あ

う
機
会
を
つ
く
っ
た
。
ホ
ー
ム
レ
ス
を
対
象
に
し
た

活
動
の
際
に
は
、
路
上
生
活
者
や
日
雇
い
労
働
者
が

多
く
、
支
援
施
設
な
ど
も
集
中
す
る
大
阪
市
西
成
区

の
釜
ヶ
崎
地
域
を
参
加
者
で
街
歩
き
を
し
て
、
ホ
ー

ム
レ
ス
経
験
者
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
ホ
ー
ム

レ
ス
問
題
や
支
援
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
て
い
る
。

多
様
な
人
が
集
い
、
交
流
す
る

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
カ
ッ
プ
」を
開
催

　参
加
し
た
当
事
者
が
目
標
と
す
る
大
会
と
し
て
フ

ッ
ト
サ
ル
大
会
の
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
カ
ッ
プ
」
を

東
京
と
大
阪
で
開
催
し
た
。

　「ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
カ
ッ
プ
」
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス

状
態
の
人
を
は
じ
め
、
社
会
的
に
孤
立
し
た
人
た
ち

が
集
い
、
交
流
す
る
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
と
し
て
平
成

27
年
か
ら
東
京
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
大
阪
で

は
第
1
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
。

　「『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
カ
ッ
プ
』
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

19 ●WAMー2020.12

Ⓒ Naho Nakamura 
東京で開催した「ダイバーシティカップ 5」には延
べ 200 人、大阪で開催した「第 1 回ダイバーシティ
カップ in 関西」には延べ 150 人が参加した

4 回開催した支援講習会は、社会的困難を抱えた若
者の支援者、当事者など延べ 111 人が受講した

大阪で開催した「スポーツ交流サロン」は、ホー
ムレスやひきこもり、在日外国人、障害者の就
労支援など毎回テーマを設け、それぞれの支援
団体と連携してフットサルを通じた交流を行っ
た。写真上はホームレス問題の理解を深めるた
めに、路上生活者や日雇い労働者が多い西成区
の釜ヶ崎地域を街歩きした際の様子
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印象に残ったポイントを書いてみましょう

いきいき

ャレンジチ
いきいき

チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
参
加
し
て
も
ら
う
か
た
ち
と
な

り
、
日
頃
か
ら
各
支
援
団
体
等
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

し
て
い
る
チ
ー
ム
や
、『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
カ
ッ
プ
』

を
き
っ
か
け
に
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
参
加
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
大
会
に
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
当
事
者

を
は
じ
め
、
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
、
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
に
通
う
子
ど
も
、児
童
養
護
施
設
出
身
の
若
者
、

精
神
障
害
者
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
な
ど
の
支
援
団

体
や
個
人
で
結
成
し
た
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
」。

　東
京
で
は
延
べ
２
０
０
人（
10
チ
ー
ム
）、大
阪
で

は
延
べ
１
５
０
人（
12
チ
ー
ム
）が
参
加
し
、東
京
で

開
催
し
た
大
会
に
は
、
神
奈
川
、
千
葉
、
山
梨
、
宮

城
な
ど
広
域
か
ら
の
参
加
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　さ
ら
に
、
大
会
の
開
催
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
会
の

前
後
に
事
前
交
流
会
と
事
後
交
流
会
を
開
催
す
る
こ

と
で
、
参
加
者
や
支
援
者
が
よ
り
交
流
を
図
れ
る
機

会
を
つ
く
っ
た
。

　「大
会
や
交
流
会
を
通
し
て
、
多
様
な
当
事
者
同

士
が
立
場
を
超
え
た
交
流
を
す
る
と
と
も
に
、
支
援

者
同
士
の
情
報
交
換
や
連
携
の
強
化
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
う
つ
病
支
援
と
不
登
校
の
若
者

支
援
と
い
う
分
野
の
異
な
る
支
援
団
体
の
連
携
が
ス

タ
ー
ト
す
る
な
ど
、
支
援
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構

築
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
普
段
、
専
門

性
に
特
化
し
て
い
る
支
援
団
体
の
場
合
、
支
援
の
考

え
方
で
互
い
に
譲
れ
な
い
部
分
が
あ
り
、
連
携
が
難

し
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
入
り
口

に
し
て
い
る
の
で
ス
ム
ー
ズ
に
交
流
で
き
る
面
も
あ

る
と
思
い
ま
す
」。

全
国
に
活
動
を
広
げ
て
い
く
一
歩
に

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
入
り
口

に
し
た
居
場
所
づ
く
り
の
活
動
を
広
げ
る
と
と
も

に
、
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
す
る
支
援
者
の

人
材
育
成
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「『
ス
ポ
ー
ツ
交
流
サ
ロ
ン
』
や
『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
カ
ッ
プ
』
が
東
京
だ
け
で
な
く
、
大
阪
で
の
活
動

に
広
が
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

社
会
的
困
難
を
抱
え
た
若
者
は
全
国
に
い
ま
す
の

で
、
全
都
道
府
県
で
大
会
を
開
催
し
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い
と
思
え
ば
、
誰
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
、
人
と
つ
な
が
れ
る
こ
と
の
一

歩
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」。

　助
成
事
業
終
了
後
の
波
及
効
果
と
し
て
、
同
法
人

が
事
務
局
と
し
て
運
営
し
て
き
た
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
サ
ッ
カ
ー
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
」
を
発
展

さ
せ
、
令
和
２
年
3
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
サ
ッ
カ
ー
協
会
」
を
設
立
し
て
い
る
。

　現
在
、
同
会
で
は
全
国
各
地
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
社
会
的
包
摂
に
取
り

組
ん
で
い
る
支
援
団
体
と
オ

ン
ラ
イ
ン
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

定
期
的
に
行
い
、
運
営
ノ
ウ

ハ
ウ
の
提
供
や
情
報
交
換
、

協
力
体
制
の
強
化
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
居
場
所
づ
く
り
や
イ
ベ
ン

ト
等
の
活
動
を
広
げ
て
い
く

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　社
会
的
困
難
を
抱
え
る
若

者
に
対
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
入

り
口
に
し
た
居
場
所
を
提
供

し
、
自
立
に
向
け
た
支
援
に

つ
な
げ
る
同
法
人
の
取
り
組

み
が
全
国
に
広
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　スポーツを通じた活動をしていくため
に、運営資金の確保は課題となっていま
す。その要因の一つとして、スポーツを
通じた取り組みは余暇活動として捉えら
れてしまうため、例えば学習支援や就労
支援であれば、寄付者に対して説明がし
やすく寄付も集まりやすいのですが、余暇活動に近いスポーツ
を通じた取り組みは共感を得にくいところがあり、寄付を集め
たり、行政の事業化につなげることは難しい面があります。
　実際にスポーツを入り口にした居場所づくりなどの活動によ
り、これまで潜在化してつながることのできなかった社会的不
利や困難を抱える若者と継続的に関わり、適切な支援につないだ
り、支援者同士のネットワークを構築する成果を生み出すこと
ができていますので、このような活動を広く社会に発信し、共
感を得ていく必要があると考えています。

認定 NPO 法人ビッグイシュー基金
プログラム・コーディネーター　

川上  翔氏

活動を社会に発信し、共感を得る

〒530－0003　大阪市北区堂島 2－3－2 堂北ビル4階
T E L： 06－6345－1517
FA X： 06－6457－1358
U R L： https://bigissue.or.jp
設　立：平成 19 年 9 月
共同代表：稲葉　剛、枝元なほみ、米本　昌平

◆団体概要
〒530－0003 大阪府大阪市北区堂島 2－3－2 堂北ビル4 階
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れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
助
成
事
業
で
は
被
災
者
の
命

と
尊
厳
と
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
避
難
所

環
境
の
最
低
ラ
イ
ン
を
あ
る
程
度
明
確
に
し
、
避
難

生
活
の
改
善
と
避
難
者
が
意
欲
や
活
力
を
失
わ
な
い

避
難
所
運
営
の
ツ
ー
ル
を
作
成
す
る
こ
と
に
取
り
組

み
ま
し
た
」（
以
下
、「  

」
内
は
浦
野
氏
の
説
明
）。

　な
お
、
同
法
人
は
、
平
成
26
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成

で
避
難
所
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を
ま
と
め
た
冊
子

『
避
難
所
運
営
の
知
恵
袋
』
を
作
成
し
て
お
り
、
30

年
度
は
そ
の
改
訂
版
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
ツ
ー

ル
を
活
用
し
た
研
修
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
避
難
生
活
の
改
善
の
た
め
に
実
践
で
き
る
支
援

者
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

過
去
の
被
災
地
に
お
け
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

　ツ
ー
ル
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
命
と
尊
厳
と
健

康
が
守
れ
る
避
難
所
環
境
の
最
低
ラ
イ
ン
を
明
確
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
熊
本
地
震
や
九
州
北
部
豪
雨

水
害
で
避
難
所
の
改
善
に
あ
た
っ
た
2
つ
の
自
治
体

と
3
つ
の
支
援
団
体
を
対
象
に
、
実
践
し
た
方
法
や

課
題
な
ど
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

　「今
回
の
ツ
ー
ル
作
成
で
い
ち
ば
ん
伝
え
た
か
っ
た

こ
と
は
『
知
っ
て
い
れ
ば
誰
で
も
で
き
る
』
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
り
、
知
ら
な
い
こ
と
で
環
境
が
悪
化
し

た
り
、
健
康
被
害
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
地
域
住

民
が
主
体
と
な
り
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
環
境
を
改

善
し
た
の
か
と
い
う
実
践
事
例
を
盛
り
込
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
し
た
。ヒ
ア
リ
ン
グ
の
意
見
と
し
て
、

避
難
所
で
は
集
団
生
活
が
困
難
な
要
配
慮
者
の
方
は

必
ず
い
ま
す
の
で
、
そ
の
人
た
ち
の
尊
厳
を
守
り
な

が
ら
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
に

も
、
福
祉

避
難
ス
ペ

ー
ス
を
確

保
す
る
こ

と
や
、
避

難
所
に
は

多
く
の
支

援
者
が
入

る
た
め
、
1
日
1
回
は
支
援
者
同
士
が
情
報
を
共
有

す
る
機
会
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
」。

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
踏
ま
え
た

冊
子
を
作
成

　ツ
ー
ル
作
成
で
は
、
平
成
26
年
に
作
成
し
た
冊
子

を
も
と
に
、
こ
れ
ま
で
同
法
人
が
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

や
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
踏
ま
え
、
修
正
や
追
加
ポ
イ

ン
ト
を
整
理
し
た
『
改
訂
版 

避
難
所
運
営
の
知
恵

袋
』
を
作
成
し
た
。

　作
成
し
た
冊
子
は
、「
医
療
・
福
祉
等
の
専
門
知

（注）「改訂版　避難所運営の知恵袋」（認定ＮＰＯ法人レスキューストックヤード）https://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/WMBL003.aspx?JoseiNendo4K
eta=2018&JoseiCode=01&KikinCode=01&UketsukeNo=031&FreeKeyword=+

災害時の被災者支援活動として避難者へ
の炊き出しや、避難所で要配慮者への支
援活動を行っている様子

認定NPO法人レスキューストックヤード
避難所生活改善のためのツール開発事業

平成30年度事業

助成額
489万6千円

【事業概要】
　避難所で災害関連死や重篤な健康被害が相次いでいる現状
に対し、「命と尊厳と心身の健康を維持するために必要な避難
所環境」の整備に役立つツールを開発するとともに、そのツ
ールを活用した研修会を行い、避難所生活の改善のために実
践できる支援者の裾野を広げる事業

【実施内容】
◆過去の被災地におけるヒアリング
ツール作成の参考とするため、過
去の災害で避難所の改善に取り組
んだ行政と支援団体を対象に、実
践した避難所の環境整備の方法や
課題についてヒアリングを行う
◆�命と尊厳と健康が守れる避難所運
営ツール作成
同法人がこれまで培ったノウハウ
やヒアリング結果を踏まえ、被災
者の命と尊厳と健康が守れる避難
所の環境整備に役立つ情報をまと
めた冊子とDVDを作成

◆�ツールを活用した研修事業
作成したツールをもとに、「ボラ
ンティア・NPO」、「自主防災組
織」、「行政職員」を対象にした研
修会を開催

【成果】
◆作成した冊子『改訂版�避難所運営の知恵袋』
（5000部）は、「医療・福祉等の専門知識が
なくても誰でもできる」という視点で、避難
所の環境整備をはじめ、被災者が活力を失わ
ない支援メニューや必要な道具、過去の避難
所で実践されたアイデアなどを掲載
　　さらに、避難所で実際にあった要配慮者の
困難事例の再現動画を作成し、映像によりリ
アル感を出すことで問題意識や課題発見力、
課題を自分ごととして捉える意識の向上につ
ながった
◆冊子は、全国の防災・福祉担当課や社会福祉
協議会、支援団体、被災地域等に配布した。
配布先から大きな反響があり、追加の要望が
多く寄せられ増刷に至った
◆ツールを活用した研修事業では、「ボランテ
ィア・NPO」、「自主防災組織」、「行政職員」
を対象にした研修会を開催し、延べ76人が
受講した。避難所の環境整備や知識・スキル
の向上を図るとともに、それぞれの役割等に
ついて学んだ。
　　受講後に実施したアンケート調査結果では、
9割の受講者が「避難所運営の知識が高まっ
た」と回答し、避難生活の改善のために実践で
きる支援者の裾野を広げることにつながった

事業概要

いきいき

ャレンジチ
いきいき

避
難
所
生
活
改
善
の
た
め
の

ツ
ー
ル
作
成
で
被
災
者
を
守
る

愛
知
県
名
古
屋
市
・
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

災
害
か
ら
一
人
ひ
と
り
の
命
と

暮
ら
し
を
守
れ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

　愛
知
県
名
古
屋
市
に
あ
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
ス

キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
被
災
者
支
援
を
目
的
と
し
て
立
ち
上
が
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
を
平
成
14
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
、

平
成
27
年
に
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
認
可
を
受
け
て
い
る
。

　「災
害
か
ら
一
人
ひ
と
り
の
命
と
暮
ら
し
を
守
れ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
」
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

し
、
過
去
の
災
害
か
ら
学
ん
だ
教
訓
を
活
か
し
た
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
。

　主
な
活
動
と
し
て
は
、
災
害
時
の
被
災
者
支
援
活

動
を
は
じ
め
、
日
常
か
ら
の
防
災
・
減
災
活
動
、
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

被
災
者
支
援
活
動
で
は
、
こ
れ
ま
で
50
カ
所
を
超
え

る
被
災
地
で
の
支
援
活
動
を
行
い
、
住
民
主
体
の
復

旧
・
復
興
に
向
け
て
被
災
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

長
期
的
な
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　防
災
・
減
災
活
動
で
は
、
支
援
活
動
で
得
た
教
訓

を
も
と
に
、
防
災
・
減
災
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

必
要
な
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
研
修
や
啓
発

活
動
な
ど
を
実
施
す
る
ほ
か
、人
材
育
成
と
し
て「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
養
成
講

座
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
１
０
０
０
人
以
上
が
修
了

し
て
い
る
。

　支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
向
け
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
中
核
的
な
役

割
を
果
た
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け
に

立
ち
上
が
り
、
全
国
の
43
団
体
が
加
盟
す
る
「
震
災

が
つ
な
ぐ
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
事
務
局
を
担
う

ほ
か
、「
全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
団
体
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」（
Ｊ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
）
に
設
置
さ
れ
た
「
避

難
生
活
改
善
に
関
す
る
専
門
委
員
会
」
の
主
管
団
体

と
し
て
避
難
生
活
の
改
善
に
向
け
た
検
討
を
行
う
と

と
も
に
連
携
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

避
難
所
生
活
の
改
善
に
向
け
た

ツ
ー
ル
開
発
に
取
り
組
む

　同
法
人
は
、
平
成
30
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
避
難
所
生
活
改
善
の
た
め
の
ツ
ー
ル
開
発
事

業
」
を
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、
被
災
者
の
命
と
尊
厳
と
心
身
の
健
康

を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
避
難
所
環
境
の
整
備
に

役
立
て
る
ツ
ー
ル
を
開
発
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
①

過
去
の
被
災
地
に
お
け
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
②
命
と
尊

厳
と
健
康
が
守
れ
る
避
難
所
運
営
ツ
ー
ル
作
成
、
③

ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
研
修
事
業
を
実
施
し
た
。

　助
成
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
同
法
人

常
務
理
事
の
浦
野
愛
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「近
年
、
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
る
な
か
、
避

難
所
生
活
が
引
き
金
と
な
っ
た
災
害
関
連
死
や
重
篤

な
健
康
被
害
の
発
生
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
背
景
に
は
、
避
難
生
活
の
長
期
化
や
圧
倒

的
な
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
に
よ
り
、
被
災
者
へ
の
き
め

細
か
な
対
応
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら

 WAMから ひと言

　過去の災害で避難所の改善に取り組んだ
行政と支援団体を対象に、実践方法や課題
についてヒアリングを行い、命と尊厳と心
身の健康を維持するために必要な避難所環
境整備のための冊子や DVD のツールを作
成しました。これらのツールを研修に活用
することで、参加者の避難所運営に関する
知識の向上につながっています。
　「医療・福祉等の専門知識がなくても誰で
もできる」という視点を大切にして作られ
た『改訂版 避難所運営の知恵袋』は図やイ
ラストを多用し、理解しやすい構成となっ
ており、今日的な課題も考慮してアップデー
トされていることを高く評価します。

15 ●WAMー2020.9

避
難
所
で
災
害
関
連
死
や
重
篤
な
健
康
被
害
が
相

次
い
で
い
る
現
状
に
対
し
、「
命
と
尊
厳
と
心
身
の
健

康
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
避
難
所
環
境
」
の
整

備
に
役
立
つ
ツ
ー
ル
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
研
修
会
を
行
い
、
避
難
所
生
活

の
改
善
の
た
め
に
実
践
で
き
る
支
援
者
の
裾
野
を
広

げ
る
事
業
を
実
施
し
た
、
愛
知
県
名
古
屋
市
の
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

10
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れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
助
成
事
業
で
は
被
災
者
の
命

と
尊
厳
と
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
避
難
所

環
境
の
最
低
ラ
イ
ン
を
あ
る
程
度
明
確
に
し
、
避
難

生
活
の
改
善
と
避
難
者
が
意
欲
や
活
力
を
失
わ
な
い

避
難
所
運
営
の
ツ
ー
ル
を
作
成
す
る
こ
と
に
取
り
組

み
ま
し
た
」（
以
下
、「  

」
内
は
浦
野
氏
の
説
明
）。

　な
お
、
同
法
人
は
、
平
成
26
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成

で
避
難
所
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を
ま
と
め
た
冊
子

『
避
難
所
運
営
の
知
恵
袋
』
を
作
成
し
て
お
り
、
30

年
度
は
そ
の
改
訂
版
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
ツ
ー

ル
を
活
用
し
た
研
修
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
避
難
生
活
の
改
善
の
た
め
に
実
践
で
き
る
支
援

者
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

過
去
の
被
災
地
に
お
け
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

　ツ
ー
ル
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
命
と
尊
厳
と
健

康
が
守
れ
る
避
難
所
環
境
の
最
低
ラ
イ
ン
を
明
確
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
熊
本
地
震
や
九
州
北
部
豪
雨

水
害
で
避
難
所
の
改
善
に
あ
た
っ
た
2
つ
の
自
治
体

と
3
つ
の
支
援
団
体
を
対
象
に
、
実
践
し
た
方
法
や

課
題
な
ど
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

　「今
回
の
ツ
ー
ル
作
成
で
い
ち
ば
ん
伝
え
た
か
っ
た

こ
と
は
『
知
っ
て
い
れ
ば
誰
で
も
で
き
る
』
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
り
、
知
ら
な
い
こ
と
で
環
境
が
悪
化
し

た
り
、
健
康
被
害
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
地
域
住

民
が
主
体
と
な
り
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
環
境
を
改

善
し
た
の
か
と
い
う
実
践
事
例
を
盛
り
込
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
し
た
。ヒ
ア
リ
ン
グ
の
意
見
と
し
て
、

避
難
所
で
は
集
団
生
活
が
困
難
な
要
配
慮
者
の
方
は

必
ず
い
ま
す
の
で
、
そ
の
人
た
ち
の
尊
厳
を
守
り
な

が
ら
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
に

も
、
福
祉

避
難
ス
ペ

ー
ス
を
確

保
す
る
こ

と
や
、
避

難
所
に
は

多
く
の
支

援
者
が
入

る
た
め
、
1
日
1
回
は
支
援
者
同
士
が
情
報
を
共
有

す
る
機
会
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
」。

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
踏
ま
え
た

冊
子
を
作
成

　ツ
ー
ル
作
成
で
は
、
平
成
26
年
に
作
成
し
た
冊
子

を
も
と
に
、
こ
れ
ま
で
同
法
人
が
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

や
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
踏
ま
え
、
修
正
や
追
加
ポ
イ

ン
ト
を
整
理
し
た
『
改
訂
版 

避
難
所
運
営
の
知
恵

袋
』
を
作
成
し
た
。

　作
成
し
た
冊
子
は
、「
医
療
・
福
祉
等
の
専
門
知

（注）「改訂版　避難所運営の知恵袋」（認定ＮＰＯ法人レスキューストックヤード）https://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/WMBL003.aspx?JoseiNendo4K
eta=2018&JoseiCode=01&KikinCode=01&UketsukeNo=031&FreeKeyword=+

災害時の被災者支援活動として避難者へ
の炊き出しや、避難所で要配慮者への支
援活動を行っている様子

認定NPO法人レスキューストックヤード
避難所生活改善のためのツール開発事業

平成30年度事業

助成額
489万6千円

【事業概要】
　避難所で災害関連死や重篤な健康被害が相次いでいる現状
に対し、「命と尊厳と心身の健康を維持するために必要な避難
所環境」の整備に役立つツールを開発するとともに、そのツ
ールを活用した研修会を行い、避難所生活の改善のために実
践できる支援者の裾野を広げる事業

【実施内容】
◆過去の被災地におけるヒアリング
ツール作成の参考とするため、過
去の災害で避難所の改善に取り組
んだ行政と支援団体を対象に、実
践した避難所の環境整備の方法や
課題についてヒアリングを行う
◆�命と尊厳と健康が守れる避難所運
営ツール作成
同法人がこれまで培ったノウハウ
やヒアリング結果を踏まえ、被災
者の命と尊厳と健康が守れる避難
所の環境整備に役立つ情報をまと
めた冊子とDVDを作成

◆�ツールを活用した研修事業
作成したツールをもとに、「ボラ
ンティア・NPO」、「自主防災組
織」、「行政職員」を対象にした研
修会を開催

【成果】
◆作成した冊子『改訂版�避難所運営の知恵袋』
（5000部）は、「医療・福祉等の専門知識が
なくても誰でもできる」という視点で、避難
所の環境整備をはじめ、被災者が活力を失わ
ない支援メニューや必要な道具、過去の避難
所で実践されたアイデアなどを掲載

　　さらに、避難所で実際にあった要配慮者の
困難事例の再現動画を作成し、映像によりリ
アル感を出すことで問題意識や課題発見力、
課題を自分ごととして捉える意識の向上につ
ながった

◆冊子は、全国の防災・福祉担当課や社会福祉
協議会、支援団体、被災地域等に配布した。
配布先から大きな反響があり、追加の要望が
多く寄せられ増刷に至った

◆ツールを活用した研修事業では、「ボランテ
ィア・NPO」、「自主防災組織」、「行政職員」
を対象にした研修会を開催し、延べ76人が
受講した。避難所の環境整備や知識・スキル
の向上を図るとともに、それぞれの役割等に
ついて学んだ。

　　受講後に実施したアンケート調査結果では、
9割の受講者が「避難所運営の知識が高まっ
た」と回答し、避難生活の改善のために実践で
きる支援者の裾野を広げることにつながった

事業概要
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

た
講
義
の
ほ
か
、
受
講
者
を
4
班

に
分
け
、
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
、

避
難
所
と
見
立
て
た
会
議
室
に
要

配
慮
者
の
福
祉
避
難
ス
ペ
ー
ス
を

設
置
す
る
演
習
な
ど
を
行
っ
た
。

　地
域
住
民
が
共
助
の
考
え
の
も

と
任
意
で
結
成
す
る
「
自
主
防
災

組
織
」
を
対
象
に
し
た
研
修
会
で

は
、避
難
所
生
活
の
実
態
に
関
す
る
講
義
を
は
じ
め
、

避
難
所
の
生
活
環
境
や
食
事
環
境
な
ど
の
整
え
方
に

つ
い
て
具
体
的
な
手
法
を
学
ん
だ
。

　ま
た
、
行
政
職
員
向
け
の
研
修
で
は
、「
災
害
救

助
法
」
や
「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
」
と
い
う
災

害
後
に
適
応
さ
れ
る
法
律
に
関
す
る
知
識
を
学
ん
で

も
ら
っ
た
う
え
で
、
過
去
の
避
難
所
運
営
の
教
訓
や

福
祉
的
配
慮
の
あ
る
避
難
所
運
営
の
事
例
を
紹
介
し

な
が
ら
、困
難
事
例
の
検
討
な
ど
を
中
心
に
行
っ
た
。

　研
修
事
業
に
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」

向
け
が
23
人
、「
自
主
防
災
組
織
」
向
け
が
29
人
、「
行

政
職
員
」
向
け
が
24
人
の
延
べ
76
人
が
受
講
し
た
。

受
講
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
「
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
、
こ
ん
な
に
も
あ
る
と
い
う

こ
と
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
い
た
」
と
い
う
回
答
が
多

く
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

避
難
生
活
改
善
の
た
め
に

実
践
で
き
る
支
援
者
の
裾
野
が
広
が
る

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
被
災
者
の
命
と
尊
厳

と
健
康
が
守
れ
る
避
難
所
運
営
の
参
考
と
な
る
ツ
ー

ル
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
研
修
事
業
に
よ
り
避
難

所
運
営
に
関
す
る
知
識
や
意
識
が
向
上
し
、
支
援
者

の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

　「作
成
し
た
冊
子

は
配
布
先
か
ら
わ
か

り
や
す
い
と
高
い
評

価
を
得
て
、
研
修
で

活
用
し
た
り
、
地
域

の
防
災
倉
庫
に
備
蓄

し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
現
在
は
在
庫

が
な
く
な
り
独
自
予
算
で
増
刷
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

困
難
事
例
の
再
現
動
画
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
映

像
に
よ
り
リ
ア
ル
感
を
出
す
こ
と
で
、
問
題
意
識
や

課
題
発
見
力
、
課
題
を
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
よ
う

と
す
る
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」。

　さ
ら
に
、
同
法
人
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
拡
大
す
る
な
か
、「
全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
設
置
し
た
避
難
生
活

改
善
に
関
す
る
専
門
委
員
会
で
、
感
染
症
や
公
衆
衛

生
の
専
門
家
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
避
難
所
に

お
け
る
感
染
症
の
対
応
方
法

を
ま
と
め
た
『
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス 

避
難
生
活
お
役

立
ち
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
』
を

作
成
し
て
い
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
す
る
情
報
は
日
々
変
化
し

て
い
る
た
め
、
現
時
点
で
は

印
刷
物
に
は
せ
ず
、
随
時
デ

ー
タ
を
更
新
し
て
お
り
、
助

成
事
業
で
作
成
し
た
冊
子
と

あ
わ
せ
て
活
用
す
る
こ
と
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

　避
難
所
の
環
境
整
備
や
生

活
改
善
を
実
践
で
き
る
支
援

者
を
増
や
す
こ
と
に
取
り
組

む
、同
法
人
の
活
動
が
全
国
に

広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　平成 30 年度の助成事業では避難所
生活の改善のためのツール開発に取り
組み、研修事業とパッケージで取り組
めたことは大きな成果となりました。
　作成した冊子は、とくに大事なこと
に絞って掲載しているため、このなか

の一つでもよいので研修会でスキルを上げて、実際に避難所が
開設されたときに率先して実践することができる人たちを増
やしていきたいと考えています。
　また、現在は新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響
により、県域を越えて被災地の支援に入ることが難しくなっ
ていますので、被災地にいる人たちに冊子を活用してもらい、
避難所生活の改善や対処できる力をつけることに役立ててい
ただければと思います。

認定NPO法人
レスキューストックヤード

常務理事　浦野  愛氏

生活改善のために
実践できる人材を増やす

〒461－0001
愛知県名古屋市東区泉 1－13－34 名建協 2 階
T E L： 052－253－7550
F A X： 052－253－7552
U R L： https://rsy-nagoya.com/
設　　立：平成 14 年 3 月
代表理事：栗田　暢之

◆団体概要

助成事業で作成した冊子
「改訂版 避難所運営の知
恵袋」。配布先から高い評
価を受け、増刷に至った

識
が
な
く
て
も
誰
で
も
で
き
る
」
と
い
う
視
点
に
徹

底
的
に
こ
だ
わ
り
、
図
や
イ
ラ
ス
ト
を
多
く
用
い
る

こ
と
に
よ
り
、
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
る
。

　掲
載
内
容
と
し
て
、
避
難
所
環
境
の
整
備
や
被
災

者
が
活
力
を
失
わ
な
い
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
対
す
る
具

体
的
な
方
法
や
必
要
な
道
具
に
関
す
る
情
報
の
ほ

か
、
福
祉
避
難
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
方
法
や
健
康
被
害

の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
た
め
の
健
康
に
関
す
る

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
も
盛
り
込
ん
だ
。

　さ
ら
に
、
円
滑
な
避
難
所
運
営
に
向
け
、「
避
難

所
開
設 

は
や
見
表
」
を
掲
載
し
、
避
難
所
運
営
委

員
会
の
準
備
会
の
立
ち
上
げ
か
ら
必
要
な
役
割
分

担
、
支
援
内
容
な
ど
を
明
確
に
示
し
な
が
ら
、
適
切

な
避
難
所
運
営
の
手
順
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

　ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

っ
た
過
去
の
被
災
地

で
実
際
に
あ
っ
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
実
践
さ

れ
た
ア
イ
デ
ア
な
ど

の
事
例
を
コ
ラ
ム
と

し
て
盛
り
込
ん
で
い

る
こ
と
も
特
色
と
な

っ
て
い
る
。

　「事
例
の
一
つ
に
、

避
難
者
の
若
い
母
親

た
ち
を
中
心
に
結
成

し
た
『
ト
イ
レ
見
回

り
隊
』
の
取
り
組
み

が
あ
り
ま
す
。
ト
イ

レ
の
使
い
方
の
ル
ー

ル
を
徹
底
す
る
と
と

も
に
、
ト
イ
レ
・
手

洗
い
場
の
清
掃
や
汚

物
処
理
、
ス
リ
ッ
パ

の
使
用
促
進
を
率
先

し
て
行
い
な
が
ら
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果

た
す
こ
と
に
よ
り
、

市
外
の
避
難
所
で
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

者
が
蔓
延
す
る
な
か
で
1
人
の
感
染
者
も
出
さ
な
か

っ
た
と
い
う
事
例
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
避
難
所
生

活
が
長
期
化
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
活
力
が
失
わ
れ

て
し
ま
う
の
で
す
が
、
避
難
所
生
活
が
長
期
化
し
た

高
齢
者
に
、
今
い
ち
ば
ん
し
た
い
こ
と
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、『
布
団
干
し
を
し
た
い
』
と
い
う
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
中
心
と
な
り

屋
外
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
敷
き
、
布
団
干
し
大
会

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
高
齢
者
の
表
情
が
変
わ
り
、

自
主
的
に
他
人
の
布
団
を
干
し
た
り
、
掃
除
を
始
め

ま
し
た
。
支
援
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
に
役

割
が
あ
る
こ
と
が
自
立
や
活
力
に
つ
な
が
る
と
い
う

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
」。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
ツ
ー
ル
作
成
で
は
、
実
際
に
避

難
所
で
起
き
た
要
配
慮
者
の
困
難
事
例
の
再
現
動
画

を
撮
影
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
し
た
。
困
難
事
例
の
再

現
動
画
は
、
名
古
屋
市
内
の
市
民
劇
団
に
協
力
を
し

て
も
ら
い
、
よ
り
リ
ア
ル
感
を
出
す
こ
と
で
、
理
解

の
促
進
や
課
題
発
見
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
指

し
た
。

ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
研
修
会
を
開
催

　ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
研
修
事
業
で
は
、
作
成
し
た

冊
子
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
内
容
を
も
と
に
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」、「
自
主
防
災
組
織
」、「
行
政
職
員
」

を
対
象
に
し
た
研
修
会
を
開
催
し
、
共
通
の
課
題
認

識
と
一
定
水
準
の
環
境
整
備
が
で
き
る
知
識
と
ス
キ

ル
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
よ

る
役
割
や
支
援
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
を
対
象
に
し
た
研

修
会
で
は
、「
福
祉
的
配
慮
や
活
力
の
あ
る
避
難
所

運
営
の
事
例
紹
介
や
必
要
な
要
素
」
を
テ
ー
マ
に
し

17 ●WAMー2020.9

ツールを活用した研修事業では「ボランティア・
NPO」、「自主防災組織」、「行政職員」を対象に
した研修会を開催

避難所運営のツール作成では、冊子のほか、避難
所で実際にあった要配慮者の困難事例の再現動画
を作成してDVDに収録した

「自主防災組織」向けの研修では、食事や寝床、
トイレ、衛生環境などの整え方を中心に学んだ

「ボランティア・NPO」向けの研修では、4
班に分かれた係ごとに役割分担をしながら、
避難所と見立てた会議室に要配慮者の「福祉
避難スペース」を設置する演習を行った
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印象に残ったポイントを書いてみましょう

いきいき

ャレンジチ
いきいき

た
講
義
の
ほ
か
、
受
講
者
を
4
班

に
分
け
、
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
、

避
難
所
と
見
立
て
た
会
議
室
に
要

配
慮
者
の
福
祉
避
難
ス
ペ
ー
ス
を

設
置
す
る
演
習
な
ど
を
行
っ
た
。

　地
域
住
民
が
共
助
の
考
え
の
も

と
任
意
で
結
成
す
る
「
自
主
防
災

組
織
」
を
対
象
に
し
た
研
修
会
で

は
、避
難
所
生
活
の
実
態
に
関
す
る
講
義
を
は
じ
め
、

避
難
所
の
生
活
環
境
や
食
事
環
境
な
ど
の
整
え
方
に

つ
い
て
具
体
的
な
手
法
を
学
ん
だ
。

　ま
た
、
行
政
職
員
向
け
の
研
修
で
は
、「
災
害
救

助
法
」
や
「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
」
と
い
う
災

害
後
に
適
応
さ
れ
る
法
律
に
関
す
る
知
識
を
学
ん
で

も
ら
っ
た
う
え
で
、
過
去
の
避
難
所
運
営
の
教
訓
や

福
祉
的
配
慮
の
あ
る
避
難
所
運
営
の
事
例
を
紹
介
し

な
が
ら
、困
難
事
例
の
検
討
な
ど
を
中
心
に
行
っ
た
。

　研
修
事
業
に
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」

向
け
が
23
人
、「
自
主
防
災
組
織
」
向
け
が
29
人
、「
行

政
職
員
」
向
け
が
24
人
の
延
べ
76
人
が
受
講
し
た
。

受
講
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
「
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
、
こ
ん
な
に
も
あ
る
と
い
う

こ
と
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
い
た
」
と
い
う
回
答
が
多

く
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

避
難
生
活
改
善
の
た
め
に

実
践
で
き
る
支
援
者
の
裾
野
が
広
が
る

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
被
災
者
の
命
と
尊
厳

と
健
康
が
守
れ
る
避
難
所
運
営
の
参
考
と
な
る
ツ
ー

ル
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
研
修
事
業
に
よ
り
避
難

所
運
営
に
関
す
る
知
識
や
意
識
が
向
上
し
、
支
援
者

の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

　「作
成
し
た
冊
子

は
配
布
先
か
ら
わ
か

り
や
す
い
と
高
い
評

価
を
得
て
、
研
修
で

活
用
し
た
り
、
地
域

の
防
災
倉
庫
に
備
蓄

し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
現
在
は
在
庫

が
な
く
な
り
独
自
予
算
で
増
刷
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

困
難
事
例
の
再
現
動
画
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
映

像
に
よ
り
リ
ア
ル
感
を
出
す
こ
と
で
、
問
題
意
識
や

課
題
発
見
力
、
課
題
を
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
よ
う

と
す
る
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」。

　さ
ら
に
、
同
法
人
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
拡
大
す
る
な
か
、「
全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
設
置
し
た
避
難
生
活

改
善
に
関
す
る
専
門
委
員
会
で
、
感
染
症
や
公
衆
衛

生
の
専
門
家
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
避
難
所
に

お
け
る
感
染
症
の
対
応
方
法

を
ま
と
め
た
『
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス 

避
難
生
活
お
役

立
ち
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
』
を

作
成
し
て
い
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
す
る
情
報
は
日
々
変
化
し

て
い
る
た
め
、
現
時
点
で
は

印
刷
物
に
は
せ
ず
、
随
時
デ

ー
タ
を
更
新
し
て
お
り
、
助

成
事
業
で
作
成
し
た
冊
子
と

あ
わ
せ
て
活
用
す
る
こ
と
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

　避
難
所
の
環
境
整
備
や
生

活
改
善
を
実
践
で
き
る
支
援

者
を
増
や
す
こ
と
に
取
り
組

む
、同
法
人
の
活
動
が
全
国
に

広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　平成 30 年度の助成事業では避難所
生活の改善のためのツール開発に取り
組み、研修事業とパッケージで取り組
めたことは大きな成果となりました。
　作成した冊子は、とくに大事なこと
に絞って掲載しているため、このなか

の一つでもよいので研修会でスキルを上げて、実際に避難所が
開設されたときに率先して実践することができる人たちを増
やしていきたいと考えています。
　また、現在は新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響
により、県域を越えて被災地の支援に入ることが難しくなっ
ていますので、被災地にいる人たちに冊子を活用してもらい、
避難所生活の改善や対処できる力をつけることに役立ててい
ただければと思います。

認定NPO法人
レスキューストックヤード

常務理事　浦野  愛氏

生活改善のために
実践できる人材を増やす

〒461－0001
愛知県名古屋市東区泉 1－13－34 名建協 2 階
T E L： 052－253－7550
F A X： 052－253－7552
U R L： https://rsy-nagoya.com/
設　　立：平成 14 年 3 月
代表理事：栗田　暢之

◆団体概要

助成事業で作成した冊子
「改訂版 避難所運営の知
恵袋」。配布先から高い評
価を受け、増刷に至った
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を
理
由
に
女
性
の
入
居
に
対
応
で
き
な
い
と
い
う
現

状
が
あ
り
、
緊
急
入
所
で
き
る
女
性
専
用
シ
ェ
ル
タ

ー
の
必
要
性
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

助
成
事
業
で
は
、
仙
台
市
に
お
い
て
潜
在
化
し
て
い

る
女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
や
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
生
活
者
、
車

上
生
活
者
の
実
態
調
査
を
行
い
、
当
事
者
の
実
態
把

握
と
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
女
性
専
門

シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
し
て
ホ
ー
ム
レ
ス
化
を
防
止
し

ま
し
た
。
ま
た
、
居
宅
を
確
保
し
た
後
、
当
事
者
一

人
ひ
と
り
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
解
決
し
な
け
れ

ば
、
再
び
路
上
生
活
に
戻
っ
て
し
ま
う
た
め
、
生
活

再
建
に
向
け
た
伴
走
型
の
生
活
支
援
を
行
い
、
問
題

解
決
を
図
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
等
の

実
態
調
査
を
実
施

　女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
お
よ
び
不
安
定
居
住
に
関
す
る

実
態
調
査
で
は
、
女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
と
不
安
定
居
住

者
（
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
滞
在
者
、
車
上
生
活
者
等
）
の

早
期
発
見
の
た
め
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
る
聞
き
取

り
調
査
を
実
施
し
た
。
同
時
に
聞
き
取
り
し
た
当
事

者
の
個
人
カ
ル
テ
を
作
成
し
、
今
後
の
支
援
に
活
か

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　調
査
方
法
は
、
月
2
回
実
施
す
る
夜
ま
わ
り
活
動

（
年
23
回
）に
よ
り
、市
内
中
心
部
や
郊
外
に
あ
る
大

型
店
舗
の
駐
車
場
、
駅
な
ど
に
寝
泊
り
す
る
女
性
に

対
し
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
ほ
か
、
ネ
ッ
ト
カ
フ

ェ
調
査
（
月
1
回
／
年
12
回
）
と
し
て
市
内
6
店
舗

を
巡
回
し
、
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
に
長
期
滞
在
す
る
不
安

定
居
住
者
の
概
数
調
査
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
女

性
ホ
ー
ム
レ
ス
を
対
象
に
し
た
自
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー

を
毎
月
開
催

し
、
生
活
に

関
す
る
情
報

提
供
を
行
う

と
と
も
に
相

談
会
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
。

女
性
の
生
活
困
窮
者
が
潜
在
化

　実
態
調
査
の
結
果
（
平
成
30
年
4
月
～
平
成
31
年

3
月
末
の
期
間
）
と
し
て
、
夜
ま
わ
り
活
動
に
よ
り

10
人
の
女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
調
査
に
よ
り
延
べ
53
人
の
不
安
定
居

住
者
を
確
認
し
た
。
自
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー
で
開
催
し

た
相
談
会
で
は
延
べ
48
人
の
当
事
者
か
ら
の
相
談
に

対
応
し
、
聞
き
取
り
を
し
た
24
人
の
個
人
カ
ル
テ
を

作
成
し
た
。

　「仙
台
市
に
お
け
る
不
安
定
居
住
者
の
実
態
は
不

路上生活者への食料支援や炊き出し（写
真下）の様子。現在は新型コロナウイル
スの感染拡大を受け、利用者全員の体温
測定を行っている

特定非営利活動法人仙台夜まわりグループ
不安定居住女性の伴走型地域定着支援事業

平成30年度事業

助成額
476万円

【事業概要】
　女性ホームレスは複雑で深刻な問題を抱えている一方で、女性ホ
ームレスのための公的支援は十分に機能していないという現状に対
し、女性ホームレスおよび不安定居住者の実態調査により早期の問
題解決を図るとともに、女性専用シェルターの設置および伴走型の
生活支援を実施する事業

【実施内容】
◆�女性ホームレスおよび不安定居住者に
関する実態調査
女性ホームレスおよび不安定居住者の
早期発見のため、聞き取りよる実態調
査を実施。同時に個人カルテを作成し、
脱ホームレス化に向けた問題点の洗い
出し行う

◆�女性専用シェルターの設置および元女
性ホームレスに対する生活支援
女性ホームレス・不安定居住者を対象
とした一時避難シェルターを 2室設置
するとともに、生活再建のために伴走
型の生活支援を実施
◆�女性ホームレスおよび生活困窮者の専
門支援スタッフの育成
女性スタッフの育成を目的に、外部講
師による女性特有の問題（DV被害等）
や女性支援に関する研修会を開催し、
組織基盤の強化を図る

【成果】
◆女性ホームレスの実態調査では、10人の女性
ホームレスを確認したことに加え、ネットカ
フェ調査により延べ 53人の長期滞在する不
安定居住者を確認。女性生活困窮者の早期発
見とともに潜在化している実態をあらためて
把握できた。聞き込みを行った当事者 24人
の個人カルテを作成し、継続的な支援に活用
◆設置した女性専用シェルター（2室）は、助成
期間中に6人が利用し、そのうち3人がシェ
ルターを経由して居宅を確保（民間アパート
2人、同法人の無料低額宿泊所1人）するこ
とができた

◆伴走型の生活支援を行った 13人の元ホーム
レス女性のうち、6人が自立した地域生活を
送ることに結びついた
◆女性特有の問題や支援に関する講義の受講に
より、支援に関わる女性スタッフの資質向上
につながった

事業概要

いきいき

ャレンジチ
いきいき

女
性
の
た
め
の

居
所
確
保・生
活
再
建
支
援

宮
城
県
仙
台
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
仙
台
夜
ま
わ
り
グ
ル
ー
プ

路
上
生
活
者
・
生
活
困
窮
者
の

多
様
な
支
援
活
動
を
実
践

　宮
城
県
仙
台
市
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
仙

台
夜
ま
わ
り
グ
ル
ー
プ
は
、「
一
度
失
敗
し
て
も
路
上

生
活
に
至
ら
な
く
て
済
む『
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
』の

手
厚
い
社
会
の
構
築
」と
い
う
事
業
理
念
の
も
と
、路

上
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ホ
ー
ム
レ
ス
や
社
会
的

な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
に
く
い
生
活
困
窮
者
の
生
活
支

援
、自
立
支
援
に
関
す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　同
法
人
の
活
動
は
、
平
成
12
年
に
仙
台
市
内
で
路

上
生
活
者
の
支
援
活
動
と
し
て
「
夜
ま
わ
り
」
活
動

を
開
始
し
、
当
事
者
の
安
否
確
認
や
食
料
支
援
を
行

っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
炊
き
出
し
や
シ
ャ

ワ
ー
提
供
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
平
成
16
年
1
月
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
し
た
。

　現
在
の
主
な
活
動
は
、夜
ま
わ
り
活
動
を
は
じ
め
、

簡
易
住
宅
提
供
事
業（
無
料
低
額
宿
泊
所
）や
炊
き
出

し
な
ど
の
食
料
支
援
、
生
活
必
需
品
を
安
価
で
提
供

す
る
リ
ユ
ー
ス
事
業
、
路
上
生
活
者
・
生
活
困
窮
者

を
対
象
に
し
た
サ
ロ
ン
の
開
催
で
あ
る
。
平
成
25
年

か
ら
は
生
活
困
窮
者
の
相
談
窓
口
「
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
！
み

や
ぎ
︱
生
活
困
窮
者
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
︱
」
を
開
設
し
、

こ
れ
ま
で
１
０
０
０
人
を
超
え
る
当
事
者
の
生
活
や

住
ま
い
、
就
労
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
対
応
す
る
な

ど
、幅
広
い
生
活
困
窮
者
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　さ
ら
に
、
市
内
に
あ
る
生
活
困
窮
者
支
援
団
体
と

協
働
し
、
仙
台
市
の
担
当
部
署
と
月
例
の
懇
談
会
を

開
催
し
て
お
り
、
行
政
や
関
係
団
体
と
の
連
携
を
深

め
な
が
ら
路
上
生
活
者
・
生
活
困
窮
者
の
情
報
交
換

や
政
策
提
言
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
に
特
化
し
た

支
援
に
取
り
組
む

　同
法
人
は
、
平
成
30
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
不
安
定
居
住
女
性
の
伴
走
型
地
域
定
着
支
援

事
業
」
を
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、
女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
や
不
安
定
居
住
者

が
路
上
生
活
か
ら
脱
却
し
、
自
立
し
た
地
域
生
活
を

送
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
お
よ
び

不
安
定
居
住
者
に
関
す
る
実
態
調
査
、
②
女
性
専
用

シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
お
よ
び
元
女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
に

対
す
る
生
活
支
援
、
③
女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
お
よ
び
生

活
困
窮
者
の
専
門
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
を
実
施
し

た
。　女

性
ホ
ー
ム
レ
ス
の
問
題
点
と
支
援
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
同
法
人
ス
タ
ッ
フ
の
新
田
貴
之
氏
は
次
の

よ
う
に
語
る
。

　「女
性
の
路
上
生
活
は
、
男
性
ホ
ー
ム
レ
ス
か
ら

の
声
か
け
や
性
風
俗
産
業
へ
の
引
き
込
み
な
ど
女
性

特
有
の
危
険
が
あ
り
、
複
雑
で
深
刻
な
問
題
を
抱
え

て
い
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方

で
、
仙
台
市
の
公
的
機
関
に
女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
の
た

め
の
緊
急
シ
ェ
ル
タ
ー
は
な
く
、
女
性
の
緊
急
一
時

保
護
施
設
は
Ｄ
Ｖ
被
害
等
を
前
提
と
し
て
お
り
、
女

性
ホ
ー
ム
レ
ス
の
緊
急
対
応
を
断
ら
れ
た
り
、
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
は
入
居
者
全
員
が
男
性
で
あ
る
こ
と

 WAMから ひと言

　女性ホームレスおよび不安定居住者へ
の実態調査を行うことにより、女性の生
活困窮者が潜在化している実態を把握
し、実態調査で得た課題を当事者への支
援に活かすことができました。また、女
性専用シェルターでは、伴走型の生活支
援を行うことにより、関係機関との支援
ネットワークを構築、シェルター利用
者を地域生活につなげることができまし
た。女性ホームレスへの専門的支援を行
う女性スタッフの育成を通じて関連団体
との連携を深め、女性特有の課題に着眼
して支援に取り組まれたことを高く評価
しています。

15 ●WAMー2020.7

女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
は
複
雑
で
深
刻
な
問
題
を
抱
え

て
い
る
一
方
で
、
女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
の
た
め
の
公
的

支
援
は
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
と
い
う
現
状
に
対

し
、
女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
お
よ
び
不
安
定
居
住
者
の
実

態
調
査
に
よ
り
早
期
の
問
題
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、

女
性
専
用
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
お
よ
び
伴
走
型
の
生

活
支
援
を
す
る
事
業
を
実
施
し
た
、
宮
城
県
仙
台
市

の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
仙
台
夜
ま
わ
り
グ
ル
ー
プ

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

11
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を
理
由
に
女
性
の
入
居
に
対
応
で
き
な
い
と
い
う
現

状
が
あ
り
、
緊
急
入
所
で
き
る
女
性
専
用
シ
ェ
ル
タ

ー
の
必
要
性
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

助
成
事
業
で
は
、
仙
台
市
に
お
い
て
潜
在
化
し
て
い

る
女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
や
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
生
活
者
、
車

上
生
活
者
の
実
態
調
査
を
行
い
、
当
事
者
の
実
態
把

握
と
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
女
性
専
門

シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
し
て
ホ
ー
ム
レ
ス
化
を
防
止
し

ま
し
た
。
ま
た
、
居
宅
を
確
保
し
た
後
、
当
事
者
一

人
ひ
と
り
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
解
決
し
な
け
れ

ば
、
再
び
路
上
生
活
に
戻
っ
て
し
ま
う
た
め
、
生
活

再
建
に
向
け
た
伴
走
型
の
生
活
支
援
を
行
い
、
問
題

解
決
を
図
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
等
の

実
態
調
査
を
実
施

　女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
お
よ
び
不
安
定
居
住
に
関
す
る

実
態
調
査
で
は
、
女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
と
不
安
定
居
住

者
（
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
滞
在
者
、
車
上
生
活
者
等
）
の

早
期
発
見
の
た
め
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
る
聞
き
取

り
調
査
を
実
施
し
た
。
同
時
に
聞
き
取
り
し
た
当
事

者
の
個
人
カ
ル
テ
を
作
成
し
、
今
後
の
支
援
に
活
か

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　調
査
方
法
は
、
月
2
回
実
施
す
る
夜
ま
わ
り
活
動

（
年
23
回
）に
よ
り
、市
内
中
心
部
や
郊
外
に
あ
る
大

型
店
舗
の
駐
車
場
、
駅
な
ど
に
寝
泊
り
す
る
女
性
に

対
し
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
ほ
か
、
ネ
ッ
ト
カ
フ

ェ
調
査
（
月
1
回
／
年
12
回
）
と
し
て
市
内
6
店
舗

を
巡
回
し
、
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
に
長
期
滞
在
す
る
不
安

定
居
住
者
の
概
数
調
査
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
女

性
ホ
ー
ム
レ
ス
を
対
象
に
し
た
自
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー

を
毎
月
開
催

し
、
生
活
に

関
す
る
情
報

提
供
を
行
う

と
と
も
に
相

談
会
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
。

女
性
の
生
活
困
窮
者
が
潜
在
化

　実
態
調
査
の
結
果
（
平
成
30
年
4
月
～
平
成
31
年

3
月
末
の
期
間
）
と
し
て
、
夜
ま
わ
り
活
動
に
よ
り

10
人
の
女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
調
査
に
よ
り
延
べ
53
人
の
不
安
定
居

住
者
を
確
認
し
た
。
自
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー
で
開
催
し

た
相
談
会
で
は
延
べ
48
人
の
当
事
者
か
ら
の
相
談
に

対
応
し
、
聞
き
取
り
を
し
た
24
人
の
個
人
カ
ル
テ
を

作
成
し
た
。

　「仙
台
市
に
お
け
る
不
安
定
居
住
者
の
実
態
は
不

路上生活者への食料支援や炊き出し（写
真下）の様子。現在は新型コロナウイル
スの感染拡大を受け、利用者全員の体温
測定を行っている

特定非営利活動法人仙台夜まわりグループ
不安定居住女性の伴走型地域定着支援事業

平成30年度事業

助成額
476万円

【事業概要】
　女性ホームレスは複雑で深刻な問題を抱えている一方で、女性ホ
ームレスのための公的支援は十分に機能していないという現状に対
し、女性ホームレスおよび不安定居住者の実態調査により早期の問
題解決を図るとともに、女性専用シェルターの設置および伴走型の
生活支援を実施する事業

【実施内容】
◆�女性ホームレスおよび不安定居住者に
関する実態調査
女性ホームレスおよび不安定居住者の
早期発見のため、聞き取りよる実態調
査を実施。同時に個人カルテを作成し、
脱ホームレス化に向けた問題点の洗い
出し行う

◆�女性専用シェルターの設置および元女
性ホームレスに対する生活支援
女性ホームレス・不安定居住者を対象
とした一時避難シェルターを 2室設置
するとともに、生活再建のために伴走
型の生活支援を実施
◆�女性ホームレスおよび生活困窮者の専
門支援スタッフの育成
女性スタッフの育成を目的に、外部講
師による女性特有の問題（DV被害等）
や女性支援に関する研修会を開催し、
組織基盤の強化を図る

【成果】
◆女性ホームレスの実態調査では、10人の女性
ホームレスを確認したことに加え、ネットカ
フェ調査により延べ 53人の長期滞在する不
安定居住者を確認。女性生活困窮者の早期発
見とともに潜在化している実態をあらためて
把握できた。聞き込みを行った当事者 24人
の個人カルテを作成し、継続的な支援に活用

◆設置した女性専用シェルター（2室）は、助成
期間中に6人が利用し、そのうち3人がシェ
ルターを経由して居宅を確保（民間アパート
2人、同法人の無料低額宿泊所1人）するこ
とができた

◆伴走型の生活支援を行った 13人の元ホーム
レス女性のうち、6人が自立した地域生活を
送ることに結びついた

◆女性特有の問題や支援に関する講義の受講に
より、支援に関わる女性スタッフの資質向上
につながった

事業概要
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

人
も
多
く
、
依

存
症
の
治
療
は

成
育
歴
を
含
め
た
根
本
的
な
要
因
を
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
支
援
に
手
間
と
時
間
が
か
か
る
が
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
継
続
的
に
支
援
を
行
っ
た

と
い
う
。

　シ
ェ
ル
タ
ー
を
利
用
し
た
6
人
の
う
ち
3
人
が
シ

ェ
ル
タ
ー
を
経
由
し
て
居
宅
を
確
保
（
民
間
ア
パ
ー

ト
2
人
、
同
法
人
の
無
料
低
額
宿
泊
所
1
人
）
す
る

こ
と
が
で
き
、
女
性
の
視
点
に
立
っ
た
伴
走
型
の
生

活
支
援
に
よ
り
、
生
活
支
援
を
受
け
た
13
人
の
う
ち

6
人
が
自
立
し
た
地
域
生
活
を
送
る
こ
と
に
結
び
つ

い
た
と
い
う
。

　そ
の
ほ
か
、
助
成
事
業
で
は
組
織
基
盤
の
強
化
を

目
的
に
、
女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
の
支
援
を
専
門
に
行
う

女
性
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
に
取
り
組
ん
だ
。

　「女
性
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
毎
月
実
施
す
る
ほ
か
、
外
部
講
師
に
よ

る
女
性
特
有
の
問
題
や
支
援
に
関
す
る
講
義
（
年
5

回
）
を
行
い
、
Ｄ
Ｖ
被
害
や
依
存
症
を
患
っ
た
女
性

な
ど
に
対
す
る
支
援
方
法
や
課
題
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
女
性
保
護
施
設
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
も
来

て
も
ら
い
、
互
い
に
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
実
際
に

行
っ
て
い
る
支
援
や
必
要
な
配
慮
に
つ
い
て
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
」（
青
木
氏
）。

女
性
問
題
に
取
り
組
む

関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
を
構
築

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
実
態
調
査
に
よ
り
女

性
ホ
ー
ム
レ
ス
や
不
安
定
居
住
者
の
早
期
発
見
と
実

態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
女
性
専
用
シ
ェ
ル
タ
ー

の
設
置
や
伴
走
型
の
生
活
支
援
に
よ
り
、
地
域
社
会

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
基
盤
を
固
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
さ
ら
に
、
外
部
講
師
に
よ
る
研
修
で
は
女
性

ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
と
ど
ま
ら
ず
、女
性
の

問
題
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
関
係
機
関
と
の
連

携
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　「一
方
、課
題
と
し
て
は
生
活
に
困
窮
し
た
若
い
女

性
に
と
っ
て
性
風
俗
産
業
が
あ
た
か
も
最
後
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
が

あ
り
、
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
瀬
戸
際
の

生
活
を
し
て
い
る
女
性
が
増

え
、
お
そ
ら
く
1
～
2
年
は

女
性
の
相
談
者
が
急
増
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、安
心
し
て
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
、
女
性

同
士
で
問
題
の
解
決
を
図
り

な
が
ら
、
自
立
し
た
地
域
生

活
を
送
る
こ
と
を
目
指
せ
る

よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
新
田
氏
）。

　シ
ェ
ル
タ
ー
の
運
営
と
と

も
に
伴
走
型
の
生
活
支
援
を

実
施
し
、
地
域
で
自
立
し
た

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
同
法

人
の
取
り
組
み
が
全
国
に
広

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　日本のホームレスの問題は、主に男性
に焦点が当たり、女性に光が当たるこ
とは少なかったのですが、助成事業で
女性ホームレスに特化した支援に取り
組むことにより、一定数の当事者が自
立した地域生活につながったことは成
果となりました。助成事業で設置した
女性専用シェルターは、資金的に厳し
い面がありますが、必要不可欠な支援
として現在も継続して運営しています。
　また、これまで路上生活者支援と女性支援が結びついていな
かったところがありますが、助成事業をきっかけに、仙台市
の女性相談窓口となる「せんだい男女共同参画財団」と連携を
とるようになり、研修会で講師をしてもらった女性保護施設の
ケースワーカーとも定期的に情報交換を行うなど、行政や関係
機関との連携が進んでいます。

特定非営利活動法人
仙台夜まわりグループ　新田 貴之氏

行政・関係機関との
連携体制の構築につながる

〒983－0044
宮城県仙台市宮城野区宮千代 2－10－12
TEL /FAX： 022－783－3123
U R L： http://www.yomawari.net/
設　　立：平成 16 年 1 月
代表理事：今井　誠二

◆団体概要

シェルターの利用者には 1
日 3 食の食事を提供するほ
か、生活支援の対象者にも食
料支援として食事や食材を届
けた

特定非営利活動法人
仙台夜まわりグループ

　
事務局長 青木 康弘氏

透
明
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ

調
査
に
よ
り
、
女
性
の
生
活
困
窮
者
が
潜
在
化
し
て

い
る
実
態
を
あ
ら
た
め
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
年
齢
の
傾
向
で
い
う
と
、
も
と
も
と
女
性
ホ

ー
ム
レ
ス
は
40
～
60
歳
代
が
多
く
、
比
較
的
年
齢
層

が
高
い
こ
と
が
特
徴
で
し
た
が
、
女
性
ホ
ー
ム
レ
ス

と
不
安
定
居
住
者
と
も
20
～
30
歳
代
の
若
年
層
が
大

半
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
実
態
調
査
で
聞
き
取
り
し

た
当
事
者
は
、
多
重
債
務
や
Ｄ
Ｖ
被
害
を
受
け
て
い

た
り
、
精
神
疾
患
や
依
存
症
、
知
的
障
害
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
作
成
し
た
個
人
カ
ル

テ
に
は
当
事
者
か
ら
聞
き
取
っ
た
生
活
歴
や
病
歴
、

健
康
状
態
、
課
題
な
ど
を
記
載
し
、
継
続
的
に
関
わ

り
な
が
ら
支
援
に
活
か
し
て
い
ま
す
」（
新
田
氏
）。

シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
と
と
も
に

伴
走
型
の
生
活
支
援
を
実
施

　女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
や
不
安
定
居
住
者
を
対
象
に
し

た
女
性
専
用
シ
ェ
ル
タ
ー
は
2
室
設
置
し
、
同
法
人

が
運
営
す
る
相
談
窓
口
の
相
談
者
や
関
係
機
関
か
ら

紹
介
を
受
け
た
20
～
30
歳
代
の
6
人
が
利
用
し
た
。

　シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
生
活
に
必
要
な
寝
具
や
日
用
品

な
ど
を
備
え
、1
日
3
食
の
食
事
を
提
供
し
て
お
り
、

生
活
に
困
窮
し
て
行
き
場
を
失
っ
た
当
事
者
が
シ
ェ

ル
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
路
上
生
活
に
陥

る
こ
と
な
く
、
生
活
再
建
や
地
域
社
会
へ
の
定
着
の

足
が
か
り
と
し
た
。

　同
時
に
、
当
事
者
一
人
ひ
と
り
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
対
し
て
伴
走
型
の
生
活
支
援
を
実
施

し
、
課
題
の
解
決
を
図
り
な
が
ら
地
域
で
自
立
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
を
支
援
し
た
。

　生
活
支
援
の
対
象
は
、
居
住
を
定
め
た
元
ホ
ー
ム

レ
ス
と
し
、
シ
ェ
ル
タ
ー
や
同
法
人
が
運
営
す
る
無

料
低
額
宿
泊
所
の
利
用
者
な
ど
13
人
に
対
し
て
支
援

を
行
っ
た
。

　生
活
支
援
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
、
同
法
人
事
務

局
長
の
青
木
康
弘
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「生
活
支
援
で
は
、
Ｄ
Ｖ
被
害
な
ど
男
性
か
ら
辛

い
体
験
を
受
け
た
女
性
が
少
な
く
な
い
た
め
、
す
べ

て
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
す
る
体
制
と
し
ま
し
た
。

支
援
の
内
容
と
し
て
は
、
毎
日
の
安
否
確
認
と
問
題

解
決
に
向
け
た
面
談
を
行
い
な
が
ら
、
多
重
債
務
の

整
理
を
は
じ
め
、精
神
科
の
受
診
同
行
や
服
薬
管
理
、

生
活
保
護
や
障
害
者
手
帳
な
ど
の
申
請
手
続
き
の
同

行
支
援
、
金
銭
管
理
の
指
導
、
食
料
支
援
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
支
援
を
担
う
女
性
ス
タ
ッ
フ
は
、
毎
朝

カ
ー
テ
ン
を
一
緒
に
開
け
た
り
、
散
歩
に
出
か
け
た

り
、
手
作
り
の
料
理
を
差
し
入
れ
る
な
ど
、
男
性
ス

タ
ッ
フ
に
は
な
い
女
性
の
視
点
に
立
っ
た
き
め
細
や

か
な
対
応
を
す
る
こ
と
で
信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ
、

当
事
者
の
思
い
を
聞
き
な
が
ら
課
題
の
解
決
を
図
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」。

　当
事
者
の
な
か
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
や
ギ
ャ
ン
ブ

ル
、
買
い
物
、
異
性
な
ど
に
対
す
る
依
存
症
を
も
つ

17 ●WAMー2020.7

助成事業で設置した女性専
用シェルター。6人の利用
者のうち3人がシェルター
を経由して居宅を確保する
ことにつながった

外部講師による女性特有の問題や支援に関す
る講義（年5回）を行い、支援に関わる女性
スタッフのスキルアップにつなげた

女性ホームレスを対象にした自立支援セミ
ナーでは、延べ48人の相談に対応した
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印象に残ったポイントを書いてみましょう

いきいき

ャレンジチ
いきいき

人
も
多
く
、
依

存
症
の
治
療
は

成
育
歴
を
含
め
た
根
本
的
な
要
因
を
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
支
援
に
手
間
と
時
間
が
か
か
る
が
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
継
続
的
に
支
援
を
行
っ
た

と
い
う
。

　シ
ェ
ル
タ
ー
を
利
用
し
た
6
人
の
う
ち
3
人
が
シ

ェ
ル
タ
ー
を
経
由
し
て
居
宅
を
確
保
（
民
間
ア
パ
ー

ト
2
人
、
同
法
人
の
無
料
低
額
宿
泊
所
1
人
）
す
る

こ
と
が
で
き
、
女
性
の
視
点
に
立
っ
た
伴
走
型
の
生

活
支
援
に
よ
り
、
生
活
支
援
を
受
け
た
13
人
の
う
ち

6
人
が
自
立
し
た
地
域
生
活
を
送
る
こ
と
に
結
び
つ

い
た
と
い
う
。

　そ
の
ほ
か
、
助
成
事
業
で
は
組
織
基
盤
の
強
化
を

目
的
に
、
女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
の
支
援
を
専
門
に
行
う

女
性
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
に
取
り
組
ん
だ
。

　「女
性
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
毎
月
実
施
す
る
ほ
か
、
外
部
講
師
に
よ

る
女
性
特
有
の
問
題
や
支
援
に
関
す
る
講
義
（
年
5

回
）
を
行
い
、
Ｄ
Ｖ
被
害
や
依
存
症
を
患
っ
た
女
性

な
ど
に
対
す
る
支
援
方
法
や
課
題
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
女
性
保
護
施
設
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
も
来

て
も
ら
い
、
互
い
に
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
実
際
に

行
っ
て
い
る
支
援
や
必
要
な
配
慮
に
つ
い
て
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
」（
青
木
氏
）。

女
性
問
題
に
取
り
組
む

関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
を
構
築

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
実
態
調
査
に
よ
り
女

性
ホ
ー
ム
レ
ス
や
不
安
定
居
住
者
の
早
期
発
見
と
実

態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
女
性
専
用
シ
ェ
ル
タ
ー

の
設
置
や
伴
走
型
の
生
活
支
援
に
よ
り
、
地
域
社
会

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
基
盤
を
固
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
さ
ら
に
、
外
部
講
師
に
よ
る
研
修
で
は
女
性

ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
と
ど
ま
ら
ず
、女
性
の

問
題
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
関
係
機
関
と
の
連

携
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　「一
方
、課
題
と
し
て
は
生
活
に
困
窮
し
た
若
い
女

性
に
と
っ
て
性
風
俗
産
業
が
あ
た
か
も
最
後
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
が

あ
り
、
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
瀬
戸
際
の

生
活
を
し
て
い
る
女
性
が
増

え
、
お
そ
ら
く
1
～
2
年
は

女
性
の
相
談
者
が
急
増
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、安
心
し
て
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
、
女
性

同
士
で
問
題
の
解
決
を
図
り

な
が
ら
、
自
立
し
た
地
域
生

活
を
送
る
こ
と
を
目
指
せ
る

よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
新
田
氏
）。

　シ
ェ
ル
タ
ー
の
運
営
と
と

も
に
伴
走
型
の
生
活
支
援
を

実
施
し
、
地
域
で
自
立
し
た

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
同
法

人
の
取
り
組
み
が
全
国
に
広

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　日本のホームレスの問題は、主に男性
に焦点が当たり、女性に光が当たるこ
とは少なかったのですが、助成事業で
女性ホームレスに特化した支援に取り
組むことにより、一定数の当事者が自
立した地域生活につながったことは成
果となりました。助成事業で設置した
女性専用シェルターは、資金的に厳し
い面がありますが、必要不可欠な支援
として現在も継続して運営しています。
　また、これまで路上生活者支援と女性支援が結びついていな
かったところがありますが、助成事業をきっかけに、仙台市
の女性相談窓口となる「せんだい男女共同参画財団」と連携を
とるようになり、研修会で講師をしてもらった女性保護施設の
ケースワーカーとも定期的に情報交換を行うなど、行政や関係
機関との連携が進んでいます。

特定非営利活動法人
仙台夜まわりグループ　新田 貴之氏

行政・関係機関との
連携体制の構築につながる
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◆団体概要

シェルターの利用者には 1
日 3 食の食事を提供するほ
か、生活支援の対象者にも食
料支援として食事や食材を届
けた
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　同
法
人
は
、
令
和
元
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
多
機

関
団
体
連
携
型
寄
り
添
い
支
援
事
業
」を
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
、

自
尊
感
情
が
低
く
、
将
来
に
対
し
て
消
極
的
に
な
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、
信
頼
の
お
け
る
寄
り
添
い

手
に
よ
る
支
援
に
よ
り
「
自
立
す
る
力
」
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
子

ど
も
の
第
三
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
、
②
個
別
の
寄

り
添
い
事
業
、
③
子
ど
も
た
ち
の
社
会
的
自
立
や
健

全
育
成
に
関
す
る
情
報
提
供
事
業
を
実
施
し
た
。

　こ
れ
ら
の
事
業
で
は
、
地
域
に
お
け
る
多
様
な
関

係
機
関
・
支
援
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
大
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
と
し
た
拠
点
型
と
個
別
対
応
型

の
一
貫
し
た
包
括
的
・
長
期
的
な
寄
り
添
い
支
援
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
支
援
体
制
と
運

営
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

非
行
傾
向
の
あ
る
少
年
へ
の

寄
り
添
い
支
援
を
実
施

　「生
き
づ
ら
さ
を

抱
え
た
子
ど
も
の
第

三
の
居
場
所
づ
く
り

事
業
」
で
は
、
非
行

傾
向
が
強
く
問
題
行

動
を
起
こ
す
男
子
中

学
生
を
対
象
に
寄
り

添
い
支
援
を
実
施
し

た
。　「非

行
傾
向
の
あ

る
男
子
中
学
生
を
対

象
に
し
た
支
援
に
取

り
組
ん
だ
経
緯
と
し
て
、
助
成
事
業
の
前
年
度
に
、

当
時
小
学
6
年
生
で
あ
っ
た
少
年
が
通
う
学
校
の
教

員
と
Ｓ
Ｓ
Ｗ
か
ら
当
法
人
に
支
援
の
依
頼
が
あ
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
当
初
の
計
画
で
は
、
そ

の
少
年
を
中
心
に
周
辺
の
子
ど
も
た
ち
を
巻
き
込
ん

だ
居
場
所
を
つ
く
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
主
対
象
の
少
年
は
事
業
開
始
か
ら
間
も
な

く
児
童
相
談
所
の
一
時
保
護
を
受
け
、
一
方
で
周
辺

の
子
ど
も
た
ち
は
学
校
に
定
着
し
た
こ
と
に
よ
り
、

少
年
や
子
ど
も
た
ち
と
の
関
係
が
切
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
中
学
校
側
か
ら
も
少
年
の
受
け
入
れ
を
拒
絶

さ
れ
た
た
め
、
主
対
象
の
少
年
に
注
力
し
た
寄
り
添

い
支
援
を
し
て
い
く
か
た
ち
と
し
ま
し
た
」（
三
枝

氏
）。　一

時
保
護

所
の
退
所
後

は
、
警
察
や

Ｓ
Ｓ
Ｗ
と
連

携
し
た
う
え

で
、
家
庭
訪

問
に
よ
る
対

話
を
は
じ
め
、
一
緒
に
食
事
を
し
な
が
ら
悩
み
を
聞

い
た
り
、
保
護
者
へ
の
面
談
な
ど
を
実
施
し
た
。
警

察
に
本
人
や
保
護
者
の
状
況
に
つ
い
て
情
報
提
供
す

る
ほ
か
、
民
生
児
童
委
員
や
保
護
司
と
連
携
し
て
情

報
共
有
や
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
見
守
り
を
継
続
す

る
も
の
の
、
少
年
の
非
行
傾
向
は
進
行
し
て
い
き
、

そ
の
後
は
少
年
鑑
別
所
の
入
退
所
を
繰
り
返
し
、
年

度
末
に
は
少
年
院
送
致
に
至
っ
た
と
い
う
。

　助
成
事
業
の
終
了
後
も
、
少
年
に
対
す
る
支
援
を

継
続
し
て
お
り
、
少
年
院
へ
定
期
的
に
面
会
に
出
向

き
、
退
所
後
を
見
据
え
て
関
係
性
の
構
築
を
行
い
な

が
ら
、
関
係
機
関
と
支
援
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

同法人は、生きづらさを抱えた子どもた
ちの居場所を葛飾区内に2カ所運営し、
大学生ボランティアを中心に信頼関係を
構築しながら支援を行っている

特定非営利活動法人ハーフタイム
生きづらさを抱えた子どもたちへの多機関団体連携型寄り添い支援事業

令和元年度事業

助成額
229万4千円

【事業概要】
　貧困、虐待、不登校、ひきこもり、非行などさまざまな生
きづらさを抱えた子どもたちが、信頼のおける寄り添い手に
よる支援によって「自立する力」を身につけることを目的に、
地域の多様な関係機関・支援団体と連携して居場所づくりや
個別支援を実施する事業

【実施内容】
◆�生きづらさを抱えた子どもの
　第三の居場所づくり事業
小学校の教員や
スクールソーシ
ャルワーカーか
ら支援依頼を受
けた非行傾向に
ある少年を対象
にした居場所づ
くりを実施

◆�個別の寄り添い事業
大学生ボランティアや関係機関等と
連携し、生きづらさを抱えた子ども
に対する個別の寄り添い支援を行う
ことにより、信頼関係を構築しなが
ら生きる力の醸成を図る
◆�子どもたちの社会的自立や健全育成
に関する情報提供事業
講演会の開催をはじめ、ホームペー
ジの充実やクラウドファンディング
などを通して、生きづらさを抱えた
子どもへの支援の必要性や活動内容
などの情報を発信

事業概要

【成果】
◆「生きづらさを抱えた子ど
もの第三の居場所づくり事
業」では、主対象の非行傾
向のある少年に対し、居場
所や家庭訪問による支援を
27回実施した
◆「個別の寄り添い事業」では、生きづらさ
を抱えた子ども延べ 436人、保護者延べ
55人に対して大学生ボランティアや関係
機関と連携し、一人ひとりの子どもに寄り
添いながら支援を実施。不登校の子どもが
学校に通うなど、さまざまな課題の解消に
つなげることができた
◆「子どもたちの社会的自立や健全育成に関
する情報提供事業」では、活動紹介や成果
報告、ボランティアの情報交換・交流を行
う講演会を3回開催し、支援者や活動に関
心のある一般住民など計86人が参加した

▼
　助成事業の波及効果として、東京都が令和
2年 4月に策定した「東京都子供・若者計
画（第二期）」のなかで、助成事業の取り組
みを含めた同法人の活動が事例として掲載さ
れた

いきいき

ャレンジチ
いきいき

多
機
関
が
連
携
し
、生
き
づ
ら
さ
を

抱
え
た
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
う

東
京
都
葛
飾
区
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ハ
ー
フ
タ
イ
ム

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
子
ど
も
に
拠
点
型
、

家
庭
訪
問
型
の
両
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト

　東
京
都
葛
飾
区
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ハ

ー
フ
タ
イ
ム
は
、貧
困
や
虐
待
、い
じ
め
、不
登
校
、ひ

き
こ
も
り
、
障
害
、非
行
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
生
き
づ

ら
さ
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
社
会
的

自
立
の
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　同
法
人
の
活
動
は
、
平
成
22
年
に
地
域
の
福
祉
事

務
所
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
学
校
関
係
者
、
大
学
生

な
ど
が
中
心
と
な
り
任
意
団
体
を
設
立
し
、
生
き
づ

ら
さ
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
の
支
援
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
に
始
ま
り
、
平
成
29
年
４
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格

を
取
得
し
て
い
る
。

　主
な
活
動
は
、
拠
点
型
事
業
と
し
て
葛
飾
区
内
の

小
中
高
生
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
に
安
心
・
安
全
な
居

場
所
を
提
供
し
、
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
専
門
職

な
ど
が
生
活
相
談
や
学
習
支
援
を
行
う
ほ
か
、
ス
ポ

ー
ツ
活
動
や
料
理
教
室
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
実
施
。
子
ど
も
た
ち
と
信
頼
関
係
を
構
築
し
な
が

ら
、
自
己
肯
定
感
の
向
上
や
規
則
正
し
い
生
活
習
慣

の
習
得
、
将
来
に
対
す
る
前
向
き
な
姿
勢
の
醸
成
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　さ
ら
に
、
拠
点
型
の
活
動
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
に
よ
り
個
別
の
寄
り
添
い
が
必
要
な
子
ど
も
に

対
し
、
家
庭
訪
問
型
の
相
談
支
援
や
外
出
時
の
同
行

支
援
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
実
情
や
状
況

に
あ
わ
せ
た
個
別
対
応
を
し
て
お
り
、
拠
点
型
と
家

庭
訪
問
型
の
両
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　支
援
に
関
わ
る
子
ど
も
や
活
動
に
つ
い
て
、
事
務

局
長
・
現
場
責
任
者
の
三
枝
功
侍
氏
は
次
の
よ
う
に

語
る
。

　「こ
れ
ま
で
当
法
人
で
は
78
人
の
子
ど
も
た
ち
を

受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
支
援
に
関
わ
る
子
ど
も

た
ち
に
関
し
て
は
学
校
の
教
員
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
（
Ｓ
Ｃ
）
な
ど
か
ら
の
相
談
が
大
半
と
な
り
、

長
期
の
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
を
は
じ
め
、
保
護
者

の
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
、
精
神
疾
患
な
ど
、
複
雑
な

家
庭
環
境
に
よ
り
、
学
校
で
の
対
応
が
困
難
で
深
刻

な
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
居

場
所
の
活
動
で
は
子
ど
も
た
ち
に
中
長
期
的
に
寄
り

添
い
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
、
地
域
の
関
係

機
関
・
支
援
団
体
と
連
携
し
て
課
題
を
解
決
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
居
場
所
は
葛

飾
区
内
で
立
石
拠
点
と
金
町
拠
点
の
2
カ
所
を
運
営

し
、
地
域
の
民
家
を
活
用
し
た
立
石
拠
点
で
は
、
長

期
の
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
の
子
ど
も
を
対
象
に
、

毎
週
月
曜
日
の
12
～
16
時
半
の
時
間
帯
に
子
ど
も
食

堂
を
運
営
す
る
支
援
団
体
と
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち

に
寄
り
添
い
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
」。

　支
援
活
動
で
は
、
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心

と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
っ
て
い
る
こ
と
が

特
徴
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
2
年
3
月
現
在
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
は
78
人
（
学
生
36
人
、
社
会
人

42
人
）
に
の
ぼ
る
。

包
括
的
・
長
期
的
な
寄
り
添
い
支
援
と

持
続
可
能
な
支
援
体
制
を
強
化

 WAMから ひと言

　貧困、虐待、いじめ、不登校、引
きこもり、障害、非行など様々な生
きづらさを抱えた児童に対して大
学生ボランティアを中心に、拠点型
と個別対応型による一貫した包括
的・長期的な寄り添い支援を実施し
ました。また、関係機関や支援団体
と連携体制を強化し、社会課題を広
く発信することにより「東京都子
供・若者計画（第２期）」に事例と
して取り上げられるなど、行政と協
力関係を保ちながら進めているこ
とは高く評価できます。

15 ●WAMー2021.1

貧
困
、
虐
待
、
不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
、
非
行
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち

が
、
信
頼
の
お
け
る
寄
り
添
い
手
に
よ
る
支
援
に
よ
っ

て
「
自
立
す
る
力
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、

地
域
の
多
様
な
関
係
機
関
・
支
援
団
体
と
連
携
し
て

居
場
所
づ
く
り
や
個
別
支
援
を
行
う
事
業
を
実
施
し

た
、
東
京
都
葛
飾
区
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ハ
ー

フ
タ
イ
ム
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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　同
法
人
は
、
令
和
元
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
多
機

関
団
体
連
携
型
寄
り
添
い
支
援
事
業
」を
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
、

自
尊
感
情
が
低
く
、
将
来
に
対
し
て
消
極
的
に
な
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、
信
頼
の
お
け
る
寄
り
添
い

手
に
よ
る
支
援
に
よ
り
「
自
立
す
る
力
」
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
子

ど
も
の
第
三
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
、
②
個
別
の
寄

り
添
い
事
業
、
③
子
ど
も
た
ち
の
社
会
的
自
立
や
健

全
育
成
に
関
す
る
情
報
提
供
事
業
を
実
施
し
た
。

　こ
れ
ら
の
事
業
で
は
、
地
域
に
お
け
る
多
様
な
関

係
機
関
・
支
援
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
大
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
と
し
た
拠
点
型
と
個
別
対
応
型

の
一
貫
し
た
包
括
的
・
長
期
的
な
寄
り
添
い
支
援
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
支
援
体
制
と
運

営
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

非
行
傾
向
の
あ
る
少
年
へ
の

寄
り
添
い
支
援
を
実
施

　「生
き
づ
ら
さ
を

抱
え
た
子
ど
も
の
第

三
の
居
場
所
づ
く
り

事
業
」
で
は
、
非
行

傾
向
が
強
く
問
題
行

動
を
起
こ
す
男
子
中

学
生
を
対
象
に
寄
り

添
い
支
援
を
実
施
し

た
。　「非

行
傾
向
の
あ

る
男
子
中
学
生
を
対

象
に
し
た
支
援
に
取

り
組
ん
だ
経
緯
と
し
て
、
助
成
事
業
の
前
年
度
に
、

当
時
小
学
6
年
生
で
あ
っ
た
少
年
が
通
う
学
校
の
教

員
と
Ｓ
Ｓ
Ｗ
か
ら
当
法
人
に
支
援
の
依
頼
が
あ
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
当
初
の
計
画
で
は
、
そ

の
少
年
を
中
心
に
周
辺
の
子
ど
も
た
ち
を
巻
き
込
ん

だ
居
場
所
を
つ
く
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
主
対
象
の
少
年
は
事
業
開
始
か
ら
間
も
な

く
児
童
相
談
所
の
一
時
保
護
を
受
け
、
一
方
で
周
辺

の
子
ど
も
た
ち
は
学
校
に
定
着
し
た
こ
と
に
よ
り
、

少
年
や
子
ど
も
た
ち
と
の
関
係
が
切
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
中
学
校
側
か
ら
も
少
年
の
受
け
入
れ
を
拒
絶

さ
れ
た
た
め
、
主
対
象
の
少
年
に
注
力
し
た
寄
り
添

い
支
援
を
し
て
い
く
か
た
ち
と
し
ま
し
た
」（
三
枝

氏
）。　一

時
保
護

所
の
退
所
後

は
、
警
察
や

Ｓ
Ｓ
Ｗ
と
連

携
し
た
う
え

で
、
家
庭
訪

問
に
よ
る
対

話
を
は
じ
め
、
一
緒
に
食
事
を
し
な
が
ら
悩
み
を
聞

い
た
り
、
保
護
者
へ
の
面
談
な
ど
を
実
施
し
た
。
警

察
に
本
人
や
保
護
者
の
状
況
に
つ
い
て
情
報
提
供
す

る
ほ
か
、
民
生
児
童
委
員
や
保
護
司
と
連
携
し
て
情

報
共
有
や
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
見
守
り
を
継
続
す

る
も
の
の
、
少
年
の
非
行
傾
向
は
進
行
し
て
い
き
、

そ
の
後
は
少
年
鑑
別
所
の
入
退
所
を
繰
り
返
し
、
年

度
末
に
は
少
年
院
送
致
に
至
っ
た
と
い
う
。

　助
成
事
業
の
終
了
後
も
、
少
年
に
対
す
る
支
援
を

継
続
し
て
お
り
、
少
年
院
へ
定
期
的
に
面
会
に
出
向

き
、
退
所
後
を
見
据
え
て
関
係
性
の
構
築
を
行
い
な

が
ら
、
関
係
機
関
と
支
援
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

同法人は、生きづらさを抱えた子どもた
ちの居場所を葛飾区内に2カ所運営し、
大学生ボランティアを中心に信頼関係を
構築しながら支援を行っている

特定非営利活動法人ハーフタイム
生きづらさを抱えた子どもたちへの多機関団体連携型寄り添い支援事業

令和元年度事業

助成額
229万4千円

【事業概要】
　貧困、虐待、不登校、ひきこもり、非行などさまざまな生
きづらさを抱えた子どもたちが、信頼のおける寄り添い手に
よる支援によって「自立する力」を身につけることを目的に、
地域の多様な関係機関・支援団体と連携して居場所づくりや
個別支援を実施する事業

【実施内容】
◆�生きづらさを抱えた子どもの
　第三の居場所づくり事業
小学校の教員や
スクールソーシ
ャルワーカーか
ら支援依頼を受
けた非行傾向に
ある少年を対象
にした居場所づ
くりを実施

◆�個別の寄り添い事業
大学生ボランティアや関係機関等と
連携し、生きづらさを抱えた子ども
に対する個別の寄り添い支援を行う
ことにより、信頼関係を構築しなが
ら生きる力の醸成を図る
◆�子どもたちの社会的自立や健全育成
に関する情報提供事業
講演会の開催をはじめ、ホームペー
ジの充実やクラウドファンディング
などを通して、生きづらさを抱えた
子どもへの支援の必要性や活動内容
などの情報を発信

事業概要

【成果】
◆「生きづらさを抱えた子ど
もの第三の居場所づくり事
業」では、主対象の非行傾
向のある少年に対し、居場
所や家庭訪問による支援を
27回実施した

◆「個別の寄り添い事業」では、生きづらさ
を抱えた子ども延べ 436人、保護者延べ
55人に対して大学生ボランティアや関係
機関と連携し、一人ひとりの子どもに寄り
添いながら支援を実施。不登校の子どもが
学校に通うなど、さまざまな課題の解消に
つなげることができた

◆「子どもたちの社会的自立や健全育成に関
する情報提供事業」では、活動紹介や成果
報告、ボランティアの情報交換・交流を行
う講演会を3回開催し、支援者や活動に関
心のある一般住民など計86人が参加した

▼
　助成事業の波及効果として、東京都が令和
2年 4月に策定した「東京都子供・若者計
画（第二期）」のなかで、助成事業の取り組
みを含めた同法人の活動が事例として掲載さ
れた
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氏
）。　ま

た
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
保
護
者

へ
の
支
援
と
し
て
、
親
子
関
係
が
悪
化

し
、
子
ど
も
と
進
路
に
つ
い
て
の
話
し

あ
い
が
で
き
な
い
保
護
者
に
対
し
、
子

ど
も
か
ら
聞
き
取
っ
た
内
容
を
伝
え
、

進
路
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
た
り
、
高

校
入
試
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
た
。

　個
別
の
寄
り
添
い
事
業
で
は
、
助
成
期
間
中
に
子

ど
も
延
べ
４
３
６
人
、
保
護
者
延
べ
55
人
に
支
援
を

行
っ
た
。
支
援
実
績
は
目
標
人
数
に
対
し
、
２
９
０ 

％
と
大
幅
に
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
。

　支
援
実
績
に
つ
い
て
、
理
事
長
の
石
原
啓
子
氏
は

次
の
よ
う
に
語
る
。

　「達
成
率
が
高
い
要
因
と
し
て
は
、大
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
中
心
に
ス
タ
ッ
フ
が
積
極
的
に
支
援
に
関

わ
り
、
子
ど
も
た
ち
と
の
関
係
性
を
つ
く
っ
て
く
れ

た
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
を
く

み
取
り
な
が
ら
、
安
定
的
に
支
援
を
行
え
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
比
較
的

時
間
に
余
裕
が
あ
る
た
め
、
継
続
的
に
支
援
に
関
わ

る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
年
齢
が

近
く
、会
話
や
趣
味
が
合
い
、自
分
が
な
り
た
い
と
思

う
身
近
な
目
標
に
な
る
な
ど
、
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
担
う
役
割
は
大
き
い
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま

す
」。

「
東
京
都
子
供
・
若
者
計
画
」
で

活
動
が
事
例
と
し
て
掲
載
さ
れ
る

　そ
の
ほ
か
、
助
成
事
業
で
は
「
子
ど
も
た
ち
の
社

会
的
自
立
や
健
全
育
成
に
関
す
る
情
報
提
供
事
業
」

と
し
て
講
演
会
の
開
催
を
は
じ
め
、
刷
新
し
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
継
続
寄
付

型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
通
じ
て
支
援

内
容
や
支
援
の
必
要
性

な
ど
を
発
信
し
て
い

る
。　3

回
開
催
し
た
講
演

会
で
は
、
寄
り
添
い
支
援
と
個
別
支
援
の
活
動
紹
介

を
は
じ
め
、
葛
飾
区
の
子
ど
も
応
援
課
か
ら
同
区
が

策
定
し
た
「
葛
飾
区
子
ど
も
・
若
者
計
画
」
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
っ
た
ほ
か
、
支
援
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
同
士
が
情
報
共
有
な
ど
を
行
い
、
支
援
に
関

心
の
あ
る
地
域
住
民
や
支
援
者
な
ど
延
べ
86
人
が
参

加
し
た
。

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え

た
子
ど
も
へ
の
寄
り
添
い
支
援
に
よ
り
、
不
登
校
児

が
学
校
に
復
帰
を
果
た
す
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

の
解
消
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。さ
ら
に
、関
係
機
関
・

支
援
団
体
と
連
携
体
制
を
強

化
し
、
社
会
課
題
を
広
く
発

信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
東
京

都
が
令
和
2
年
4
月
に
策
定

し
た
「
東
京
都
子
供
・
若
者

計
画（
第
二
期
）」の
な
か
で
、

同
法
人
の
活
動
と
葛
飾
区
の

取
り
組
み
が
事
例
の
一
つ
と

し
て
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　多
機
関
が
連
携
し
、
生
き

づ
ら
さ
を
抱
え
た
子
ど
も
に

寄
り
添
う
、
同
法
人
の
取
り

組
み
が
全
国
に
広
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　生きづらさを抱えた子どもたちの
支援は、中長期的に寄り添いながら
信頼関係を構築し、楽しいと思える
時間を積み重ねていくことが重要だ
と思っています。そのためにも継続
的に支援に関わってくれる大学生を
中心としたボランティアの育成とと
もに、活動を継続していくための運

営資金の確保は課題となっています。
　その一方で、このような支援活動は、すぐに効果が出るわけ
ではなく、成果を数字で示すことが難しいため、成果の可視化
に取り組んでいくことも必要だと考えています。
　今後は、安定的に寄付を増やしていくため、認定 NPO の取
得を目指し、安定した運営基盤の強化に努めつつ、支援活動の
範囲を少しずつ広げていくことを構想しています。

特定非営利活動法人ハーフタイム

理事長　石原  啓子氏

運営基盤を強化し
支援活動の範囲を広げる
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理事長：石原　啓子

◆団体概要

特定非営利活動法人
ハーフタイム

　
事務局長 

三枝功侍氏

大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
と
な
り

子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
る

　「個
別
の
寄
り
添
い
事
業
」
で
は
、
大
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
関
係
機
関
・
支
援
団
体
と
連
携
し
、
葛

飾
区
内
で
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
に
寄

り
添
い
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
課
題
の
軽
減

や
生
き
る
力
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　具
体
的
な
支
援
内
容
と
し
て
は
、
大
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
中
心
に
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
一
人

ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
り
な
が
ら
、
家
庭
や
学

校
、
進
路
、
将
来
に
関
す
る
生
活
相
談
を
は
じ
め
、

進
学
の
受
験
対
策
な
ど
の
学
習
支
援
、
生
活
習
慣
の

改
善
や
生
活
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
の
買
い
物
支
援
、

調
理
体
験
、
外
出
訓
練
な
ど
を
行
っ
た
。

　実
施
場
所
は
、
公
共
施
設
の
会
議
場
や
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
、
公
園
な
ど
を
活
用
す
る
ほ

か
、
対
象
者
の
自
宅
な

ど
で
も
実
施
し
て
お

り
、
活
動
時
間
や
頻
度

は
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も

の
状
況
、
要
望
に
あ
わ

せ
て
柔
軟
に
対
応
し

た
。　関

係
機
関
・
支
援
団

体
と
積
極
的
な
連
携
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
犯

罪
被
害
に
巻
き
込
ま
れ

た
子
ど
も
の
警
察
署
へ

の
付
き
添
い
や
、
精
神

疾
患
を
抱
え
る
子
ど
も

の
精
神
科
の
受
診
同
行

の
ほ
か
、
不
登
校
児
に

対
し
て
は
学
校
の
教

員
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
、
Ｓ
Ｃ
と

定
期
的
に
情
報
共
有
を

行
い
、
合
同
で
の
家
庭

訪
問
や
面
談
を
実
施
し

た
。
さ
ら
に
、
食
事
の

提
供
が
必
要
な
際
に
は

地
域
の
子
ど
も
食
堂
か

ら
協
力
を
得
る
な
ど
、
自
分
た
ち
だ
け
で
抱
え
込
ま

ず
、
周
囲
を
巻
き
込
み
な
が
ら
重
層
的
な
支
援
を
展

開
し
た
。

寄
り
添
い
支
援
よ
り
、

不
登
校
児
の
学
校
復
帰
に
つ
な
が
る

　当
事
者
に
よ
い
変
化
が
み
ら
れ
た
事
例
と
し
て
、

あ
る
中
学
2
年
生
の
男
子
の
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ

の
男
子
は
、
小
学
校
高
学
年
か
ら
不
登
校
に
な
り
、

家
の
な
か
で
昼
夜
が
逆
転
し
た
生
活
を
し
て
い
た
。

母
親
は
外
国
に
ル
ー
ツ
が
あ
り
、
日
本
語
は
片
言
が

話
せ
る
程
度
で
、
父
親
は
働
い
て
い
る
も
の
の
、
子

育
て
に
一
切
関
与
し
な
い
ネ
グ
レ
ク
ト
の
状
態
で
あ

っ
た
と
い
う
。
三
枝
氏
と
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

Ｓ
Ｓ
Ｗ
が
定
期
的
に
家
庭
訪
問
を
行
い
、
支
援
を
行

っ
た
。

　「対
話
を
重
ね
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
信
頼
関
係
が

構
築
さ
れ
、
居
場
所
へ
の
参
加
を
誘
っ
た
と
こ
ろ
、

人
と
接
す
る
の
が
怖
い
と
い
う
こ
と
で
、
最
初
は
居

場
所
の
活
動
に
は
加
わ
ら
ず
、
別
室
で
大
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
過
ご
す
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
、
子
ど
も
の
ほ
う
か
ら
活
動
に
参
加
し
た
い
と

い
う
申
し
出
が
あ
り
、
活
動
の
輪
に
加
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
居
場
所
の
利
用
者
の
大
半
は
不
登
校

の
経
験
者
で
、
現
在
は
高
校
に
通
う
先
輩
か
ら
当
時

の
状
況
や
高
校
生
活
の
話
を
聞
く
こ
と
で
、
高
校
進

学
へ
の
意
欲
を
も
つ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
少
年
は
学
校
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

室
に
通
え
る
よ
う
に
な
り
、
昨
年
の
10
月
に
は
中
学

に
入
学
し
て
初
め
て
教
室
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
将
来
は
自
分
の
経
験
を
活
か
し
て
不
登
校
支
援

に
関
わ
り
た
い
と
い
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
」（
三
枝

17 ●WAMー2021.1

不登校児に進学への意欲を高めてもらうため
に、高校の文化祭の見学などを行った

3回開催した講演会には、支援者や活動に関
心のある一般住民など計86人が参加した

寄り添い事業では、大学生ボランティアや
関係機関が連携し、子どもに寄り添いなが
ら生活相談や学習支援を行うほか、生活習
慣の改善や生活スキル向上のために調理体
験や外出訓練などを実施
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印象に残ったポイントを書いてみましょう

いきいき

ャレンジチ
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氏
）。　ま

た
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
保
護
者

へ
の
支
援
と
し
て
、
親
子
関
係
が
悪
化

し
、
子
ど
も
と
進
路
に
つ
い
て
の
話
し

あ
い
が
で
き
な
い
保
護
者
に
対
し
、
子

ど
も
か
ら
聞
き
取
っ
た
内
容
を
伝
え
、

進
路
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
た
り
、
高

校
入
試
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
た
。

　個
別
の
寄
り
添
い
事
業
で
は
、
助
成
期
間
中
に
子

ど
も
延
べ
４
３
６
人
、
保
護
者
延
べ
55
人
に
支
援
を

行
っ
た
。
支
援
実
績
は
目
標
人
数
に
対
し
、
２
９
０ 

％
と
大
幅
に
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
。

　支
援
実
績
に
つ
い
て
、
理
事
長
の
石
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氏
は

次
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よ
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に
語
る
。
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学
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ラ
ン
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中
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に
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支
援
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関

わ
り
、
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の
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係
性
を
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く
っ
て
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れ

た
こ
と
で
、
一
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ひ
と
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の
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
を
く

み
取
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な
が
ら
、
安
定
的
に
支
援
を
行
え
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
大
学
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ボ
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テ
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比
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的

時
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に
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裕
が
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る
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、
継
続
的
に
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に
関
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こ
と
が
で
き
、
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に
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も
年
齢
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近
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、会
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趣
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分
が
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と
思

う
身
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な
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に
な
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な
ど
、
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
担
う
役
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は
大
き
い
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま

す
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「
東
京
都
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供
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若
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計
画
」
で

活
動
が
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と
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掲
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さ
れ
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ほ
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、
助
成
事
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ど
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社

会
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自
立
や
健
全
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に
関
す
る
情
報
提
供
事
業
」

と
し
て
講
演
会
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催
を
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ム
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継
続
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フ
ァ
ン
デ
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グ
を
通
じ
て
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援

内
容
や
支
援
の
必
要
性

な
ど
を
発
信
し
て
い

る
。　3

回
開
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し
た
講
演

会
で
は
、
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り
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と
個
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援
の
活
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紹
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を
は
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、
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の
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ら
同
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が
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が
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報
共
有
な
ど
を
行
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、
支
援
に
関
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の
あ
る
地
域
住
民
や
支
援
者
な
ど
延
べ
86
人
が
参

加
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た
。
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成
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業
の
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と
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て
、
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き
づ
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を
抱
え

た
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へ
の
寄
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い
支
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が
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を
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な
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、
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の
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消
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が

で
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た
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に
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と
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、
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、
東
京

都
が
令
和
2
年
4
月
に
策
定

し
た
「
東
京
都
子
供
・
若
者

計
画（
第
二
期
）」の
な
か
で
、

同
法
人
の
活
動
と
葛
飾
区
の

取
り
組
み
が
事
例
の
一
つ
と

し
て
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　多
機
関
が
連
携
し
、
生
き

づ
ら
さ
を
抱
え
た
子
ど
も
に

寄
り
添
う
、
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に
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。

　生きづらさを抱えた子どもたちの
支援は、中長期的に寄り添いながら
信頼関係を構築し、楽しいと思える
時間を積み重ねていくことが重要だ
と思っています。そのためにも継続
的に支援に関わってくれる大学生を
中心としたボランティアの育成とと
もに、活動を継続していくための運

営資金の確保は課題となっています。
　その一方で、このような支援活動は、すぐに効果が出るわけ
ではなく、成果を数字で示すことが難しいため、成果の可視化
に取り組んでいくことも必要だと考えています。
　今後は、安定的に寄付を増やしていくため、認定 NPO の取
得を目指し、安定した運営基盤の強化に努めつつ、支援活動の
範囲を少しずつ広げていくことを構想しています。

特定非営利活動法人ハーフタイム
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支援活動の範囲を広げる
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WAM助成レポート
2021

NPOなどの民間福祉活動を助成金で応援します！

数字でみるＷＡＭ助成

ＷＡＭ助成へのご寄付のお願い WAM助成へのご寄付には、税制上の優遇措置があります

令和3年度までの助成総額

1990年創設以来
30年以上にわたり、民間福祉
活動を後押しすることで福祉
課題の解決の仕組みづくりを
目指しています。

これまでの助成実績

SINCE 令和３年度実績

助成規模（一件あたり採択額）

50～2,000万円

採択件数132件／要望件数605件1990

約780億円

約14,600件以上

皆さまの社会貢献が社会課題を解決します。
独立行政法人福祉医療機構では、国の施策と連携し、地域共生社会の実現を目指した福祉
医療の基盤整備をすすめるため、多岐にわたる事業を展開しています。そのうちWAM助成
では、事業の一層の推進を図る観点から、個人や法人、企業の皆さまより広く寄付金を受け付け
ています。
多くの皆さまのご支援・ご協力をいただきますようお願い申し上げます。

団体規模に関わらず、事業の目的に応じた金額の
申請が可能です。
「団体立上げ期」「新事業展開期」「全国広域展開期」
等、様々な段階にある団体の事業について、助成を
行っています。

近年の年間予算額は
6億円強です。

独立行政法人福祉医療機構
〒105-8486 東京都港区虎ノ門4-3-13 ヒューリック神谷町ビル９階
TEL：03-3438-4756 FAX:03-3438-0218

https://www.wam.go.jp/hp/お問い合わせ
詳細はホームページから

ご支援をいただける個人、法人、
企業の皆さまを募集しています。
寄付金は、助成金の財源として
活用いたします。

このうち9,411件の助成実績データ・報告書は、WAMホームページで
閲覧することができます。

ご寄付のお願い

50万～
300万円
未満
31.8％

300～
500万円
未満
22.7％

500～
700万円
未満
25.0％

700～
2,000万円
20.5％

アンケートに
ご協力ください

ＷＡＭ助成レポートでは、今後の作成の参考にさせていただくため
アンケートを実施しております。ご協力の程お願いいたします。


